
はじめに 

 本校は、文部科学省より、２４年度のスーパーサイエンスハイスクールおよびコアスーパーサ

イエンスハイスクールに指定されました。SSH初年度の指定でコアSSHも同時指定という事例はあ

まりないということで、その責任の重さを強く感じているところです。科学教育の裾野を広げる

という役割の一端を私どもが担うことを期待されてのことと受け止めております。 

 本校は、関東大震災の翌年、「女性の自立」を目標に創立された洋裁学校をその母体としてお

ります。現在は、２１世紀社会を見つめ「自立と共生」のできる社会を支えうる人材を世に送り

出すことを本校の使命であると考えております。言い換えれば、将来、社会人、職業人として自

立し、いかに社会へ関わっていくのかという視点を日常の教育活動の中に取りと込むことが大切

になるということだと思います。女性が生涯にわたって職業を持つことが当たり前の社会にあっ

て専門性を身につけたいと考える女性は増えております。とりわけ、科学や理系の学びは、女性

の職業選択を広げる機会を広げることにつながります。本校でも、理系の専門職を目指す生徒が

増える傾向にあります。SSHとコアSSHの指定を絶好の機会と捉え、将来のキャリア形成を視野に

入れた科学教育の充実に弾みをつけたいと考えています。 

 この１年間は、外部諮問委員会の委員の方々、大学の先生方、先行するSSH校の指導やアドバイ

スを頂きながら、新たな授業の取り組みを実践してきました。また、研究会への参加、報告会の

実施もどうにかこなすことができました。タイの優秀なチュラボーン高校との学術交流も始まり

ました。今後も課題を克服しながら、先輩諸氏の後押しを受けながら、SSHやコアSSHの理念を実

現すべく邁進していきたいと考えています。引き続きのご支援をお願いいたします 
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別紙様式１－１ 

文京学院大学女子高等学校 ２４～２８ 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

 科学への好奇心を喚起し、科学探求に必要な学力の形成、および国際社会で活躍できる科学者を目指

す生徒の育成〜地域の科学教育の中核拠点として、全教科横断カリキュラムと高大接続教育の構築〜 

 

 ② 研究開発の概要  

I．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学的リテラシ

ーを高める全教科横断型カリキュラム 

II．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成

プログラム 

III．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として、個に応じた科学的能力を伸長する実

践的プログラム 

IV.高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる  

高大接続プログラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

 

 ③ 平成２４年度実施規模  

第１年次は全校 1年生と理数クラス 1年生とする。 

 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

 平成２４年度は研究開発の概要の Iと IIについて計画・実施した。 

Ⅰ．については、生徒による探究活動の動機づけ過程で、以下の３つの学校設定科目を計画した。 

 A）学際科学、B）SS国際情報、C）グローバル環境科学 

この目的は、①日常的な生活や学習の中で、科学に関する”気づきの体験”を重視し、“気づき”に

より科学への「興味の口火」を点火する。②科学に対する好奇心とやる気を持って理系進学を目指す

生徒層の拡充をはかり、裾野の広く厚い理系人材育成する。の２つである。 

II．については、生徒の科学探究活動の実行力を醸成し、科学の探求に必要な基本学力として、①問

題発見力、②仮説・思考力、③実験・分析力、④国際コミュニケーション力を設定し、以下の３つの

学校設定科目を計画した。 

 D)SS 数理演習、（SSコミュニケーションとプレ・カレッジⅠは、次年度開講の準備を計画） 

また、キャリア指向性と研究スキルを育成するための課外プログラムとして、SSクラブを計画した。

これらによって、基本学力の構築を図るほか生徒が実験の失敗をポジティブにとらえ、以後の探究活

動にフィードバックできる「失敗の活用力」の育成を重視した。 

 ①必要となる教育課程の特例とその適用範囲 

  特になし 

 ②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

  ２４年度の理数クラス(一貫部・高等部)のみ、新教育課程の数学・理科を先行実施した。 

  (詳細は平成２４年度教育課程表参照のこと) 

  【学校設定科目】 

  理数クラス(一貫部・高等部)： 



  1年次（各 1単位）：「学際科学」､「グローバル環境科学(選)」､「SS数理演習」、 

  2年次（各 1単位）：「SS プレ・カレッジⅠ」､「SSコミュニケーション」、 

  3年次（1単位） ：「SSプレ・カレッジⅡ」 以上、８単位７科目を設定する。 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

 特例等ないが、1年次全クラス：「情報 A」（2単位）を「SS国際情報」とし、「情報 A」の内容

に SSHの取り組みを付加する。 

○平成２４年度の教育課程の内容 

 1年理数クラスにおいては学校設定科目である SS数理演習・学際科学を実施した。1学年全員に対

し SS国際情報を、また、希望者に対してグローバル環境科学を実施した。 

○具体的な研究事項・活動内容 

■学校設定科目 

A)〈学際科学〉 

 生活や食物などの『いのちの営み』をテーマに、実体験に基づいて生徒が各教科や学問領域の科学

的関連性を発見するプロセスを重視する体験型・ゼミ方式によるジグソー学習法を行った。これによ

り、生徒自身が身近な生活にまつわる科学的リテラシーを考え、国内外の文献や Webでの情報をもと

に精査し、『いのちの営み』と科学とが相互関係しながら生活が成り立っていることについて、全教

科の相互関連性をもって認識することができるようになった。 

B) 〈SS 国際情報〉 

 「情報」「英語」「理科・数学」をはじめ、「国・社・家庭・保健」など関連科目の統合により、

自分が調べ・学び・考えた内容について、科学者や教員のみならず、国内外のさまざまな知識層に適

切な表現でプレゼンテーションする能力を育成した。多様なメディア・ チャンネルに対応した表現方

法を学ぶことで、科学者として積極的に広く社会とかかわりをもつ必要性を意識させた。 

C)〈グローバル環境科学〉 

 生徒自身によるフィールド・ワークを中心に、ヒトや動植物などの生命活動や諸産業・国際情勢に

大きな影響を与える地球環境について、教科の境を取り払った幅広い科学的理解を深めるための教育

を実践した。教室内の学習活動や講義で学んだ内容を、フィールド・ワークを通して深めることで、

環境に関して総合的に理解させた。 

D)〈SS 数理演習〉 

 実生活の中にある比較的シンプルなテーマを課題にして、身近な現象の背景にある科学に気づくプ

ロセスを体験させる。課題を生徒が科学的な視点で調査追求する方法 （実験組み立て法）や、データ

を集計・分析し、相関や傾向を見出すといった「理科と数学の関連性」を応用する方法（数学的デー

タ解析法）など、一連の思考過程を経験させることで、研究に必要なスキルを養成した。また、この

カリキュラムによって、本来、大学入学前に経験しておきたい科学的な「知の技法」を醸成すること

ができた。 

■課外活動 

〈SSクラブ：プレ・リサーチプログラム〉 

 先端研究施設での最先端技術・実験・ものつくりの一端に触れながら実践的な研究スキルを訓練

し、より深化させたい研究分野を模索させた。第一線の研究者と交流することによって、高校で学ぶ

理科の延長にある”キャリア指向性”をイメージしながら、オリジナリティの高い研究テーマの開拓

力を育成する。また、生徒が実験の失敗をポジティブにとらえ、以後の探究活動にフィードバックで

きる「失敗の活用力」の育成を重視して実施した。関係した大学（生徒参加数）は、工学院大学（５

６名）、東京理科大学（５４名）、文京学院大学(２５名)、宇都宮大学（２４名）、お茶の水女子大

学（８名）、東邦大学（９名）など 

〈SSクラブ・リサーチプログラム（生徒課題研究）〉 



 新しく研究を行うためには、独創的な研究テーマを設定し、研究計画を立てることが先決となる。

しかし、実施にあたっては、先行している類似研究から、効果的な実験方法、評価方法、問題点の発

見などを見出す必要がある。そこで、本プログラムにおいては、課外活動にて指導者とのディスカッ

ションと文献検索をもとに生徒課題研究の指導を計画した。さらに、SSクラブで共に学ぶ友人や先輩

との研究発表や討論を経験させながら研究を遂行していくプロセスを重視した。これによって、研究

テーマとする分野を客観的に再評価し、探求に必要な方法を深化させていくことができ、研究に対す

る意欲がより向上した。 

〈SSクラブ・チャレンジプログラム〉 

 本プログラムによって、トップレベルを目指す能力の高い生徒が、研究発表会やコンテストにチャレ

ンジすることの重要性と必要性を意識し、チャレンジする科学者精神を育む機会を計画した。生徒

個々の興味や分野にふさわしいチャレンジプログラムを明確にし、誘導と学習支援をすることによっ

て、生徒のチャレンジを発揮できるよう配慮した。これによって、チャレンジ対象への明確な目標が

明らかになり、科学的能力を伸長させる絶好の機会となった。 

 生徒が発表したコンテスト・研究発表会（数字は発表者のみで見学参加者を除く） 

物理チャレンジ２０１２（４名）、慶応大学バイオサミット（鶴岡：５名）、SSH生徒研究発表会

（１名）、集まれ理系女子生徒交流会（福山：２名）工学院大学デジタルアートコンテスト２０１２

（：１名）、集まれ科学好き発表会／科学チャレンジコンテスト（岡山：２名）、サイエンスエッジ

（つくば：18名）など 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

本校 SSHにおける実施初年次の活動目標としては、 

①科学への好奇心を膨らませる 

②学際的に科学と生活の関連性を見いだし科学リテラシーを構築する 

③グローバルな環境意識を醸成 

④国際的な科学者として必要なプレゼンテーシヨン力の開発と情報リテラシーを構築 

⑤科学の探求活動に必要な数学と理科の関係性を見いだし、科学的思考力を育成 

⑥先端的科学の研究スキルを訓練し、独創性の高い研究とキャリア観の萌芽 

があり、これらの活動目標ごとに実施した内容を分類して、その成果をアンケート等で分析した。 

①・②・③では、学校設定科目の『学際科学』と「グローバル環境科学」が対応する。 

 『学際科学』において、「落とした卵はなぜ割れるの？」「あなたはなぜ息をしているの？」とい

ったような日常の身近な現象中にある科学的要素の存在を意識させた。また、「呼吸」という自然現

象に結びつく様々な要素の関連性を整理・統合・理解する目的で学際マップ（マインドマップ）を作

成させ、身近な現象に物・化・生・数の諸要素が関連しあって成り立っていることを理解させた。そ

の評価として、実施後の生徒アンケート（５段階評価）では、「日常の題材を科学することへの学習

好感度（動機付け）」は３．８ポイント、学際理解力の自己評価（身近な現象の背景に複数の科学的

な要因が関わりあうことが理解できた・化学・生物・物理・数学の学習は身近な現象の科学的理解に

必要だと思った）は４．１ポイントと高く、計画した目標に見合うポジティブな評価が得られた。ま

た、大学生の学習能力を図る PROGテスト（河合塾）の結果では、高校１年生ながらも、課題発見力が

大学生平均よりも上回っていたことがあげられる。 

 『グローバル環境科学』では、金環日食の観察会（全校より希望した 760名参加）では、金環日食

のメカニズムや観察を通して感動を共有できた。また、八王子の里山のフィールド・ワークを通じ里

山と共に生活する人々の声を直接聞き科学と生活の関係性を再認識した。また、世界遺産になった小

笠原諸島のフィールド・ワークに 26 名が参加し、世界遺産に登録されるまでの歴史や背景を学習 

し、実際にその地形的な特徴や小笠原の生物の特徴などについて学んだ。自然環境をいかに保全する



ことが難しいかなど現地の様子をつぶさに観察し環境意識を高めた。 

④では、学校設定科目の『SS国際情報』が対応する。 

 『SS 国際情報』では、カビの発生・キノコの生育・里山などを題材にして、Webなどを使い適切な

情報を収集・吟味する方法とともに、題材に対する基礎的な仮説検証実験を行い、検証結果を整理さ

せた。外国人講師らの指導によって科学論文の発表形式日本語・英語で学び、一連の学習過程を発表

レポートにまとめることができた。この結果は東京都 SSH指定校合同発表会や SSH成果発表会で公表

され、生徒たちの自信につながった。実施後の生徒アンケートによる評価（５段階評価）でも、発表

力に対する達成感は４．１ポイントと高かった。 

⑤では、学校設定科目の『SS数理演習』が対応する。 

  『SS 数理』では、落とした卵を割らない装置を数理的に提案させた「エッグドロップ」で、科学的

な思考力をつけるために徹底してディスカッションの時間を設け、思考を積み重ね仮説を立て、その

仮説をどのような方法で検証したら良いのかなど多くのは時間を割いた。後期の「ぬれタオルはなせ

乾くのか」では、グループ毎に実験方法を組み立て、データ収集やグラフ化の手法をしっかり学ばせ

ることができた。この評価として、５段階評価の生徒アンケートでは、数理力の項目（様々なグラフ

の形式を理解し、適切にグラフ作成する方法が学べた・実験で得た結果や数値データを数学的に取り

扱う方法を学べた・実験で得たデータをもとに、実際に適切なグラフの作成ができた）の平均ポイン

トが３．９ポイントと高かく、自己達成感があったと評価できた。 

⑥先端的科学の研究スキルを訓練し、独創性の高い研究とキャリア観の萌芽 

  「プレリサーチ」PCR法を用いた DNA解析方法をみずから体験し、マイクロピペッターや分析機器

を使って研究のスキルを磨いた。その他、宇都宮大学や東邦大学などの研究室訪問し、研究の現場か

ら多くを学ぶことができた。また、スーパーレクチャとして、メルボルン大学教授と、南アフリカの

カワズール・ナタール大学医学部教授を招聘した。特に南アフリカの教授には、英語による講義のみ

ならず、英語によって脊椎動物の解剖実習の指導して頂くなど、英語をコミュニケーションの手段と

した科学者の世界を体験する事ができた。 

○実施上の課題と今後の取組 

A)〈学際科学〉 

 今年度の取り組みで『いのちの営み』と科学とが相互関係しながら生活が成り立っていることにつ

いて、全教科の相互関連性をもって認識することができるようになった。また、アンケートからも課

題発見力の向上が伺えたことから、基本的には本年度の内容を継続実施する予定である。課題として

は、もう少し関係する教科を増やして教科横断的視点を強化する必要性を感じた。 

B) 〈SS 国際情報〉 

 アンケートの結果では今年度の取り組みで、情報収集力や発表力の向上が見られたことから基本的

には本年度の内容を継続実施する。課題としては、次年度で連携する海外校（タイ・チュラボーン

校）との交流プログラムが始まるため、外国人講師などの指導を早くから実施し、英語による情報発

信について強化していく必要があると分析している。 

C)〈グローバル環境科学〉 

 座学のみならずフィールド・ワークを通して深めることで、環境保全の重要性を理解させることが

できたことから、基本的には本年度の内容を継続させる。課題として、フィールド・ワークを行う前

に生徒にもう少し具体的な調査課題を設定させる事前指導時間の拡充があると考える。 

D)〈SS 数理演習〉 

 エッグドロップで他校との競技、実験データのまとめ方を数学的な視点で取り組ませたことは大き

な意義があったと考えており、基本的には本年度の内容を継続実施する。実験データの取りまとめ

で、エクセルを使う前にグラフを手書きさせるなど、生徒にはグラフ作成をブラックボックス化させ

ない工夫も良かったと考える。次年度の課題として数学的解析法の演習を更に拡充する必要がある。 

 



別紙様式２－１ 

文京学院大学女子高等学校 ２４～２８ 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

①本校独自アンケートでは、年当初の目標は達成できていると判断できる。 

１．科学に関する興味関心の喚起・・・科学がより好きになったと答えた生徒が88.2％となってお

り、A)学際科学、B)SS国際情報、C)グローバル環境科学については｢興味関心の口火｣を点火すると

いう視点から機能したと評価できる。特に、学際科学では"気づかせる体験"の機会を多く設け、科

学に対する好奇心とやる気を持って身の回りの事象を観察する目を養った。例えば｢卵の科学｣では

、多くの生徒が料理の中に潜む科学を実感していた。(巻末アンケート参照)、また｢SS数理演習｣で

は｢エッグドロップ｣をテーマに授業展開したが、性急に教員が現象の説明をするのではなく、グル

ープ毎に時間をかけディスカッションをさせた。本校独自の｢はひふへほ｣シートを用いて、それぞ

れの発表からわき出た疑問を抽出させ、まとめあげる作業を繰り返した。様々な気づきを集約し思

考訓練をし、互いに発表を聞かせながら、最終的に｢エッグドロップコンテスト｣の形で競技性を盛

り込んだ。装置を製作する条件として、紙の大きさ、使うセロテープの長さ、製作時間、卵の封入

時間から取り出し時間までなどをポイント化し、その得点を競う中で、各グループの装置に卵を割

らない形状や工夫が盛り込まれた。ゲーム性もあり、身の回りにある道具だけで思考訓練ができる

効果的なカリキュラムであった。思考過程に十分な時間をかけることにより、性急に結果や解答を

求める入学以前の意識が払拭され、現象や目的に向かってじっくりと考えをまとめ上げる意識を醸

成することかできた。その後も同研究を継続するグループもあった。 

後期からの｢ぬれタオルは何故乾くのか｣のテーマも、カリキュラム構造は同じである。条件や要

素がより複雑になり、要素の抽出・分析など生徒にとっては未学習の範囲もあり、さらに時間をか

けた。ここでも教員は最低限の助言にとどめることを強く意識し、現象を教科目線で語ることを禁

じた。12のグループは濡れたタオルが乾く現象を解明するために異なる要素を抽出し、仮説を立て

、それぞれ異なる実験計画も立てさせた。この間、一般的な｢実験組み立て法｣、｢グラフ化の方法論

｣を講義し、安易に統計ソフトを用いないよう指導した。これによって、グラフ化の意味と重要性を

理解した。生徒自身の要素抽出は、教員の予想を超えるユニークで自由な発想も多々見られたこと

は大きな収穫であった。各グループの仮説が教員の目から見て不十分であっても、頭ごなしに否定

することなく、厳密に実験に取り組ませることを留意した。各班の実験レポートのまとめ作業では

、生徒相互の質問も活発に交わされるようになり生徒の大きな変容が見られた。一部の生徒は英文

のポスターとしてまとめ上げた。 

２．強く理系志望する生徒層の拡充・・・理数クラスの生徒はもともと理数に対する興味のある生

徒が集まってはいるが、より具体的な目標が見つかったり、理学・工学などの新たな分野への興味

関心が強くなったことなどが、アンケートの結果で57％の生徒がより理系志望が強くなったと答え

たことにも現れている。 

３．実生活に還元できる科学リテラシーの向上・・・日頃よく目にしており、何気なく見逃してし

まうことの多い日常の身近な事象に対して、その現象を意識的に観察しようとしたり、その事柄の

背景や因果関係などを考えて、それを検証するための方法を考えようということに考えが及ぶ生徒

が増えてきた。（学際科学アンケート参照） 

４．教科横断的な視点の醸成・・・学際マップの作成では、｢マインドマップ｣の手法を用いて｢呼吸

について｣の講義を大学の先生にご担当頂いた。｢呼吸｣の定義を単に講義するのではなく、｢何故私

たちは呼吸をするのか｣という、大きな疑問の投げかけから始め、あたり前と思っていることに対し

て、疑問を持たせ、グループディスカッションを行い、各グループから考えを引き出し、発表をさ



せた。発表から出た疑問等を抽出させ、共同学習で調べながら呼吸に関連する語彙を選び出しその

語彙間を線で結び、まとめあげる作業を行った。最終的に、縦1.8メートル、横5.4メートルの大型

ホワイトボードに語彙を書いたマグネットシートを貼り、ノードで結び、各要素群を結ぶ理由を説

明させた。2グループで協調学習をさせながら行ったが、全く異なる関係図が視覚化された。この関

係図には完成到達点は無いものの、生徒にとっては生物分野の｢呼吸｣の定義から、物理分野までを

含む科目を超えた横断的な関係図ができあがり、学びの関係性が俯瞰できることに手応えを感じて

いた。今後、さらに関係図が変容しノードが付加し、語彙の関係性が広がって行くことが期待でき

る。また、既習範囲を超える内容や知識も出てきたが、その関連を確認する過程で今後の学習の目

標が見えてきたことで、「なぜこれを学習するのか」という根元的な問いかけに対する見通しが立

ち、学習に対するモチベーションに繋がったことは大きな収穫であった。 

(1) 2グループ化による競争と協調作業により、学習の動機付けが強まった 

(2) 協調作業を通じ、個人の実践的能力がレベルアップした。 

(3) ディスカッションなどの外化により、理解の深化やコミュニケーション能力の養成ができた。 

(4)視覚化により自身の学習の位置づけが明確化され、学習内容の関係づけや知識の構造化の手法に

触れることができた。 

５．科学の探究活動に必要な基本学力・技法の定着・・・学校設定科目の実施により、特に探求活

動についてはPROGテスト分析から効果が確認された。今後、課題研究の評価方法については変容の

過程などの視点も盛り込む研究が必要と考える。 

 

②JSTのSSH意識調査アンケート分析より （④関係資料を参照のこと。） 

A．教員アンケートより、「SSH活動において、学習指導要領よりも発展的な内容について重視しま

したか」では、「重視した」と「やや重視した」をあわせて88.2％と、かなり発展的な内容を意識

していることがわかる。また、教員の連携についても76.5％と、協力体制が重要なことを理解して

いた。生徒の意識の変容では94.1％と教員も感じている。 

生徒の変容に関して教員はどう感じているかについて、第一位には「理科実験への興味」が増した

と58.8％が考えており、手応えを感じている。第二位は、成果を発表し伝える力(レポート作成、プ

レゼンテーシヨン)、および、周囲と協力して取り組む姿勢(協調性、リーダーシップ)がともに41.2

％となっている。このことは学際科学やSS数理演習などの実験については常にグループでディスカ

ッションしテーマを追求していくことを指示したことが功を奏したと思われる。特に、プレゼンに

ついては英語による発表まで。全グループに課し、SSH東京都内指定校合同発表会では各グループ毎

の生徒全員が説明発表できるように課したことが大きく影響していると思われる。一方、「国際性(

英語による表現力、国際感覚)」で、「増した」と「やや増した」の合計が41.2％と最も低かった。

しかし、5の「わからない」も47.1％おり、国際性についてはイベント等を実施しても一朝一夕に身

につくものではなく、しっかりとした学習の取り組みのうえ、分析をしないと結果は出ないものと

思われる。「生徒に特に人気や効果があったと思うSSHの取り組みは何ですか」については、一位が

個人や班で行う課題研究。二位は観察・実験の実施となっている。このことからも、初年次におけ

る目標については、教員や生徒共々、年当初の目標に対して期待した結果を得ていることが分析で

きる。 

B．生徒アンケートでは、「理科・数学のおもしろそうな取り組みに参加できる(できた)」は、1．

意識していたが80.4％、また、80.4％が「理系学部への進学に役立つ(役だった)」と高く、効果に

ついても「理系・数学のおもしろそうな取り組みに参加できる(できた)」が85.7％と効果があった

と答えている。また、「理科実験への興味」について、「大変増した」は55.4％、「成果を発表し

伝える力も」50.0％と好結果を示している。 

 



 ② 研究開発の課題   

・2年次の課題研究をSSクラブの位置づけの中で展開し、グループや各個人がより円滑かつ自律的に

課題研究に取り組む工夫と体制づくりを目指す。 

・課題研究の取り組みが途切れることがないよう工夫し、３年次まで継続させ高大接続につなげる

システムを作り上げる。積極的に各種学会、研究会参加や先進校視察を増やし、大学や研究機関と

の関わりを太くする。 

・より独創的の高い研究に到達するために、論文検索システムの導入し、専門的な分野への指導助

言をいただける大学・研究機関等のネットワークを広げる。 

・学習への取り組みから研究へ取り組み、プレゼンテーションまでのプロセスを観察すると、女子

生徒の良い特性が強く現れている。この特性を十分に引き出し、理系進学への意識づけをさらに強

める。 

・課題研究の評価論について研究を深め、独自の評価方法の確立を目指すと共に、生徒の変容を継

続的に追跡分析する。 

・SSH活動の取り組みと同様の活動を、国語など文系の科目で自主的に取り入れる動きも生まれてき

た。2年次から始まるSSコミュニケーションや、サイエンス・コロキウム、リサーチプログラム等で

他教科との連携をさらに強め、目標達成に向けた体制を構築する。 

・本校の取り組みを広く告知し、取り組みによって生まれた成果物を広く普及させ、問題点を改善

し、より良いカリキュラム・プログラムにする。 

・タイの学校との共同研究の実施や生徒交流などを中心に海外との連携を強めていく。日常的な交

流が英語学習へのモチベーションとなり、国際的発進力の育成に繋がるよう指導する。また、生徒

の派遣や交流だけでなく、教員の派遣を実施し、教員自身のスキルアップから指導力を強化し、海

外先進校の現状認識を深め、科学教育における様々な方法論を吸収する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 研究開発課題 

科学への好奇心を喚起し、科学探求に必要な学力の形成、および国際社会で活躍できる科学者を目

指す生徒の育成 

 ～地域の科学教育の中核拠点として、全教科横断カリキュラムと高大接続教育の構築～ 

 

２ 研究開発の主なポイント 

 以下の４点を開発する教育プログラムの柱として、ＳＳＨカリキュラムの研究を行う。特に、本校

に設置されている科学教育センターの活動（詳細実績は５（７）に記載）を発展的に再編し、これま

での経験実績に基づいて各プログラムの教育効果についての仮設を立て、検証と修正を繰り返しなが

ら密度の高い科学探求プログラムの開発・構築を目指す。 
Ⅰ．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として実生活に還元できる科学リテラシーを高める全教科

横断型カリキュラム 

Ⅱ．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと先端科学講座による研究力育成プログラム 

Ⅲ．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として個に応じた科学的能力を伸長する実践的プログラム 

Ⅳ．高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる高大接続プログ

ラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

 

Ⅰ．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学リテラシ

ーを高める全教科横断型カリキュラム 

 生徒による探究活動の動機づけ過程（ホップ・プログラム）と位置づける。以下、３つの設定科目

により“気づかせる体験”を重視し、そこから科学への「興味の口火」を点火する。これによって、

科学に対する好奇心とやる気を持って理系進学を目指す生徒層の拡充をはかり、裾野が広く、厚い理

系人材育成ができると仮説する。 

・学際科学〔学校設定科目〕：理数科目のみならず、人文・社会科目や芸術・保健・家庭科を包括

する視点によって、実生活を支える科学リテラシーの習得を目指した全教科横断カリキュラムを

開発する。現代社会における「いのちの営み」をテーマに、生徒が各教科や学問領域の科学的関

連性を発見するプロセスを重視する。 

 

・グローバル環境科学〔学校設定科目 選択〕：ヒト・動植物などの生命活動や諸産業・国際情勢

などの社会活動に大きな影響を与える地球環境について、生徒自身によるフィールド・ワークを

中心に科学的理解を深める。 

 

・ＳＳ国際情報〔学校設定科目〕：情報処理を問題探求のツールとして使いこなすためのコンピュ

ーターリテラシーを高めながら、英語による情報収集・発表法などを習得し、ＰＣを用いた科学

的シュミレーション力や国際コミュニケーション力を高める。科学と各教科・科目のつながりを

共通プラットフォームの上で展開し、各科目のコアとなる科学的知識や定義の一貫性・整合性を

認識させ、国際性を備えた広い視野を持った理系生徒を育成する。 

 

Ⅱ．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成

プログラム 

 生徒の科学探究活動の実行力を醸成する過程（ステップ・プログラム）と位置づける。科学の探求

に必要な基本学力として、①問題発見力、②仮説・思考力、③実験・分析力、④国際コミュニケーシ

ョン力を設定し、以下、３つの学校設定科目と１つのプログラムにより、基本学力の構築を図る。実

験の失敗をポジティブにとらえ、以後の探究活動にフィードバックできる「失敗の活用力」の育成を

重視する。 

・ＳＳ数理演習〔学校設定科目〕：実生活の中にある比較的シンプルな科学現象を題材に、それを

生徒が科学的な視点で調査追求する方法（実験組み立て法）や、理科と数学の関連性を応用する

方法（数学的データ解析法）といった研究に必要なスキルを体験的に習得できるカリキュラムを

開発する。生徒自身が試行錯誤しながら、実験結果から考察を導き出すプロセスを体験すること

で、科学知を構築し、科学の探求に必要な「知の技法」を醸成する。 

 

・ＳＳプレ・カレッジⅠ〔学校設定科目〕：大学に入るまでに知っておきたい科学の基礎知識・実

験が定着した人材を育成するカリキュラムを開発する。高校までの理科教育と理系大学の科学教



育の連続性を考慮し、科学者に必要な「実践的な実験力」と「科学用語・定義に基づく発表力」

を高める。 

 

・ＳＳコミュニケーション〔学校設定科目〕：本校に設置されているアクティブ・ラーニング・ス

タジオを利用し、海外研究者による研究セミナーを実施するほか、本校に設置されている英語教

育機関である「国際塾」のネィティブ教員や連携大学と共同で、欧米の高校で使われている数・

物・化・生の教科書を抜粋して英語による科学教育を行う。また、『ＳＳ数理演習』などの実験

レポートやプレゼンテーションを英語でまとめるトレーニングを実施展開する。さらに、本学に

通学する帰国子女や留学生に向けた演示実験教室を英語で行う。「教えることを通した学び

（Learning by Teaching）」によって国際コミュニケーション力を高める。 

 

・プレ・リサーチプログラム：先端研究施設での最先端技術・実験・ものつくりの一端に触れなが

ら実践的な研究スキルを訓練し、より深めたい研究分野を模索する。第一線の研究者と交流する

ことによって、高校で学ぶ理科の延長にあるものをイメージしながら、オリジナリティの高い研

究テーマの開拓力を育成する。 

 

Ⅲ．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として、個に応じた科学的能力を伸長する実

践的プログラム 

 生徒の科学探究活動の実践応用（ジャンプ・プログラム）と位置づける。各分野をリードする国際

的トップレベルの科学者を目指す意欲と能力のある生徒を対象に、ＳＳクラブを創設し、個に応じた

学力の養成を行いつつ、ホップ～ステップ・プログラムで培った好奇心と基本学力に裏打ちされた以

下の発展型３プログラムを開発する。生徒自らが開拓した独創的な研究テーマに対する実践的な探求

能力を育成する。 

 

・ＳＳクラブ・リサーチプログラム：研究指導を行う大学教員・大学院生や顧問となる本校理数系

教員を中心に、数学科教員による統計解析法、国語・英語科教員による論理的文章作法などが関

わりを持つ、教科横断型の科学者育成プログラムを開発する。生徒自らが開拓した研究テーマに

対して、連携大学の研究室等で研究計画に沿った実験・データを数学的解析・考察することで、

達成指向性を構築しながら、実験結果を科学論文へ集約していく力を育成する。また、連携予定

のＳＳＨ校と共同で定期的に研究発表会を行い、研究進行を客観的に見直す機会を設ける。 

 

・ＳＳクラブ・チャレンジプログラム：物理・生物チャレンジ、化学グランプリ、日本学生科学賞

など、様々な科学系コンテストに向けて、基礎学力・実験思考力を育成するプログラムを開発す

る。チャレンジ精神を持った科学者像を構築する。 

 

・サイエンス・コロキウム：国際化する科学研究環境に対応して、本校の「国際塾」や連携大学と

ともに、英語による討論や研究内容の相互理解から研究集約力を目的にした対話型科学力育成プ

ログラムを開発する。連携大学の研究室だけでなく本校のアクティブ・ラーニング・スタジオを

会場として、Ｗｅｂ会話システム等も活用し、外国人留学生や国内外の研究者との相互交流を目

指すハイレベルな国際コミュニケーション力の育成を図る。 

 

Ⅳ．高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる

高大接続プログラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

 Ⅰ～Ⅲのプログラム開発研究の総括（教員研究）として、生徒の科学探究活動に不可欠な高大接続

教材の開発研究と普及を行う。本校科学教育センターが構築しつつある、地域や小～大学等との教育

ネットワークの活用によって、連携ＳＳＨ校、連携大学のアドバイスをもとに、高校までの理科教育

と大学の理系教育の連続性を抽出し、大学に入るまでに知っておきたい知識や実験を精査する。これ

によって、大学へ進学したときに基盤となる知識や実験力が定着した人材を育成できる教材開発を研

究する。この実践として、SS プレ・カレッジⅡを設定する。また、この結果を大学初年次教育やリメ

ディアル教育にとっても有用な高大接続教材として一般化し、ＳＳＨ支援終了後にも自立した教育プ

ログラムとして広く地域に普及・還元させる。 

 



・ＳＳプレ・カレッジⅡ〔学校設定科目〕：大学に入るまでに知っておきたい科学の基礎知識・実

験が定着した人材を育成するカリキュラムを開発する。高校までの理科教育と理系大学の科学教

育の連続性を考慮し、科学者に必要な「実践的な実験力」と「科学用語・定義に基づく発表力」

を高める。高校 3 年生に対してこの学力の伸長度に応じた大学教育へのスムーズな連続性を意識

させる。SSプレカレッジⅠを深化発展させた内容。 

 

３ 研究開発の実施計画                                                 

    別添の「実施計画の概要」及び「研究開発実施計画書」のとおり。     
  
４ 学校のこれまでの取り組み等                                         
本校の沿革と教育目標 

大正 13年 4月 

東京市本郷区的込追分町（現在の文京区向丘）で島田依史子が「本郷女学院」を開く。 

昭和 22年 4月 

新学制により文京学園女子中学校を開校。 

昭和 23年 3月 

文京学園女子高等学校（普通科・家庭科・商業科）を開校。 

昭和 34年 4月 

厚生大臣指定を受けて文京女学院医学技術科を開校。 

昭和 38年 5月 

島田校長、藍綬褒章を拝受。 

昭和 39年 4月 

文京女子短期大学（英語英文学科）を関学。 

昭和 42年 4月 

文京短大付属高等保育学校を開校。 

昭和 44年 4月 

文京保母専門学校を開校。 

昭和 47年 11 月 

島田校長、勲四等宝冠賞を受賞。 

昭和 51年 1月 

専修学校の認可を受け、文京女学院医学技術科を文京女学院医学技術専門学校と改称。 

昭和 57年 4月 

文京女子短期大学に経営学科・保育科を開設。 

昭和 58年 8月 23日 

校長島田依史子没・正五位勲三等瑞宝章追贈、島田和幸校長に就任。 

昭和 60年 4月 

高校普通科英語コースを新設。 

昭和 61年 10 月 

中学校新校舎落成式挙行。 

平成元年 4月 

マレーシア大使公邸を学園施設とする。 

平成 2年 8月 30日 

校長島田和幸没・勲四等旭日小綬章の栄に。 

平成 3年 4月 

文京女子大学（経営学部）を関学。 

文京女子大学高等学校・文京女子大学中学校と校名変更。 

平成 3年 7月 

海外研修制度（アメリカ）を開始。 

平成 5年 4月 

高校特進クラスを新設。 

新教育課程実施と共に中高一貫教育を開始。 

平成 5年 7月 



海外研修制度にニュージーランドが加わる。 

平成 9年 4月 

文京女子大学に人間学部を開設。 

文京女子大学に大学院（経営学研究科）を開設。 

平成 14年 4月 

文京学院大学女子高等学校・文京学院大学女子中学校と校名変更。 

平成 18年 4月 

新クラス編成でスタート。文京学院大学に保健医療技術学部を開設。 

平成 21年 4月 

佐藤芳孝 高等学校校長に就任。 

平成 22年 4月 

佐藤芳孝 中高統括校長・高等部校長に就任。 

科学教育センター設置 

平成 24年 4月 

佐藤芳孝 中学校 高等学校校長に就任。 

 

■本校の教育目標 

文京の校訓は、「誠実・勤勉・仁愛」です。これは教育理念である「女性の自立」を実践するため

の具体的な考え方として示したものです。創立者の島田依史子が、自分の行動規範として心がけてい

た言葉でもあり、文京学院では創立以来人の守るべき道として、この３つの言葉を大切にしている。 

 「自立と共生」を教育理念として、88 年にわたって女子教育に携わってきた文京学院は、その創立

者の想いを継承し、時代の要請に応えるべく、女子教育の発展に努めて参りました。21 世紀に入り、

経済活動のグローバル化が加速され、人の往来と共に様々な文化が交差する状況が現実のものとなり

つつあります。従って私たちには、グローバル化する社会に適応しながらも、多様化する価値観や文

化を尊重、受容する姿勢が求められます。本校が目標としてきた「自立と共生」は、極めて今日的な

テーマであると考えています。 

 東日本大震災後の日本は、人との身近な繋がりや絆があってこそ生きていくことができるというこ

と、自分が属するコミュニテｲがかけがえのないものであることを確認しました。同時に私たちは、そ

のコミュニテｲが外と繋がっていることで存続できているという現実を知りました。未来の社会づくり

を志す時、閉ざされた空間を想定するのではなく、外と積極的に繋がることで、自立できる社会が可

能になると考えるべきでしょう。外とは、隣町も遠くの大都会も海外に住む多くの人たちも含むと考

えるべきです。本年、改めて本校が育成したい「生徒像」を明確にしました。生徒にとっては、多く

の人と繋がることのできる「人」としての行動指針となります。 

 

 ・自尊心を持ち、自らの目標を実現するために積極的に行動する生徒 

 ・多様性を楽しみ、他者に対して気配り豊かで礼儀正しくあれる生徒 

 ・探究、思考、議論によって鍛えられた内容を、日本語と英語によって発信する力のある生徒 

 

 本校の教育活動は、上記に述べられた内容を具現化するものとして位置付けられます。生徒には日

頃の「学び」や「活動」を通して、目標とする「生徒像」に一歩でも近づいて欲しいと願っていま

す。 

 本校には、国際塾や科学塾があります。授業が最も大切なことは言うまでもありませんが、生徒自

ら「学ぶ」場として、これらのプログラムを構築してきました。自らの意志で学ぶことを選択し、努

力することが生徒の自立にも繋がると本校は考えています。(HP より転載) 

 

 ５ 学校のこれまでの取り組み等 

（１）理数系教育に関する教育課程等の特色 

 本校の教育課程の特色は、１年次より文理クラス・特進クラス・理数クラス・英語クラスの４コー

ス編成とし、将来の進路選択（キャリア）に対する意識付けを初年次から展開している点にある。こ

れら４コースはそれぞれの進路目標に応じた特色あるカリキュラムや、課外を含めた活動内容を有し

ている。特に理数クラスは、理工系・医療系大学への進学を見据えた教育体制をとっており、学習の

進度や定着度の効率化を図るため、理科と数学は習熟度別クラスでの授業を展開し、夏休み期間中に



１週間の集中勉強会を開催している。また、24 年度から理数クラスにおいて、数学、理科は新学習指

導要領の先行実施を行う。放課後に実施している７・８時間目の『国際塾』（本校校内英語教育機

関）では、英語を用いて理数系科目教育を実施する予定。課外活動では継続的に研究活動や基礎実習

を行い、さらに学外での科学的探求活動を積極的に展開している。 

 

（２）大学や研究所等関係機関との連携状況 

・大学との連携 

 平成２１年度に工学院大学と教育協定を締結し、その協力関係を活用した教育を展開している。２

３年度には 8 月に工学院大学主催『わくわくサイエンス祭り』に参加し 80 ブース中 8 ブースに本校生

徒が参加、Learning by Teaching により生徒自身の学習のモチベーションを上げるとともに来校した

小・中学生のみならず保護者にも科学の興味付けの機会として大変好評であった。２４年度も継続実

施予定。(過去３年間参加)また、１１月には『長野県諏訪出張理科教室』に、工学院大学とともに出

展。一泊二日で生徒 54 名が参加し地域貢献を果たした。現在は工学院大学理科教育センターとの理科

教育に関する連携が主であるが、今後は国際教育においても連携を深める予定である。また、国際教

育のアドバイザーとして、上智大学外国語学部の教授を招聘し、通常授業や短期留学から『国際塾』

など、幅広く助言を得ている。その他、多くの大学と連携したプログラムを実施しており、これまで

に東京大学・東京女子医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センター・宇都宮大学里山科学セ

ンター・法政大学・麻布大学・東京保健大学・北里大学・埼玉大学・東京農業大学・東京理科大学・

東邦大学・日本大学など、幅広い分野からの出張授業や実験教室、連携授業などの運営を行ってい

る。 

 

・企業との連携 

 （株）ロッテ中央研究所をはじめ、旭化成の食品包装フィルム開発担当者や日本サムスン、サンヨ

ー電機など、数多くの研究機関との連携実績を有する。２３年には(株)エーザイ 創薬ユニット推進

部と『治験について』講演会・ディベートのプログラムを実施、引き続き、新たな教育プログラムの

研究開発を行っている。 

 

・教育委員会との連携 

 地域の教育委員会との連携を強化しており、併設大学である文京学院大学とともにＳＰＰを実施

し、キャリア教育に根ざした進学意識と科学的探究心を向上させるためのプロジェクトを実践してい

る。さらに、併設大学、地域（豊島区・文京区教育委員会）及び区立中学校教育研究会（校長会）と

連携した理数系教員指導力向上研修事業も２年連続で採択実施され、本校は同研修会の事務局として

主体的に運営に関与してきた実績がある。同研修会には近隣地域を中心に東京都下から毎年３５名ほ

どの中学・高校理科教員が参加し、参加教員の自己研鑚の場として本校が利用され、有益な研修と評

価されている。この研修会は過去 3 年間実施している。また、研修会実施後には、豊島区立中学校教

育研究会と本校とが連携して「理科教育シンポジウム」を開催し、科学技術振興機構の支援後におけ

る継続的な連携活動に発展させ、協力関係を深めている。後述する科学教育センターの小～高校の生

徒も参加できる公開講座はすべて教育委員会との連携で実施。 

 

・併設大学・併設中学校との連携 

 本校は、幼稚園・中学校・大学を併設する総合学園であり、隣接する文京学院大学女子中学校と

は、２２年度からより一層の教育統合を推進し、新たな中高一貫教育を行っている。また併設大学で

ある文京学院大学は、外国語学部・経営学部・人間学部・保健医療技術学部の４学部からなる総合大

学であり、キャリア志向の強い学科として児童発達学科（保育士・小学校教員養成課程）、社会福祉

学科（介護福祉士養成課程）のほか、臨床検査学科、理学療法学科、作業療法学科などコメディカル

スタッフの養成学科を有するため、キャリア教育に関する連携を学園内で活発に行っている。また２

２年５月から中～大学を横断する組織である『科学教育センター』を可動させ、地域の小～高校生お

よび校内の科学教育の振興や、地域の理数系教員へのサポート、理数教材の開発研究等の活動も行っ



ている。特に２３年度には文京区主催の文京アカデミア『夏休み子どもアカデミア』に参加した本校

生徒２２名が、地域の親子６０名を指導して実験教室を実施を行い、科学教育に大いに貢献した。 

 

・各分野の第一人者との連携 

 本校では各分野の第一線で活躍する人物や、数多くの機関との連携講座として「土曜講座」（総合

学習）を１１年間実施してきた。年３回（６月・１１月・１月）様々な分野の第一人者を講師として

招聘し、多岐にわたる１５０程度のプログラムを開講し、全生徒に受講させてきた。このような全校

生徒を対象とした多くの講座運営に関する経験も有している。 

 

（３）国際性を高める取組 

 国際連携教育も積極的に実施しており、５年度より英語クラスが開設され、本年度で２０年目を迎

える。その間の長期留学生受け入れは４０名、短期留学生受け入れは３３８名、長期派遣は４１名、

短期派遣は１４９２名となっている。またホストファミリーとして協力してくれた家庭は２００を越

えた。特に、オーストラリアのセントヒルダ女子高校、ニュージーランドのオタゴ女子高校、米国コ

ネチカットのブライアンマクマン高校とは姉妹校提携をしており、交換留学制度による生徒の相互受

け入れを毎年実施している。英語クラスにおける修学旅行はオーストラリアのセントヒルダ女子高校

への１４日間の語学研修旅行がある。事前学習として理科総合Ａの授業を利用して、オーストラリア

の環境生態系について独自の英文教材を用いた授業をするなどの取り組みを行ってきた。また、昨年

度よりイギリス・アメリカへの短期留学制度もスタートした。さらに、２１年度からは海外大学への

進学を目標とした校内英語教育機関である『国際塾』を設置し、年間２００時間に及ぶネィティブス

ピーカーによる語学教育を、Beginner１講座、Pre-Intermediate３講座､Intermediate３講座、Advanced４
講座、Super Advanced４講座を放課後に実施している。参加生徒は延べ３５０名にも及び、急速に進展

するグローバル社会に対応し、国際性を高めるためのプログラムとして機能している。テキストはす

べて洋書で、教室内での会話はすべて英語のみとした授業を展開している。３年前にスタートしたプ

ログラムであるが、今年度まで４名の生徒が、高校卒業後提携大学である英国国立バンガー大学（旧

ウェールズ大学）、アメリカのグリービルカレッジ、今年度は英国セントアンドリュース大学に直接

進学する予定である。また、２４年度入試においては、さらなる国際社会で活躍できる人材育成の推

進を図るため、積極的に帰国子女の受け入れを開始し、帰国生入学生は１２名を越える見込みであ

る。 

 

（４）科学部等課外活動の活動状況 

 本校の科学部（部員１５名）は３８年以上の歴史を持ち現在まで活動してきた。特に生物分野につ

いては自然の中で昆虫や植物に触れながら、その生物の実際の生活環境や生態に直接触れて理解する

ことに重きを置いている。活動内容としては、校内で飼育を通じて昆虫の生活史を学び、夏休みに長

野県の入笠山や諏訪郡原村で合宿を実施してきた。採集した蝶の食草や生活史の学習及び標本製作を

通じて、捕殺の意味と完成した標本の持つ重要性を理解するなどした。また、日常の活動の中でも興

味のある化学実験を数多く行ったりしている。１年間の研究結果は部員が主体的にとりまとめ、学園

祭で展示発表している。今後の活動目標としては、長野県内の山林の生態観察や、蜜源となる花木と

食草となる植物の校庭への定植、またそれの継続的な観察である。そのほか毎年、隣接する六義園の

生態観察も実施している。天文部は創部１５年を迎える。２ヶ月に１回程度夜間天体観測会や、流星

群観測会への参加、新潟にある「星の家」の２泊３日の合宿、財団法人日本科学技術振興財団主催の

「青少年のための科学の祭典」への参加や出展等の実績がある。 

 

（５）卒業後の状況 

 ２３年度卒業生の進路内訳は８７％（３４７名）が四年制大学進学で、そのうち理系分野への進学

者は１４％（４８名）となっている。短大進学者３．０％（１２名）、専門学校進学者は６．０％

（２４名）で、看護医療系の分野が多い。進学準備者は４．０％（１７名）留学は０．５％（２名）

となっている。今年度現在までの理数クラスの進路先は東京農工大学、電気通信大学、慶応義塾大

学、東京理科大学、首都大学東京、日本赤十字看護など、また学部も、先端理工、未来ロボテック

ス、生命環境、メディア、土木工学、など工学部系の進学希望者も増えつつある。 

 



（６）研究歴  

平成２０年度 

・理数系教員指導力向上研修事業（教大８３０１２）「動物のからだのつくりと働き」をいかに体

験学習させるのか。 

・ＳＰＰ（Ａ）（講Ａ大８３０３６）観察を通して理解する「人体のつくりと成り立ち」 

平成２１年度 

・理数系教員指導力向上研修事業（ＫＤ０９３０４０）「動物の体のつくりと働きを体験的に学習

させるために」 

・ＳＰＰ（Ｂ）キャリア枠（ＢＤ０９３０２８）「解剖を通じて体の仕組みを調べてみよう」 

・ＳＰＰ（Ａ）採択（ＡＧ０９１３４６）高校採択「ミステリークレイフィッシュに学ぶ生物学」 

・ＳＰＰ（Ａ）採択（ＡＤ０９３０３４）「生物多様性に富む社会を作る」 

・ＳＰＰ（Ｂ）キャリア枠（ＢＤ０９３０２８）「解剖を通じて体の仕組みを調べてみよう」 

平成２２年度 

・ＳＰＰ（Ａ）採択（ＡＧ０９１３４６）高校採択「ミステリークレイフィッシュに学ぶ生物学」 

・ＳＰＰ（Ｂ）（ＢＧ１０３０４４）「人体の臓器のしくみを３Ｄ構築画像で計測解析してみよ

う」 

平成２３年度 

・ＳＰＰ（Ｂ）採択（ＢＧ１１００５５）中学採択「絵画・建築に潜む幾何学」 

・ＳＰＰ（Ｂ）採択（ＢＧ１１００５２）高校採択「医療技術を駆使して人体臓器の機能と構造を

立体的に解析しよう。」～ＭＲＩ・ＣＴ・心電図・超音波エコーの背景にある数学と物理～ 

・中高生の科学部活動振興事業 高校採択 科学部『シリカ分析からはじめる自立的探求活動の支

援』期間は３年間 

・科学技術振興機構の『サイエンスニュース』の監修開始。科学技術振興機構のＨＰにアップされ

る(月に 2～3 本 5 分程度の科学に関するニュース配信)そのニュース内容の監修者として、本校科

学教育センターに依頼があり監修継続中。既に２０本以上監修。４月２６日よりＪＳＴのホーム

ページにアップされている。 

・２２年度科学技術振興機構作製の『ＳＰＰで進化する科学の”こころ”』のＤＶＤの３校に選ば

れ、本校が取材を受けＳＰＰ(プランＢ)撮影に協力、全国に配布されている。 

・文京区より依頼『文京アカデミア講座の参加』(８月８日)文京区が主催する「夏休み子供アカデ

ミア」として、地域の小学生・児童に実験教室を開催した。本校生徒が実験指導をし、科学の芽

が育つ楽しさを学ぶことができた。また、Learning by Teachingにより生徒自身も学んだ。 

 

(７)その他特記すべき事 

・平成２２年５月文京学院大学女子中学校・高等学校に『科学教育センター』を設立した。 

設置趣旨：科学に興味を持つ生徒の育成に努め、理数教科の興味・関心・能力の伸長を目指し、本セ

ンターは、高等学校を中核（事務局）として、本校に併設されている文京学院大学・文京学院大学

女子中学校の理科・数学の教育関係者が委員として参画し、全学横断的に運営される。また、工学

院大学をはじめ近隣大学・研究機関などの指導の下、地域の教育委員会との連携により、以下の３

つの活動を展開してきた。 

１．地域の小・中・高校生および学内の科学教育を振興する 
         科学実験教室を主催する                     
        科学講演会を主催する 
         連携大学の科学イベントへの参加する 
    ２．地域の理数系教員の方々へのサポート 

         教員研修会を主催する 
         科学教育シンポジウムの主催する 
         教科教育についての相談対応する 
         科学教育関係者間の情報交換の提供する 
    ３．理数系教材の開発研究 
         科学的関心を高める教材の共同開発、及び学力向上を目的とする指導法を研究する 

 

http://sc-smn.jst.go.jp/sciencenews/


『科学教育センター』の２２年度の主な活動 

１．高大連携企画について 

①『飲み水を調べてみよう』指導：工学院大学工学部 釜谷美則先生 

理数クラス１年生４９名が参加。水の特性を知る講座を受講した。 

②『モンテカルロ法による円周率の計算』指導：東京大学大学院情報学環 御園真史先生 

理数クラス２年３９名が参加。確率計算の手法のモンテカルロ法の計算実習を行った。 

③『発光を伴う反応に関する化学』指導：工学院大学工学部 釜谷美則先生 

理数クラス１年生３９名が参加。ルミノールをはじめとした発光を伴う化学変化を通して、反応系

の原理を学習し、実験を通してその現象を検証した。 

④『バルビツール酸誘導体の合成』指導：工学院大学工学部 南雲紳史先生 

理数クラス２年３７名が参加。約５時間の実習と、実習内容と医薬品の研究開発全般に関する講義

を受講した。 

⑤『ベネッセ先端技術教育講座 ＢＥＡＴソーシャル・メディア・ラーニング』 

主催 東京大学大学院情報学環 ベネッセ先端教育技術学講座 

理数クラス生徒８名が３日間参加。ｉＰａｄを教育で用いた日本で初の試みで、先端ＩＴ機器の活

用法を研究した。インターネット調査やＴｗｉｔｔｅｒなどのソーシャルメディアの利用し、大学

での学びや仕事の疑問を解決、学んだ内容は、各自まとめて、プレゼンテーションした。ｉＰａｄ

の操作への順応性の速さと、大学教授や大学院生との活発な意見交換による積極的な学習姿勢は、

大学教授・ベンチャー企業の方をはじめ多くの研究者に評価された。 

⑥『数式電卓を利用して身近な関数を発見しよう』 

指導：東京理科大学理学部 清水克彦先生 

理数クラス１年生４９名が参加。関数電卓により、歩く運動を簡単に数式化し、数学と物理の関係

性を理解することができる教科横断的講座を受講した。  

⑦宇都宮大学バイオサイエンス教育センター『ＤＮＡ実験講座』 

指導：宇都宮大学農学部 夏秋知英先生 

理数クラス２年生１１名が参加。最先端の遺伝学研究を行っている宇都宮大学バイオサイエンス教

育センターの施設を見学し、ＤＮＡの特性を知る特別基礎実験講座を受講した。 

 

２．公的科学教育支援企画について 

① ＳＰＰ（Ａ）採択事業 通年『ミステリークレイフィッシュに学ぶ生物学』 

主催：科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

指導：工学院大学工学部 杉山健二郎先生 ２００９，２０１０年度理数クラス生徒対象 

テーマ「ミステリークレイフィッシュに学ぶ生物学」において単為生殖生物のＤＮＡの解析実験を

実施、ＤＮＡ解析に関する基本知識を学習した。 

②『慶應義塾大学主催ＧＰ「未来の科学者養成講座」「はばたけ世界を先導する医学者へ」 主催：

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

指導：慶応義塾大学医学部井上浩義先生 

独自の研究テーマで１年間の研究プログラムを完了し、研究発表会に臨んだ。期間中は特別医学講

座や研究活動への指導を受け、自立的に課題を決め論文を作成するプログラムである。参加希望者

６０名中最終合格１５名に高２理数クラス１名が選ばれた。研究テーマは「ミステリークレイフィ

ッシュ」の摂食形成比較による形質の差違とウイルス病の原因物質の特定を目指す研究をした。 

③『第一回バイオサミット 慶應義塾大学先端生命科学研究所主催』 

テーマ 色素増感太陽電池に学ぶ ～身近な色素による発電率の比較実験および自作太陽電池作り

～ 審査員特別賞受賞３名 

④『教員研修会（文京ＳＴＴ）中学教員向け解剖実習 

 「動物の体のつくりと働き」～哺乳類の解剖と方法～』 

指導：文京学院大学保健医療技術学部 樋口桂先生 



教員２８名参加。理数力教員指導力ＳＰＰ事業が廃止されたため、本校科学教育センターが独自開

催したものである。医療用ブタの解剖から包埋作業までを行い、実習後の満足度アンケートでは、

満足の回答が１００パーセントであった。  

⑤『女子中高生夏の学校２０１０ ～科学・技術者のたまごたちへ～ 講座』 

主催：独立法人国立女性教育会館 

全国の女子中・高校生１００人が参加する中、理数クラス生徒３名参加。２泊３日の理科教育に関

する特別講座を受講。日本の女性科学者育成を目的とした研修会で、合宿形式で実施。女子大生・

院生のチューターのもと、科学に関する講座や実験、討論活動を体験。終了時にサイエンスアンバ

サダーの任命を受けた。 

⑥ＳＰＰ（Ｂ）採択事業（計６回） 

『人体の臓器の仕組みを３Ｄ画像構築で計測・解析してみよう』 

指導：鶴見大学、島根大学、（株）ＬＥＸＩ、文京学院大学 

協力：メディカルスキャニング（ＣＴ・ＭＲＩ男女全身撮影） 

１回目にブタを利用した解剖実習を行い、２回目に医療画像の解析に活かされている、フーリエ変

換や微分積分等の数学的基礎、３回目にＣＴ・ＭＲＩの科学的原理と応用を学んだ。４回目には医

療画像の解析から各臓器の画像構築し、５回目に画像を元に３Ｄプリンターで臓器模型をつくっ

た。６回目は理化学研究所の脳科学センターの研究員から第一線の研究の取り組み紹介と生徒のプ

レゼンテーションを実施。ＪＳＴより全てのＳＰＰの中でも独創性が高く優良な講座として視察・

取材を受け、３日間の終日撮影とインタビューの後、ＤＶＤ化した。 

 

３．理科教育貢献事業（Learning by Teachingの実践）について 

①『中学生対象理科実験教室』一般中学生対象に「一日文京生体験」理科実験教室にて。 

「水を調べてみよう」・「人の身体の不思議」・「極低温の世界」の３テーマのブースを運営、生

徒事前作成の解説用プレゼンテーションの活用と参加者への実験解説をすることで主体的に実験講

師としてその実験終了までをナビートする役割を果たした。 

②『親子で体験 Science Laboratory』６０名の児童・保護者が参加 

本校併設大学人間学部の学生と本校理数クラス希望者が近隣小学生対象に「イチゴの解剖」「ダイ

ラタンシー流体の不思議」「かるめ焼き」「蛍光スライム作り」等の楽しく学べる実験の実験指導

を行った。 

③『工学院大学わくわくサイエンス祭』 

場所：工学院大学八王子キャンパス 

理数クラス１，２年４７名参加。毎年１万人以上の来場者を迎える理科教室に本校独自の２ブース

と、大学設置５ブースに支援参加し、来場者への実験指導と解説を行った。準備段階から講座運営

に加わり、終了後は今後も継続参加を希望する積極を生んだ。更に当日は他ブースの見学も行い、

大学における多岐にわたる科学分野を体験学習した。 

④『学園祭 理数クラス実験ブース』 

協力：工学院大学工学部 村上正浩先生 

理数クラス２年生３９名参加。学園祭クラス展示による研究展示を実施。近隣児童を対象に

Learning by Teaching の経験をした。テーマはホタルの発光に関する実験と、工学院大学工学部建

築学科の協力で、立体万華鏡作成を体験させた。 

⑤『親子で体験 Science Laboratory ～お口の健康科学～』の運営 

指導：（株）ロッテ中央研究所 口腔研究センター 

鶴見大学歯学部名誉教授 川崎堅三先生 他 

近隣の児童・養護教諭２９組が参加。口腔内の健康科学に関する講演と実験を実施。 

⑥『工学院大学１２５周年事業 諏訪市出張理科教室』 

主催：工学院大学・長野県諏訪市教育委員会 

理数クラス１，２年４７名参加（１泊２日）。工学院大学主催の長野県諏訪市で行われた出張理科教

室に参加し、Learning by Teaching を通して実験指導を行った。                            
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙様式３－１ 
ぶんきょうがくえんぶんきょうがくいんだいがくじょしこうとうがっこう

文京学園 文京学院大学女子高等学校指定期間 ２４～２８ 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施計画書 

 

１ 学校の概要 

（１）学校名，校長名   
ぶんきょうがくいんだいがくじょしこうとうがっこう

文京学院大学女子高等学校 校長名 佐藤芳孝 

（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 

  東京都文京区本駒込６－１８－３ 電話 ０３－３９４６－５３０１ 

                  ＦＡＸ０３－３９４６－７２９４ 

（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数（平成２５年 １月１８日現在） 

①課程・学科・学年別生徒数，学級数 

 

   
課程 

 

学科 

 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 305 10 377 11 312 10 994 31 

②教職員数 

校長 副校長 教頭 教諭 養護教諭 非常勤講師 事務職  司書 計 

１ 

 

3 

 

5 

 

中 21 
高 53 

中 1 
高 1 

54 

 

13 

 

2 

 

154 

 

 

２ 研究開発課題 

科学への好奇心を喚起し、科学探求に必要な学力の形成、および国際社会で活躍できる科学者を目指

す生徒の育成 

～地域の科学教育の中核拠点として、全教科横断カリキュラムと高大接続教育の構築～ 

 

３ 研究の概要     
Ⅰ．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学的リテラ

シーを高める全教科横断型カリキュラム 

Ⅱ．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成

プログラム 

Ⅲ．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として、個に応じた科学的能力を伸長する実

践的プログラム 



Ⅳ．高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる

高大接続プログラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

 

４ 研究開発の実施規模           

第１年次は全校１年生と理数クラス１年生とする。２年生・３年生は試行とする。 

（学校設定科目は１年生、SSクラブ・プレリサーチなどの課外活動は１年生と２・３年生の希望者） 

第２年次には試行内容を検証し、全校 1年生と理数クラス 1・2年生で実施する。3年生は試行とす

る。 

（学校設定科目は１・２年生、リサーチプログラムなどの課外活動は１・２年生と３年生の希望者） 

第３年次も同様、年次で進行する。 
 
 

５．研究内容・方法・検証 

 本研究の大きな柱は次のＩ～Ⅳである。 

Ⅰ．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学的リテラ

シーを高める全教科横断型カリキュラム 

  Ａ．学際科学（高校１年）＊学校設定科目（時間割内） 

  Ｂ．グローバル環境科学（高校１年）＊学校設定科目（選択・集中） 

  Ｃ．ＳＳ国際情報（高校１年）＊学校設定科目（情報Ａの内容に付加） 

 

Ⅱ．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成

プログラム 

  Ａ．ＳＳ数理演習（高校１年）＊学校設定科目（時間割内） 

  Ｂ．ＳＳプレ・カレッジⅠ（高校２年）＊学校設定科目（時間割内） 

  Ｃ．ＳＳコミュニケーション（高校２年）＊学校設定科目（時間割内） 

  Ｄ．プレ・リサーチ プログラム（ＳＳクラブの課外活動：１年生） 

 

Ⅲ．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として、個に応じた科学的能力を伸長する実

践的プログラム 

  Ａ．ＳＳクラブ・リサーチプログラム（ＳＳクラブの課外活動：１～３年） 

  Ｂ．ＳＳクラブ・チャレンジプログラム（ＳＳクラブの課外活動：２年） 

  Ｃ．サイエンス・コロキウム（ＳＳクラブの課外活動：２・３年） 

 

Ⅳ．高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる

高大接続プログラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

    Ａ．ＳＳプレ・カレッジⅡ（高校３年）＊学校設定科目（時間割内） 

 

Ⅰ．生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学的リテラ

シーを高める全教科横断型カリキュラム 

 生徒による探究活動の動機づけ過程（ホップ・プログラム）と位置づける。以下のＡ～Ｃの学校設

定科目を通して、”気づかせる体験”を重視し、そこから科学への「興味の口火」を点火する。これ

によって、科学に対する好奇心とやる気を持って理系進学を目指す生徒層の拡充をはかり、裾野の広

く厚い理系人材育成を目的とする。連動するＡ～Ｃのカリキュラム全体を通して、社会問題化してい

る環境問題・エネルギー問題まで敷衍することができるものにする。 

  Ａ．学際科学 

  Ｂ．グローバル環境科学  

  Ｃ．ＳＳ国際情報  

 

（１）現状分析と研究の仮説(ただし、研究内容・方法・検証は、各内容毎に記載した) 

【現状分析】「衣・食・住」「健康」「環境」等、私たちを取り巻く実社会おいては、ヒト・動植

物・微生物などの生命活動のみならず、諸産業・流通など人間活動にも科学的な裏付けをもつさまざ

まな『いのちの営み』が関係している。大学で専門教育に進学する前段階の科学知形成期の生徒にと

って、この『いのちの営み』と科学の関係性に気づき、実生活を支える科学的リテラシーの習得を早



いうちから意識して行うことはきわめて重要である。そこで、互いに連動する全教科横断型カリキュ

ラムとして、Ａ～Ｃの設定科目を以下のように構築する。 

〈Ａについて〉 

中学・高校における理科の教科書を概観し分析してみると、特に、理科の各教科に関する記述は簡

潔にまとめようとするあまり、科目断片的・抽象的すぎてしまい、実生活に関わる内容の核心部分を

「ブラックボックス」にしていることが多いことに気づく。この部分は、複数分野にまたがる学際的

内容に踏み込むような箇所が多く、教科書を読むだけでは、科学と人間生活の諸事象との関係性が可

視化しにくい問題点があった。たとえば、生物の教科書傍用など生徒がよく使う参考書等では「ミト

コンドリアは呼吸の場、炭水化物からエネルギーをつくる」などと簡潔にまとめられている。一見分

かりやすい（生徒が覚えやすい）記述であるが、実際は、自分が息をしている「呼吸」との関連性が

不明であったり、炭水化物と食物の関係が分からないなど、基本概念をイメージできない生徒もい

る。 

また、『いのちの営み』という視点に立って生活の根底である「衣・食・住・環境」を再検討する

と、理科のみならず人文・社会・家庭・芸術・保健の各教科で扱われる「環境問題・食物生産（農

業）・流通（経済）・調理文化（栄養学や食文化）・健康（保健）」などと、相互関係の重要性が浮

き彫りになってくる。しかし、「ブラックボックス」化した部分が多かった理科教育・教材では、意

識的・有機的に『いのちの営み』と科学とを結び付ける機会が少ないという問題があった。身近な生

活現象は、生徒にとって有って当たり前の現実であるがゆえに、それを支える科学的リテラシーに思

考が及ばないまま、理科を暗記科目として片付けてしまい、残念ながら理科好きになりきれない生徒

もいたのではなかろうかと分析できる。 

〈Ｂについて〉 

生態系や地球環境の保全については教科書をはじめ様々なメディアで取り上げられているが、守る

べき自然にふれる実体験に乏しい都会に居住する生徒にとっては、地球環境の現状、保全の取り組み

や、自然の力強さについて、実感の伴った理解をすることは困難である。また、地球環境に関する学

習は様々な教科内で扱われているが、関連性を重視した扱いが少ないため、生徒の知識が分散し総合

的な理解へ結びつきにくい。 

〈Ｃについて〉 

「情報」「英語・国語」と「理科・数学」の統合により、生徒が自分の科学的興味や学習内容につ

いて、さまざまな知識層に適切な表現でプレゼンテーションすることで、「教えることを通した学び

（Learning by Teaching）」の機会を設ける意義があると考える。 
 
【仮説】連動する３つの設定科目の実践により、従来の理数系の科目教育で隠された「ブラックボッ

クス」を「ホワイトボックス」に変え、”気づかせる体験”から科学探究への「興味の口火」を点火

し、好奇心を持って理系分野を志望する生徒層を拡充することができると考える。科学への好奇心

は、継続力をもって学力をつけ、より深く探求していくための「動機づけ」となる。結果として、社

会的側面からも科学の発展や影響などを考える機会ができることで、科学者として積極的に広く社会

とかかわりをもち、広い視野で科学をとらえることができる人材を育成できると考えている。 

〈Ａについて〉 

本カリキュラムにて、生活や食物などの『いのちの営み』をテーマに、実体験に基づいて生徒が各

教科や学問領域の科学的関連性を発見するプロセスを重視する体験型・ゼミ方式によるジグソー学習

法を行う。これにより、生徒自身が身近な生活にまつわる科学的リテラシーを考え、国内外の文献や

Ｗｅｂでの情報をもとに精査し、『いのちの営み』と科学とが相互関係しながら生活が成り立ってい

ることについて、全教科の相互関連性をもって認識することができると考える。 

〈Ｂについて〉 

体験型学習については、生徒自身によるフィールド・ワークを中心に、ヒトや動植物などの生命活

動や諸産業・国際情勢に大きな影響を与える地球環境について、教科の境を取り払った幅広い科学的

理解を深めるための教育を実践する。教室内の学習活動や講義で学んだ内容を、フィールド・ワーク

を通して深めることで、環境に関して総合的に理解することが期待できる。 

〈Ｃについて〉 

「情報」「英語」「理科・数学」をはじめ、「国・社・家庭・保健」など関連科目の統合により、

自分が調べ・学び・考えた内容について、科学者や教員のみならず、国内外のさまざまな知識層に適

切な表現でプレゼンテーションする能力を育成する。多様なメディア・チャンネルに対応した表現方

法を学ぶことで、科学者として積極的に広く社会とかかわりをもつ能力の開発ができる。 



 
（２）研究内容・方法・検証 

【研究内容・方法】 

〈Ａついて〉 

『いのちの営み』を基本軸として、生活・自然環境に見られ、誰もが知っている事象を学習課題

（たとえば「私たちが息をする理由」「食品が自分の口に入るまで」など）に設定し、この学習課題

（共通テーマ）に関係する科学的背景・人文歴史的背景・現代社会科学的背景など関係するいくつか

の側面（サブテーマ）に分割する。各サブテーマについてＰＢＬ（Problem Based Learning）ゼミに

て、生徒自身がさらに発問し、体験調査・実験分析しながら、最終的に参加者全員で集まって、各ゼ

ミでまとめた考えを発表し、全教科を横断する視点で統合する。各ゼミの導いた結果がジグソーパズ

ルのピースをはめ込むように一覧に統合され、参加した生徒どうしが他のゼミと自分のゼミの関連性

に気づき、当たり前のように考えていた身のまわりの現象がどういうメカニズム・関連性で成り立っ

ているかを考える機会にする。これにより、生活の背景にある理数科目と他教科との関連性を発見

し、科学的リテラシーを習得する体験思考型ゼミを展開する。そして、実生活にかかわる科学的リテ

ラシーを可視化した『いのちの営み・共有マップ』を生徒自身に作成させながら、『いのちの営み』

という共通プラットフォームの上で、各科目のコアとなる科学的知識や定義の一貫性・整合性を認識

させるプログラムを構築する。高校進学直後でまだ理系進学意識が乏しい生徒であっても、実生活に

科学的な裏付けがあると気づくことで、「理科」「数学」を学ぶ意義を認識させ、「理科・数学が好

きな生徒」への変容に資する機会とする。 

〈Ｂについて〉 

グローバル環境科学では、ヒト・動植物などの生命活動や諸産業・国際情勢など社会活動に大きな

影響を与える地球環境について、生徒自身によるフィールド・ワークを中心に科学的理解を深める。

Ａ．『学際科学』と連動し、学際科学で学んだ内容を実践的に深化させ、『いのちの営み』を実地学

習する。現地の高校・大学生～科学者との交流を通して国際的（全地球的）な広い視野を持って環境

問題をとらえる。環境や生態系を維持するために人が管理することが重要な里山、大陸と隔離された

独特な自然環境と進化の過程を有する島嶼である小笠原と、ニュージーランド・オーストラリアを題

材として取り上げる。里山に関しては、日本の主食である”米”の育成に関わる科学的事象に着目し

た学習の実践に取り組む。日本の伝統農業の「稲作」の技術進歩や、「イネ品種」の系統的伝播の過

程、世界における食糧問題等、人類史・科学史・食育の関係性を学びながら、科学を多面的にとらえ

ることに重点を置く。小笠原およびオーストラリアでは、グループごとに自然に関する課題を自ら設

定し、事前に学習した内容を、訪問時に観察・体験を通して確認することで、実感を伴った理解を深

める。自然科学的側面に重点を置いて学習するが、地域特有の文化、歴史的側面についても学習す

る。学習した内容はプレゼンテーション資料とポスターにまとめ、学園祭などで発表する。なお、本

校姉妹校であるオーストラリアのセントヒルダ女子高校やニュージーランドのオタゴ女子高校と連携

し、現地の高校生と共同で環境科学について多面的に討論しあうことも計画している。 

〈Ｃについて〉 

「情報Ａ」を中心に「理科」「数学」「英語」「家庭」を統合・付加する。情報処理を問題探求の

ツールとして使いこなすためのコンピューターリテラシーを高めながら、英語による情報収集・発表

法などを習得し、ＰＣを用いた科学的シミュレーション力や国際コミュニケーション力を高める。科

学と各教科・科目のつながりを共通プラットフォームの上で展開し、各科目のコアとなる科学的知識

や定義の一貫性・整合性を認識させ、国際力と視野の広い生徒を育成する。また、氾濫するＷｅｂ上

の情報を適切に取捨選択できる方法を演習し、自分の学問的な興味をＷｅｂなどの文献を使って深化

させる。そして、科学者や教員のみならず、保護者や小中学生～国外の多様な知識層への適切なプレ

ゼンテーション法を習得することで、積極的に広く社会とかかわりをもつ能力を開発する。また、ソ

ーシャル・ネットワーク・サービスを用いることによって、より効果的に情報を獲得することを学

び、基盤となる他者とのコミュニケーション力を身につけることによってリーダーシップ力も身につ

く。リーダーシップの本質は人々を従わせることではなく人々を動かすことにある。 
 
【検証】事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証する。特に

興味関心の変化や、該当科目の成績やアンケート分析を実施して具体的に評価検証する。そのほか、

地域の豊島区中学校教育研究会にプログラム内容を還元し、開発教材を中学生など第三者に試用し

て、事前－事後アンケートなどを通して客観的に検証を深める。また、本校の全教科の教員にも事前

－事後アンケートを行い、生徒の変化だけでなく教員自身の意識の変容を定量的に検証する。さらに



アンケートによって見いだされた生徒の「学習意欲の変化」と「高校３年次での学力（定点模試によ

る）」の相関を継続的に検証する。 

また、検証結果を応用し、Ａ～Ｃで作成された『いのちの営み・共有マップ』やクローバル環境科学

における実地学習の教育効果などをもとに、従来、通時的・科目別縦割りの理数科目の内容を統合し

た『科学と生活をつなぐ教材』の開発研究を行う。全教科との協力体制を組み、単なる興味付けに留

まらない科学的リテラシーを定着する指導法の確立をめざす。この教材の活用によって、生命の尊厳

やヒトが地球環境の構成者であることを強く意識させるだけでなく、生活の中で気にも留めない身の

回りの現象の多くが科学的に解釈できるものであることを再確認することが期待される。 
 
【対象・時期・連携先】 

Ａは１年生（理数クラス）に学校設定科目として履修させる（初年次から～５年次）。 

Ｂは１年生（全クラス希望者）に学校設定科目として履修させる（初年次から～５年次）。 

Ｃは１年生（全クラス）に学校設定科目として履修させ、「情報Ａ」の内容に付加して実施する。 

連携先：セントヒルダ女子高等学校（オーストラリア）、オタゴ女子校(ニュージーランド)、宇都宮

大学バイオサイエンス教育センター、宇都宮大学里山科学センター、工学院大学、小笠原観光協会、

小笠原海洋センターなど。 

 

Ⅱ．科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成

プログラム 

 生徒の科学探究活動の実行力を醸成する過程（ステップ・プログラム）と位置づける。科学の探求

に必要な基本学力として、①問題発見力、②仮説・思考力、③実験・分析力、④国際コミュニケーシ

ョン力を設定し、以下、３つの設定科目と１つの連動プログラムにより、基本学力の構築を図る。ま

た、キャリア指向性と研究スキルを育成する。生徒が実験の失敗をポジティブにとらえ、以後の探究

活動にフィードバックできる「失敗の活用力」の育成を重視していく。 

Ａ．ＳＳ数理演習： 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】小学校～高校の理科教育では、理科と数学の関連性（統計など数学的技法を応用する機

会）や、簡単な疑問に対してそれを調べる実験の組み立て方法を考えるような数理的思考を醸成する

ための体験が希薄である。例えば、理系大学（特に初年次）でも、 

・疑問に思ったことを何とかして調べてみようという計画が立てられない。 

・データーとしてどんなパラメーターを設定し比較したらいいかの見通しがつかない。 

・比較実験の手法や、対照実験（コントロールをとる）の意味を知らない。 

・パソコンがないとグラフが描けない（グラフの意味がわかっていない）。 

・得たデーターの種類に応じて、適したグラフ種類の選択ができない。 

・得られた分析結果から、何が結論付けられるのかが見えない。 

・比例や相関の意味がわからない。 

という学生が散見される。この問題の背景には、学生の理科の基礎知識の不足というよりも、大学入

学前までに数理的な思考をする経験をしてきたかどうかが大きな要因としてあると考える。 
 
【仮説】実生活の中にある比較的シンプルなテーマを課題にして、身近な現象の背景にある科学に気

づくプロセスを体験させる。課題を生徒が科学的な視点で調査追求する方法（実験組み立て法）や、

データーを集計・分析し、相関や傾向を見出すといった「理科と数学の関連性」を応用する方法（数

学的データ解析法）など、一連の思考過程を経験させることで、研究に必要なスキルを体験的に習得

できると考えられる。また、このカリキュラムによって、本来、大学入学前に経験しておきたい科学

的な「知の技法」を醸成することができると考える。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

高校１年生に対して、研究に必要なスキルを体験的に習得できるカリキュラムになるよう、小中学生

でも知っているような日常のシンプルな現象、たとえば「濡れタオルはなぜ乾くのか」などといった

ものを初期課題に設定し、生徒によるグループワークで疑問の調べ方を考え、実行し、データーを分

析する一連の思考過程を体験させる。以下①～⑦の要素（知の技法）について、「数学」「理科」

「情報」の教員による授業指導および大学教員の連携指導のもとで、主に生徒自身が試行錯誤しなが

ら結果を導き考察するグループ演習（ＰＢＬ）を行う。また、研究の内容は以下①～⑦の順で徐々に



科学知を積み上げていく方法をとる。 

①「当たり前と思われがちな現象」に関する科学的着眼点を見いだす技法： 

先入観を壊して、当たり前と思う現象の背景にどのような科学的要素があるかを生徒自身がグループ

討議を通じて気づく過程である。たとえば、「タオルが乾く」ことは決して当たり前の事象ではな

い。タオルの大きさ、タオルの材質、気温、湿度、風の有無、水の性質、水に混ざった物質の影響

（海水浴の時のタオルは？）、などの諸要素が関係していることに気づかせる。 

②背景にある科学的要素のうち因果関係がありそうなものを絞り込む技法： 

①で考えた諸要素のうち、文献調査をもとにグループ討議によって因果関係が深そうな要素を取捨選

択し、仮説を立てる。 

③因果関係を実験して調べる手だてを計画する技法： 

自分の疑問や仮説について、何をどう調べたらよいかを考え、生徒自身が実験の見通しをつける。対

照実験（実験群とコントロール群をつくる）などといった科学的検証に必要なものを見いだすセンス

を養う。 

④仮説／検証のために測定パラメーターを設定する技法： 

関係が予想される要素（パラメーター）の測定手順を生徒自身が考え、データーを収集する。 

⑤データーのとりまとめとグラフ化・関数化する技法： 

データーの特性を考えながら、結果をどのようなグラフ（棒・折れ線・帯・円など）にまとめたらよ

いのかを検討し、パソコンソフトなどを使わずに、生徒自身の手でグラフ化する。また、グラフと関

数の相互関係を学び、グラフの形状を数学的に解釈したり、結果をシュミレーション（予測）する技

法を学ぶ。関数電卓等を駆使する方法も習得する。 

⑥データーを解析する技法： 

統計処理を学び、自分でデーターを操作する数学的なセンスをつける。「比例」「相関」とは何かな

ど、科学の根底にある数学的な裏付けを生徒自身が導き出す。 

⑦プレゼンテーションを作成する技法： 

研究内容をわかりやすく他者に伝えるにはどうするかを生徒自身が工夫する。 
 
【検証】事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性に関して定量的に検証す

る。興味関心の変化や、該当科目の成績やアンケート分析を実施する。さらに本校の科学教育センタ

ーを活用し、連携する他校（連携高校・大学のほか地域の中学校も含む）で試行運用しながら、受講

者の事前－事後アンケートをもとに、本プログラムの有効性を定量的に検証する。検証結果は作成す

る教材にフィードバックする。さらにアンケートによって見いだされた生徒の「学習意欲の変化」と

「高校３年次での学力（定点模試による）」の相関を定量的・継続的に検証する。 

また、生徒が行ったこれらの思考展開の検証結果をもとに、教員研究として『科学知の形成プログラ

ム』として教材化する。大学入学前までに経験したい思考過程の形成に向けて、中学生でも取り組み

やすい単純なテーマを初期課題とし、高校入学前でも違和感なく科学研究の技法を体験できる教材に

一般化して整える。構築された教材は、本校科学教育センターを中心に構築されつつある地域との科

学教育ネットワークで試用・検証を実施し、結果をフィードバックさせて教材としての質を高める

（プログラムⅣと連動）。 
 
【対象・時期・連携先】 

１年生（理数クラス）に学校設定科目として実施する（研究初年次～５年次）。 

連携先：東京理科大学・工学院大学・島根大学・文京学院大学など。 

 

Ｂ．ＳＳプレ・カレッジⅠ：  

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】近年、大学入学前に受けてきた教育と、入学後の専門的な学問探究の間にあるギャップ

が問題視され、大学初年次教育やリメディアル教育の重要性が指摘されている。この問題の一端に

は、一般的な高校教育が大学入試の合格までを教育のゴールに設定し、入試対策を重視する指導を行

っていると分析している。高大の科学教育におけるギャップを埋めるためには、大学入学を科学専門

教育への出発点と位置付け、生徒が大学入学後に経験する専門基礎課程相当を見据えた教育内容を高

校が提案するべきであろう。 
 
【仮説】連携大学のアドバイスをもとに、高校までの理数教育と大学の理系教育の連続性を抽出し、



大学に入るまでに知っておきたい知識や実験を精査し、科学分野の高大接続教材をつくる。この教材

を生徒に実施展開することで、大学進学時に科学の基盤となる知識や実験力が定着した人材を育成す

ることができると考える。この基盤知識は、科学の定石をおさえたものであり、科学者に必要な「問

題点を読み取る力（読解力）」と「科学的な用語・定義に基づく発表力」を高めるものになる。した

がって、この科目の実践によって、大学入学時までに知っておきたい科学の基礎知識・実験が定着し

た人材を育成することができると考える。高校までの理数教育と理系大学の科学教育の連続性を踏ま

えつつ、科学者に必要な「実践的な実験力」と「科学用語・定義に基づく発表力」を高めることがで

きると考える。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

研究初年次に、教員研究として、多数の大学におけるＡＯ入試・推薦入試合格者などに対する入学前

教育課題の実態調査や、様々な大学の科学系教員へのアンケート調査などを実施し、物理・化学・生

物・数学の各分野ともに大学入学までに「やっておきたい実験」、「理解しておきたい定義」、「知

っておきたい用語」などを精査する。その調査から見出された結果によって、大学入学後の学習基盤

となる基礎学力を養成する理数教材（例えば『大学入学までにやっておきたい』教材シリーズ）を制

作する（プログラムⅣ．と連動）。特に、高校までの理数教育と大学等の専門教育での科学用語や定

義の連続性を検証し、両教育の間にあるギャップを埋めて高大接続に有効な教材にする。研究２～５

年次には、その教材を本校理数系クラス２年生に設定した本科目で運用し、生徒の反応を教材内容に

フィードバックしながら、常に教材の質を検証・充実させる。そして、大学初年次教育やリメディア

ル教育にとっても有用な高大接続教材として一般化することで、ＳＳＨ支援終了後にも自立した教育

プログラムとして広く地域に普及・還元させたいと考えている。 
 
【検証】受講者の事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証す

る。特に興味関心の変化や、追跡ヒアリング調査分析を実施する。また、教材の制作に伴って、連携

大学（初年次教育）、他校（連携ＳＳＨ校など）や高校新入生を対象者にしたＳＴＲＣ分析（Ｓｈｏ

ｒｔ Ｔｅｒｍ Ｒａｎｄｏｍｉｚｅｄ， Ｄｏｕｂｌｅ－ｂｌｉｎｄ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｓｔｕｄ

ｙ）を実施する。対象者を２群に分けて、出来上がった教材（一部抜粋）と従来の教科書（同分野を

抜粋）をそれぞれ比較試用し、直後に小テストなどを実施して、生徒の学力から制作教材の有効性を

検証することで、教育プログラムを具体的に評価する。この検証結果をフィードバックして、高大接

続教材として実用性と品質を担保していく。このようにして構築された教材の地域に対する普及度・

貢献度を示す指標としては、本教材の校外からの資料請求件数や教材採択件数も検証の一材料とす

る。 
 
【対象・時期・連携先】 

２年生（理数クラス）に学校設定科目として実施する（研究２～５年次）。ただし、本科目の教材を

作成するために研究初年次から調査研究活動を行う。 

連携先：信州大学・工学院大学・文京学院大学など。 

 

Ｃ．ＳＳコミュニケーション： 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】科学技術の進歩を広く発信し国際的に競いあう時勢にあって、生徒の理数教育において

も英語力の向上と国際コミュニケーション能力の養成が不可欠であると考えている。本校では、英語

教育機関「国際塾」を稼働しており、年２００時間以上にも及ぶ英語力トレーニングコースを設け、

欧米の大学名門校にも進学者を出している。この「国際塾」のノウハウを利用し、「理数系教員」と

「英語科教員」だけでなく、国内外の連携校の協力のもとに展開する学校設定科目を設けることには

大きな意義がある。２５年度からは英語を含め新課程となるが、先行実施として「国際塾」で下記の

取り組みを実施する。  
 
【仮説】この科目によって、国内進学にとどまらず、海外理系大学への留学も視野に入れた高校生と

して「国際研究・技術者の卵」の育成をめざす取り組みを実施し、科学を探究していく上で必要な語

彙・語学力・プレゼンテーション力・コニュニケーション力を高めることができると考える。また、

ソーシャル・ネットワーク・サービスを用いることによって効果的にその能力を養うことができると

考える。 
 



（２）研究内容・方法・検証 

２０１１年に本校に設置されたアクティブ・ラーニング・スタジオを会場として、英語科教員や連携

大学と共同で、欧米の高校で使われている数学・物理・化学・生物の教科書を抜粋して英語による科

学教育（ＳＥ：Science in English）を行う設定科目である。海外研究者による研究セミナー（スーパー

レクチャー）を実施するほか、また、『ＳＳ数理演習』『プレ・リサーチ』などの実験レポートやプ

レゼンテーションを英語でまとめるトレーニングを実施展開する。さらに、本学に通学する帰国子女

や留学生に向けた英語による演示実験教室を生徒自ら実施し、討論という即時的な応答が要求される

コミュニケーション・トレーニングに発展させる。このように、「教えることを通した学び（Learning 
by Teaching）」によって実践的な国際コミュニケーション力を高める。 
 
【検証】受講者の事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証す

る。特に興味関心の変化の分析を実施する。また、アメリカの高校生が受ける、『大学進学適性試験

ＳＡＴ Ｉ』からの抜粋問題にチャレンジさせ、英語を用いて理科・数学などの学力（抜粋問題を編集

した校内試験の点数）をはかることで生徒の学習意欲の変化が学力に対してどのような相関関係を持

つか定量的に調査する。なお、検証結果はさらに翌年度の教材開発にフィードバックする。 
 
【対象・時期・連携先】 

２年生（理数クラス）に学校設定科目として実施する（研究２～５年次）。ただし、本科目の教材を

作成するために研究初年次から調査研究活動を行う。『英語スピーチコンテスト』は１１月の放課後

に全校生徒に向けて行う。 

連携先：工学院大学・セントヒルダ高校(オーストラリア)、オタゴ女子高校（ニュージーランド）・

英国立Ｂａｎｇｏｒ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ・ルーマニア国立Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｍｅｄ

ｉｃｉｎｅ ａｎｄ Ｐｈａｒｍａｃｙ ＧＴ Ｐｏｐａ・米国Ｇｒｅｅｎｖｉｌｌｅ Ｃｏｌｌｅ

ｇｅなど。 
 
Ｄ．プレ・リサーチプログラム： 

先端研究施設での最先端技術・実験・ものつくりの一端に触れながら実践的な研究スキルを訓練し、

より深化させたい研究分野を模索する。第一線の研究者と交流することによって、高校で学ぶ理科の

延長にある”キャリア指向性”をイメージしながら、オリジナリティの高い研究テーマの開拓力を育

成する。また、生徒が実験の失敗をポジティブにとらえ、以後の探究活動にフィードバックできる

「失敗の活用力」の育成を重視する。 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】高校の理科室だけにとどまらない先端研究施設での実験・研究体験が受講生徒の将来の

夢（科学者・技術者）に対するモチベーションになるだけでなく、現在の理科・数学学習の延長に何

があるのかを知る手立てになると考えている。遺伝子や、機能性分子、生体の健康を維持するための

医科学、電子工学やロボットなど宇宙工学・工業製品の開発研究（ものつくり）等について、連携大

学とともに複数の実験を企画し、生徒が最先端の研究の一端に触れることを通して、科学の探究活動

に対する興味関心をはぐくみながら、将来のキャリアに必要な研究スキルを学ぶ機会が必要と考え

る。 

【仮説】高校と大学の接続を念頭において受講者の”キャリア指向性”の向上を目的として、以下の

３つを計画する。高校生が「医科学」や「ものつくり」の現場を体験したり、女性を中心とした「第

一線の研究者」との交流を実施することによって、これから進むべきキャリアをより現実的なものと

して認識できるようになると考える。 

研究対象となる実験動物の飼育観察を継続的に行うことによって、生命倫理観、継続力をつけさせ

る。このプログラムによって、生命現象の根底にある巧妙な仕組みに触れ、大学で展開される学びに

対する「動機づけ」がなされると考える。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

ＳＳクラブの課外活動として行う。１年生に対して実施する。「理科室」と「大学研究室」との連携

によって、先端技術の成果を生かした多様な演習を設定し、「科学に対する動機づけ」に不可欠であ

る魅力的な内容構成と、継続的な探究活動の研究開発を行う。 

ⅰ 遺伝子科学への誘い（工学院大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センター・東邦大学と連

携） 



ⅱ 機能性分子化学への誘い（工学院大学と連携） 

ⅲ 医科学への誘い（日本医科大学と連携） 

ⅳ 数理・工業科学への誘い（島根大学・工学院大学と連携） 

の４つを基本テーマとして希望者に選択させる。参加生徒が大学研究室を物見遊山で見学する程度の

内容にしないために、参加には当該分野への目的意識・意欲・理解力の高い生徒を選抜するハードル

をもうける。研究活動の初期は高校の理科室等で行い、理科・数学教員による基本テーマの導入授業

を実施する。テーマとしては、テーマごとのグループ（研究班）に分け、興味を持った分野について

の疑問を調べる手だてや仮説を班単位で考えさせる。その実験・検証・実験動物の飼育・観察などそ

れぞれが継続的に探究する。そして、試料分析や機能解析など先端的な研究手法や検証が必要な部分

を、連携大学の研究室に持ち込んで大学教員などの指導下で実施する。特に、生徒にとって、ネガテ

ィブにとらえがちである実験の失敗を、むしろ、以後の探究活動にフィードバックして活用する。研

究結果のまとめとして、研究班ごとのプレゼンテーションを課し、研究者・教員・他のＳＳＨ校の生

徒に向けて広く発信する。そのほか、保護者や地域の小・中学生向けの科学教室などに対する研究発

表会を実施することで、生徒の説明力の向上と地域全体に対する科学教育振興にも資する。本プログ

ラムの２年次以降は、特に意識の高いトップレベルを目指す優秀な生徒を、ＳＳクラブ・リサーチプ

ログラムに移行させる。 
 
【検証】受講者の事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証す

る。特に興味関心の変化や、追跡ヒアリング調査分析を実施する。また実験指導した専門家・研究者

にも事後アンケートを実施し、指導者からみた生徒の取り組みの変化を評価する。さらにアンケート

によって見いだされた「学習意欲の変化」と「高校３年次での学力（定点模試や学力調査による）」

の相関を継続的に検証する。 
 
【対象・時期・連携先】ＳＳＨの採択にともなって新設するＳＳクラブの１年生を対象とし、研究初

年～５年次に実施する（課外活動と夏期集中）。 

連携先：工学院大学・島根大学・東邦大学・日本医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センタ

ーなど。 
 
Ⅲ．国際的トップレベルを目指す女子生徒の育成を目的として、個に応じた科学的能力を伸長する実

践的プログラム 

Ａ．ＳＳクラブ・リサーチプログラム（ＳＳＨ課題研究に相当） 

Ｂ．ＳＳクラブ・チャレンジプログラム 

Ｃ．サイエンス・コロキウム 

                         
Ａ．ＳＳクラブ・リサーチプログラム（ＳＳＨ課題研究に相当） 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】昨今の科学教育では、特定分野における早期成熟型の学力養成『超高層ビル型の科学教

育』が問題になることがあるが、本校の科学教育センターでは、裾野の広い科学体験と科学知の厚層

化の上に、生徒自身が指向性を見出してトップレベルを目指す『富士山型の科学教育』のプログラム

が必要であると分析している。『超高層ビル型』を意図的に避け、科学好きの理系志望層の拡充とと

もに個々の生徒が持つ科学知の層を厚くしながら、人材育成の過程で基本学力とモチベーションの高

い生徒を見出し、個の学力や指向性に合わせた指導を実践する必要があると考える。そこで、Ⅰ～Ⅱ

の取り組みを深化させて、課外活動（部活動）においてＳＳＨの採択に合わせて『ＳＳクラブ』を創

設し、じっくり独創的な研究を遂行する機会を生み出し、本ＳＳＨの取り組みの主な柱の１つにす

る。 
科学教育センターの様々な取り組みを通して、高校の理科室にとどまらない先端科学にふれること

で、校内にも幅広い領域に関心を持つ生徒が増加している現状があり、その中には関心ある分野の研

究に自主的に取り組もうとする生徒もいる。このような意欲溢れるトップを目指す生徒に対して、よ

り専門性が高く、個々に対応し、能力を最大限に伸長するためのプログラムが必要である。研究指向

性に対応する専門性の高い研究活動は、画一的になりがちな授業内で展開するよりも、自由な時間設

定の中で行う方が効果的である。 
 
【仮説】新しく研究を行うためには、独創的な研究テーマを設定し、研究計画を立てることが先決と



なる。しかし実施にあたっては、先行している類似研究から、効果的な実験方法、評価方法、問題点

などを学ぶことや、新しいアプローチ法を考えることなども必要であり、本プログラムにおいては、

指導者とのディスカッションと文献検索でこれらを解決することができると考える。さらに、本プロ

グラムにおいては、指導者とのディスカッションに加え、ＳＳクラブで共に学ぶ友人や先輩との研究

発表や討論を経験させながら研究を遂行していくプロセスを重視する。これによって、研究テーマと

する分野を客観的に再評価し、探求に必要な方法を深化させていくことができ、研究に対する意欲が

より向上すると考える。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

ＳＳクラブの１～３年生を対象とし、１年生は学年中期より以下の④～⑦に参加し、先輩の研究活動

に取り組む様子を身近で見ながら、科学の探求に必要な仮説・検証の方法を学び、次年度に取り組む

研究イメージをつかんだ上で、学年末に①を実施する。２年生は本プログラム実施の主体となって、

ＳＳＨ課題研究に相当する以下の②～⑦を展開する。３年生は⑧で前年度に行った研究発表会の討論

を受けて、研究の全体を科学論文に集約していく。 

本プログラムの初期活動は、理数教員による事前指導として、ＳＳクラブ１年生の終盤において本校

内で行い、①「課題発見ゼミ」を実施する（３月）。そこでは、生徒自身がこれまでに学んだ研究ス

キルを応用し、各自が興味を持った分野について独創性の高いテーマを決定する。ＳＳクラブ２年生

では、②自身が決定した研究課題について、連携大学や研究室を訪問し、疑問を調べる手だてや仮説

を考え、実験計画を立てる（４月）。③大学教員・大学院生などの指導協力により、先端的な研究手

法を用いた観察・実験・検証など継続的に探究する（４～７月：本校および連携研究機関）。④校内

で研究内容をまとめ、研究データーを解析し、サイエンス・コロキウムと連動してＳＳクラブ全体と

して互いの研究の進捗状況を評価・意見交換しあう場を設ける（６～７月）。⑤「ＳＳＨ生徒研究発

表会」（８月）において、これまでの研究内容を発表し、他のＳＳＨ校との討論中に見出した修正点

などをフィードバックしながら研究を客観的に再検討する。⑥中間研究発表会において、下級生や研

究指導の教員（高校・大学）の前で、研究の進捗について発表し、検討する（９～１０月）。その後

必要に応じて内容を補完し、⑦「ＳＳＨ発表会」に望む。校内生だけではなく、近隣中学・高校・大

学教員、保護者、近隣の中学・高校生、連携ＳＳＨ校生などの前で１年間の研究活動を発表し総括を

行う（２月）。発表や討論によって得られた検証は、３年生での論文作成に反映する。⑧「論文作

成」連携大学による指導により、必要に応じて追実験等の内容補完を行い、科学論文の体裁に集約し

ていき、「サイエンス・コロキウム」と連動して、研究内容の客観的再検討を行う。関連文献の収集

や、論理的文書作法を習得しながら、研究内容を論文として深化させる（４～８月）。研究の集大成

を「ＳＳＨ生徒研究発表会」（８月）にて発表する。 

研究者・教員・他のＳＳＨ校の生徒に向けて広く発信するほか、保護者や地域の小・中学生向けの理

科教室などに対する研究発表会を実施することで、生徒の説明力の向上と地域全体に対する理科教育

振興に資する。また、本校科学部と共同で、校外の論文やポスターなどによる科学コンクール（日本

学生科学賞など）の出展を到達目標に掲げる。 
 
【検証】生徒がまとめた研究内容の発表や論文をもとに、大学教員や専門家からその研究全体の評価

を得る。その際、１つのテーマに対して複数の評価者を設け、研究にあたり指導・助言を与えてきた

大学教員や専門家は、目的達成度・妥当性に加え、生徒の意欲や知識の変化についても評価する。さ

らに、生徒自身の変容を追跡するために、定期的にアンケートや担当教諭による面談を実施し、研究

への取り組みに対する意欲や、将来の進路目標の変化を追跡する。 

【対象・時期・連携先】 

ＳＳＨにともなって新設するＳＳクラブの１～３年生希望者を対象とし、研究初年～５年次に実施す

る（課外活動と夏期集中）。 

連携先：工学院大学・島根大学・東邦大学・日本医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センタ

ーなど。 

 

Ｂ．ＳＳクラブ・チャレンジプログラム 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】昨今、科学オリンピックをはじめ多くの科学系コンテストや懸賞論文の企画が展開され

ている。本校科学教育センターでは、生徒の科学に対するチャレンジ精神を育成すべく、物理チャレ

ンジなどへの参加生徒の学習を支援してきた。また、コンペティション方式で一握りの優秀な生徒を



選抜し実施される慶応義塾大学医学部のＧＰ『羽ばたけ、世界を先導する医学者へ』プログラムの参

加申請に関して、科学教育センターの指導で本校理数クラス生徒を積極的に誘導し、本校２年生が選

抜メンバー１５人のうちの１人として選出され、３年生の夏まで継続的に研究した。その研究内容の

プレゼンテーションについてはすべて英語で行った。本ＳＳＨを経て生徒の将来的な状況を考える

と、昨今の科学研究の現状は、公募型競争的資金の獲得により運営されることが多く、分野をリード

する科学者ほど、さまざまな助成事業にチャレンジし続けることが必要と思われる。優秀な若手研究

者であっても、ポスト‐ドクトラル・フェローシップ（日本学術振興会・特別研究員など）に積極的

に応募し、競争的に自分のポジションを獲得していく能力が要求されている事は間違いない。まさ

に、チャレンジ精神は「科学者として生きる力である」と分析している。このように、チャレンジす

る科学者精神を培うことがトップレベルを目指す生徒には不可欠である。しかし、世の中に氾濫する

科学系コンテストがどのような性格付けで実施されているのかが高校生には理解しにくい現状もあ

り、個々の生徒の興味指向性にあわせた科学系コンテストへのチャレンジ指導こそ不可欠であると考

える。 
 
【仮説】本プログラムによって、トップレベルを目指す能力の高い生徒が、コンテストにチャレンジ

することの重要性と必要性を意識し、チャレンジする科学者精神を育む機会となると考える。個々の

興味や分野にふさわしいチャレンジプログラムを明確にし、誘導と学習支援をすることによって、生

徒のチャレンジを発揮できるようになると考える。これによって、チャレンジ対象への明確な目標が

明らかになり、科学的能力を伸長させる絶好の機会となると考える。また、このことから進路の広が

りと「科学者として生きる力」が大きく開かれることは言うまでもない。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

科学系コンテストの年間計画を作成し、準備期間、練習期間、レポート作成期間等計画を立て、各教

科担当者や、大学教員など専門家のアドバイスを仰ぐ，しかしながら決して自立的にチャレンジ課題

に向き合う姿勢を阻害することのないように留意する。分野別に指導者をたて、目標に向けて、的確

に助言する。特に生徒が持つ独創性にウェイトを置き、その独創性をさらに伸ばすことに大きくウェ

イトをかける。このように、トップレベルを目指す生徒に、個々の興味指向性に合わせて適切なコン

テストにチャレンジする環境をつくる。 

【検証】 

科学系コンテスト・プログラムの一覧表の作成と目的別分析チャートの作成と参加生徒の追跡から各

年度のチャレンジ生徒数の目標値を掲げ、計画的に生徒にチャレンジさせる。研究４年次には、各コ

ンテストへのチャレンジ・データーが蓄積され、それを分析し、総合的な視点で本プログラム自体の

検証と修正を施す。研究５年次の完成年度に向けてより良いチャレンジプログラムづくりに最大限の

努力を傾注する。 
 
【対象・時期・連携先】 

ＳＳＨにともなって新設するＳＳクラブの２年生希望者を対象とし、研究初年～５年次に実施する

（課外活動と夏期集中）。 

連携先：工学院大学・島根大学・東邦大学・日本医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センタ

ーなど。 

 

Ｃ．サイエンス・コロキウム 

（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】昨今の日本の学生の留学意識・留学者数の減少が問題になっている。日常の英語の授業

（オーラルコミュニケーション含む）によって、”読み・書き・会話”という英語の能力はそれなり

に身についたとしても、英語の習得自体が目的化し、国際的な交流の場で通用する十分なコミュニケ

ーション能力が身に付いていないという問題点がよく取りざたされる。しかし、本来、国際的に科学

分野をリードする科学者を目指すには、英語論文の読解力というよりもむしろ、国際間連携チームで

の科学探求の討論を英語でまとめる能力が必要である。ＳＳＨプログラムにおいても、科学的思考と

そのプロセスを相互に討論し、独創的なアイデアの実現に向けた対話・討論力とアイデア集約力の構

築が望まれる。本校ではすでに「国際塾」を稼働しており、欧米の名門大学に進学（留学）する生徒

を養成している。理数分野においても、「国際塾」のノウハウを利用することによって、国内の理系

大学にとどまらず、海外の名門理系大学への進学を目標とし、世界で活躍できる『英語による実践



的・科学的思考力の習得』が実現できると分析している。 
 
【仮説】本プログラムによって、科学的思考とそのプロセスを相互に討論し、独創的なアイデアを実

現させる対話・討論力とアイデア集約力を構築する。科学分野におけるテーマ討論は、法則や原理が

共通認識の地盤として共有化されているため、論理的な考え方を表現する場合、母国語が異なっても

互いに理解しやすい構造を持っている。科学分野における原理・法則・現象について英語で討論する

ことを通して、科学的な内容を論理的に発表する英語運用能力を身につける。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

アクティブ･ラーニング・スタジオを会場として、ＳＳクラブ・リサーチプログラムを遂行している生

徒に対して行う。参加者各自の取り組む研究課題に関連した英語文献や、実際に進行中の研究内容

（データ）を用い、毎回テーマ設定して展開する。理数系教員および、本校「国際塾」の教員と連携

大学が協力して指導する。実施展開は以下の①～④の段階を計画している。 

①問題のありかについて、たとえばＷｅｂ掲示板に事前掲示しておく。 

②当日は発表者がプレゼンテーション（資料とレジュメ配布）および、アイデアの提案や問題提起を

行い、参加者全員でさまざまな視点からアイデアを深化させたり問題を解決に導く討論を行う。 

③発表後、２週間以内に、発表当日の討論における多様な意見や思考プロセスを集約したレポートを

全員に報告・提出する。 

④年に数回、インターネット会議システムを通じて、海外連携校の学生と統一テーマを設定し討論会

やシンポジウムの実施を行い、実践力を深化させる。また、学校設定科目であるＳＳコミュニケーシ

ョン（スーパーレクチャー）をさらに深化させた外国人研究者による対話型スーパーゼミも定期的に

実施する。また、ソーシャルメディアを用いて積極的に世界に発信していく。これによって、発表能

力や討論能力を養うだけでなく、幅広いテーマを様々な視点から検討することにより、問題の把握や

課題探求能力を養う絶好の機会とする。特に優秀な生徒には、本校で運営している国際塾の留学シス

テムを用い、欧米の伝統校への留学を促す。シンポジウムを開催した場合は、生徒自身によって英文

による討議録を作成させ、それによって的確な表現を用いているか外国人教員が確認し、表現力を身

につけさせる高次のアクティブ･ラーニングを実践する。 

【検証】 

受講者の事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証する。特に

興味関心の変化の分析を実施する。生徒の学習意欲の変化が学力に対してどのように相関するかを定

量的に調査する。また、海外留学生数の推移や、定点模擬試験によって統計的分析を行う。 

発言回数や議論の進捗状況などからテーマの適正化や討論に向けての基礎知識の有無など統計的に分

析し、検証結果はさらに翌年度のコロキウムにふさわしい年次計画の作成にフィードバックする。 
 
【対象・時期・連携先】 

ＳＳＨにともなって新設するＳＳクラブの２，３年生希望者を対象とし、研究２年～５年次に実施す

る（課外活動と夏期集中）。 

連携先：工学院大学・島根大学・東邦大学・日本医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス教育センタ

ーなど。 

 

Ⅳ．高大双方の意見を取り入れ、理系大学に進学した生徒が大学初年次に速やかに移行・適応できる

高大接続プログラムの構築と、科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

Ａ．ＳＳプレ・カレッジⅡ   
（１）現状の分析と研究の仮説 

【現状分析】近年、小～高校までの理数教育と、理系の大学に入学した後に展開される専門科学の探

究との間にあるギャップが問題視され、大学初年次教育やリメディアル教育の重要性が指摘されてい

る。この問題の背景には、小～中学校において、実際の科学現象に触れて疑問を膨らませるなどの科

学的好奇心を醸成する機会が少ないことや、一般的な高校教育が大学入試までをゴールに設定した教

育を展開していることなどもあげられる。さらに、大学入試の早期化・回数増化や、選抜方法の多様

化（推薦入試・ＡＯ入試等）によって大学入試が必ずしも科学知など基本学力のふるいになっている

とは限らないという問題があると分析している。高大の科学教育におけるギャップを埋めるために

は、大学入学を科学専門教育への出発点と位置付け、生徒が大学入学後に経験する教養課程相当を見

据えた教育内容を高校が提案するべきであろう。まずは、高大連携や地域との連携のもとに、高大接



続教育を意識した汎用性の高い科学教育プログラムの構築が待たれている現状があると分析してい

る。そこで、本校は、東京都心部の文京地域に立地する特性と数年間のＳＰＰ等の実績を生かして、

近隣の大学との意見交換や、小学校・中学校・高校・公立・私立の枠を超えたネットワークによって

連携基盤を確立し、相互の意見を交換する場を設けることが重要であると考えた。 

３年次で特に推薦入試・ＡＯ入試等ではやく進路が決定した生徒については得てして、学習へのモチ

ベーションが低下し、大学生活への気持ちの切り替えが遅れがちになってしまう傾向がある。むしろ

この時期に大学生活にスムースに移行する高校側の指導が急務であると考える。 
 
【仮説】科学教育センターが現在進行形で構築しつつある『科学教育ネットワーク』という連携基盤

を継承・発展させ、本校を中核として、本ＳＳＨプログラムⅠ～Ⅲの研究結果を積極的に地域に還元

し、高大接続教育プログラムと、地域の小学校から高校（連携ＳＳＨ校含む）の科学教育振興に資す

ることができると考えている。 
 
（２）研究内容・方法・検証 

高大接続プログラムの構築 

Ⅱ－Ａ．『ＳＳ数理演習』、Ⅱ－Ｂ．『ＳＳプレ・カレッジⅠ』で行うカリキュラム開発として以下

の①～③の高大接続プログラムを形成し、『ＳＳプレ・カレッジⅡ』で実施する。 

生徒の個別の進路選択や学力の伸長に合わせて柔軟に①～③のプログラムを活用する。 

①『科学知の形成プログラム』：大学入学前までに経験したい思考過程の形成に向けて、中学生でも

取り組みやすい単純なテーマを初期課題とし、高校生でも違和感なく科学研究の技法を体験できる教

材に一般化して整える。 

②『大学入学までにやっておきたい』教材シリーズ：多数の大学におけるＡＯ入試・推薦入試合格者

などに対する入学前教育課題の実態調査や、様々な大学の科学系教員へのアンケート調査などを実施

し、物理・化学・生物の各分野ともに大学入学までに「やっておきたい実験」、「理解しておきたい

定義」、「知っておきたい用語」などを精査する。その調査から見出された結果によって、大学入学

後の学習基盤に必要な教材を作成する。本プログラムを理系大学準備教育と位置づけ、高大接続－大

学初年時教育としても導入可能な教育プログラムとして研究発展させる。 

③｢プレカレッジ・アドバンス｣：特に、高い能力を発揮しＳＳリサーチプログラムを実施している生

徒については、発展として、大学教育の基幹部分を先行して習得できるプログラムを開発する。本プ

ログラムを理系大学準備教育と位置づけ、研究成果を論文形式でまとめあげるなど高大接続を現実の

ものとできるように発展させる。 
 
【検証】事前－事後アンケートの取得・解析を行い、プログラムの有効性を定量的に検証する。特に

興味関心の変化や、該当科目の成績やアンケート分析を実施して、具体的に評価検証する。そのほ

か、教育委員会等を通して地域に研究成果を還元し、開発教材を中学生や中学・高校教員など第三者

に試用する。その事前－事後アンケートなどを通して客観的に検証を深める。特に、生徒の変化だけ

でなく教員自身の意識の変容や、教材の品質についても定量的に検証する。 
 
【対象・時期・連携先】 

高校３年生(理数クラス)に学校設定科目として実施する・研究３年～５年・ 

連携先：信州大学・工学院大学・島根大学・東邦大学・日本医科大学・宇都宮大学バイオサイエンス

教育センターなど。連携先 工学院大学・島根大学・ 

 

科学教育の中核拠点として研究結果の地域社会への普及還元 

Ⅰ～Ⅱのカリキュラム開発を通し、大学・研究機関や有識者との連携企画を開発することで、「医科

学」「生命科学」「環境科学」「理工学」「ものつくり」などを中心としたキャリア教育要素を豊富

に盛り込んだ実践的な科学教育を研究する。 

科学知の一般化をめざすために、小～高校生、小学校教員養成課程の大学生（主に文系学生）まで幅

広い層をターゲットにした『科学実験教室』を実施する。講座のいくつかは、東京都文京区が所管す

る『文京アカデミア』と連携して実施する。また、工学院大学が主催する『わくわくサイエンス祭

り』や『出張理科教室』にＳＳＨプログラムを受講する本校生徒が出展し、小～中学生に対して主体

的に実験をリードするチューターとなる。これによって、教えることを通して得られる指導力・コミ

ュニケーション能力の伸張と、基礎知識の定着が期待される（Learning by Teaching 法）。 



また、連携大学や地域の教育委員会と教科教育の向上をめざした理数系教員研修会を実施し、本プロ

グラムで開発した教材を還元していく。特に、本校で夏季に行う『文京ＳＴＴ』(理数系教員研修会)

や、連携ＳＳＨ校（申請校）である埼玉県立大宮高校、熊谷西高校と成果普及における共同研究を展

開する。さらに、理数系教員にとどまらず、養護教諭や保健体育科教員向けの科学連携研修講座も企

画し、科学に関する関連教科を横断するようなプロジェクトを実践する。このように、公立・私立の

枠や小学校・中学校・高校・大学の枠を超えた教育ネットワークを構築する。 

そして、Ⅰ～Ⅲの研究成果をいずれの学校でも取り組めるプログラム教材に整え、継続的に試行しな

がら、成果を広く普及する。 
 
【対象・時期・連携先】 

１・２年生（理数クラス）の希望者をチューターとして、『理科実験教室（中学生向け）』は１０月

の日曜日、『わくわくサイエンス祭り』は８月下旬（夏季休業期間）、『出張理科教室』は１２月上

旬の土・日曜日に実施する予定である。教員の地域連携活動としては、『文京ＳＴＴ』（７月下旬夏

季休業や課外活動）、『科学シンポジウム』、『熊谷西高校との連携講座』（１１月）を予定してい

る。 

 

(３)必要となる教育課程の特例等 

①必要となる教育課程の特例とその適用範囲            特になし 

②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

２４年度の理数クラス(一貫部・高等部)のみ、新教育課程の数学・理科を先行実施する。(詳細は平成

２４年度教育課程表参照のこと) 

 

【学校設定科目】 

1年次 全クラス ：「情報 A」(2単位)を「SS国際情報」とし、情報 Aの内容に SSHの取組みを付加。 

 

理数クラス(一貫部・高等部)： 

1年次（各 1単位）：「学際科学」､「グローバル環境科学(選)」､「SS数理演習」、 

2年次（各 1単位）：「SSプレ・カレッジⅠ」､「SSコミュニケーション」、 

3年次（1単位） ：「SS プレ・カレッジⅡ」           ８単位７科目を設定する。 

 

６．研究計画・研究評価 

 研究計画(５年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

評価計画 

各プログラムにおいて共通した検証・評価方法は以下の通りである。 

【生徒・保護者の変容に関する評価項目】 

１．各取り組み事前－事後アンケート比較における学習意欲の変容調査 

２．定点アンケート（生徒・保護者）における家庭内学習時間の変容調査 

３．定点模擬試験（校内作成・外部模試）などで見る学力の推移調査 

４．課題（レポートなど）に見られるデーター解析力の変容調査 

５．高校入学時と高校３年になったときの進路意識の変容調査 

 特に、意欲と勉強時間の相関、意欲と学力の相関関係を検証材料とする。また、生徒がプログラム

を体験しながら、「面白いと思った部分・ハッと気付いた部分はどこか。」など「気づきの体験」を

その都度２０字程度で箇条書きさせる。これによって取り組み中の生徒の変容をモニターしながら、

プログラムの中で生徒が何を関心として求めているかを知り、プログラムにおける効果的な要素を抽

出・評価する。 

このモニター結果を、上記の相関（意欲・学習時間・学力）に連動させ、さまざまな構築プログラム

の中で生徒の意欲と学力の相関が高い（効果が出た）特定の部分を探りだす検証手だてに利用する。 

 

【教員・高校の変容に関する評価項目】 

１．教員の指導方法の工夫の変容 

２．教員研修など他校の教員との交流に対する考え方の変容 

３．教員間の連携に関する考え方の変容 

４．大学などとの連携に関する考え方の変容 

５．公開講座の実施状況の変容 

６．科学部およびＳＳクラブの活動状況の変容 

７．科学コンテストなどへの参加状況の変容 

 

【連携機関に関する評価項目】 

１．高校の現状理解に関する変容 

２．本研究で開発した教材への評価 

３．本研究で開発した教材を学生・生徒に試用したときの対象者の事前事後の意欲・学力などの変容 

特に、本研究で作成した教材を連携機関（中学校・高校・大学）で試用したときの対象者の意欲や学

力の変容検証を本教材の内容にフィードバックし、教材品質の検証、一般化への検証を行っていく。 
 
【研究結果の学術評価】 

本プログラムの研究成果は、理科教育に関する学会等で積極的に発表し、外部に広く評価・検証を求

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
 

初年度目標：  

・科学への興味を育てながら科学リテラシーを習得し、科学の探究活動に必要な科学知を拡充することができる。  

・先端科学研究のスキルを体験的に学び、独創的な研究テーマの開拓を意識できる。 

 

「学際科学」  
誰もが知っている自然現象を学習課題に設定し、実生活を支える科学リテラシーの習得を目指し、少人数の班で発問・

調査・分析し、まとめた考えを発表する。また、「いのちの営み」をテーマに全教科を横断する視点で学問領域の科学

的関連性を見するプロセスを重視する。 

 
6/9 食育科学講座 女子栄養大学  
目的 「卵の科学」について多面的に学習し、生徒の興味関心を喚起して科学的思考力を高め  る。 
参加人数 １年生理数クラス 54 名 
内容 学際的に自然現象を分析・整理する方法と食育科学について大学教員を招き、専門分野を生かした講義・実験を

実施した。 
エッグドロップを中心に、卵そのものについての栄養学からの講義と実験を実施。半熟卵の作り方や、温度や鮮

度など多方面からのアプローチで、実験として展開した。 
※原則として「学際科学」と「SS 数理演習」は週単位で交互に２時間ずつ実施 



 
6/16～2/16（計２３回）国際論文講座 

目的 SS 国際情報の授業の中で、プレゼンテーションを中心に科学英語に取り組み、２年次の「SS コミュニケーショ

ン」の授業に繋がる講座。 

参加人数 高 1 理数クラス 54 名 

内容 今年度の年間指導計画 

①情報科目としての指導の期間・・・プレゼンテーションの作成法と発表実践。（４・５月） 

②実践的な英語論文指導の期間・・・２月発表テーマの日本語プレゼンテーション作成（情報教材及びクラステーマ研

究）と並行して、独自教材（英語導入に適した簡単な教材を活用）を用いた英語プレゼンテーションに向けた準備期

間。（６～１１月） 

③発表素材を用いた実践的指導機関・・・９月実施の学園祭ポスター発表作品を日本語プレゼンテーション化し、それ

をもとに英文プレゼンテーションを作成、発表準備のための授業を行う。設定条件は海外とのビデオ会議形式での交

流を前提としたもの。（１２～２月） 

今年度タイ交流校とのメール交換がスタートし、次年度はＳＫＹＰＥを用いたビデオ会議を実施予定。 

・特別講師ステファナ先生と TT による SS 国際情報の特別授業の実施日程 

平成２４年 ６月１６日（土）・１９日（火）・２６日（火）・３０日（土） 

１０月９日（火）・１３日（土）・１６日（火）・２０日（土）・３０日（火） 

１１月６日（火）・１０日（土）・１３日（火）・１７日（土）・２０日（火）２４日（土） 

平成２５年 １月１２日（土）・１５日（火）・１９日（土）・２２日（火） 

２月５日（火）・９日（土）・１２日（火）・１６日（土） 
・英語科教員指導による夏季休業期間の教科横断型短期集中講座を開催 

＜特別授業日程＞平成２４年８月２０日（月）・２１日（火）両日とも午後２時間設定 

現状で不足する英語力を補うために高等部理数クラス英語担当の北野啓子先生より、科学英語の読本を使った読解

と発表の指導を行った。 

 
９/８ エッグドロップまとめ(レポート作成)参加人数 １年生理数クラス 54 名 ２時間／週 
目的・内容 
   エッグドロップを題材にした一連の授業を振り返り、もう一度まとめの作業をさせた。論理的に諸条件を考えに

入れて、6.5 ㍍の高さから卵を落としても割れない装置を作るにはどうしたら良いかという工夫・観点をまとめ

させ整理させた。レポートのまとめ作業で終了した。 

 
1/12・1/26 学際科学 東京有明医療大学 保健学部教授 高野一夫「いのちの科学」         

 学際マップ作り アクティブラーニングスタジオの壁面の大型ホワイトボードに 
    ｢呼吸とはなにか｣を中心に、調べ学習とディスカッションにより語彙の関係図を作成する。【マインドマップ

の手法】生徒 2 クラスに分かれ視覚化作業をすることによって、多面的に「呼吸」という現象を俯瞰できるよ

うに訓練する。 

 
「SS 数理演習」 
「落とした卵を割らない方法」「濡れタオルが乾くまで」など、身近な現象を題材に、班活動で数理的な発問・仮説・

実験検証・データ分析等を行いながら、実験結果から考察を導き出す作業を体験し、科学の探究に必要な「知の技法」

を醸成する。 
6/16 熊谷西高校とエッグドロップコンテスト 
目的 「落とした卵を割らない方法」を題材に、班活動で問題解決探求の思考過程を学ぶ。 
参加人数 １年生理数クラス 54 名、SSH 連携校熊谷西高校生徒 40 名。計 94 名 
内容 エッグドロップコンテストをテーマに、どのような思考プロセスで割れない模型を 
   作るのか、グループでディスカッションし、アイディアをまとめ上げていく共同学習。 

４月～５月の４日間の授業で導入ディスカッションからシミュレーション実験に取 
り組んだ。 
6/16 当日は、熊谷西高校の生徒も参加し、本学生徒と合同でエッグドロップ 
コンテストを実施する。工学院大学 塩見誠規先生より、「衝撃吸収のメカニズム」 



について講演を受けた後、コンテストに使う装置を作成した。午後に、コンテストを実施した。コンテストの形

を取ったことで競技の要素も加わり、予想以上に生徒が柔軟な発想により学んでいることに驚かされた。多くの

他校生も加わり互いに感動を共有できた。 

 8/22・23・24 数学的データー解析法 島根大学教育学部 御園先生特別講義 
目的 生徒の興味関心を喚起して、科学的思考力を高める。 
参加人数 １年理数クラス 46 名、１年特進クラス２名 計 48 名 
内容 学校設定科目「SS 数理演習」の授業の一環で、科学研究に必要な数学的データ解析法について大学教員の専門

分野を生かした特別講義を実施する。 
「人間の目による錯視」について取り上げ、その錯視量をどのように測定するか、実験の手法を自分たちで考え

ることから始める。実験の観点を絞り、どのような方法で行うか作り上げた実験計画を元にデータを集め、考察

を含めたレポートを作成する。各班による発表も予定していたが、時間の関係でレポート提出とした。生徒にと

って与えられた実験を行うのではなく、自分たちで実験方法を考える、という新しい取り組みに戸惑いながら

も、ユニークな観点に着目するグループもあった。 
上記とは別に「太陽系シュミレーター」というフリーソフトを活用した課題研究にも取り組んだ。天体（恒星・

惑星・衛星など）について、日時・場所・視点・時間経過などを自由に設定することにより、天体観測に関する

いくつかのテーマについて、ソフト上でシミュレーションによる観測を行いながら考察し、その結果を発表し

た。観測時間が限られてはいたが、その中で努力・工夫しながら発表していた。 

 
「濡れタオルが乾くまで」など、身近な現象を題材に、班活動で数理的な発問・仮説・実験検証・データ分析等を行い

ながら、実験結果から考察を導き出す作業を体験し、科学の探究に必要な「知の技法」を醸成する。 
参加人数 １年生理数クラス 54 名 
９/15・10/13・10/20・11/10・11/24・12/1 実験組み立て演習 2 時間／週 
目的 「濡れたものが乾くとはどういうことか」を題材に、班活動で問題解決探求の思考過程を学ぶ。乾く要素はエッ

グド   ロップと比較しても、より複雑で多くのアプローチが必要となり、じっくりと議論を進めて授業展開

をすることに配慮した。２クラスそれぞれで予備実験を実施。コップの水が蒸発する様子を 4 種類の異なる条件

でデーターをとりグラフ化させたりしながら、各１２グループのテーマ決めを進める。その間「理科研究課題ガ

イドブック」小泉治彦（千葉大学先端科学センター）を全員配布し、課題研究を進めていくのに必要な内容を講

義やディスカッションによって進めていった。研究計画を立て、それぞれの班が実験に取り組み、最終的にはポ

スター発表ができるまで取り組む。 
Ⅰ 実験構築 
Ⅱ 定量的データ解析の手法の習得を目指し、授業を進めてきた。そこで、今年度は『ぬれたタオルはなぜ乾くの

か？』という、サイエンスの用語としては、やや抽象的なテーマから、授業を進めていった。そこでは、このテ

ーマを定性的・定量的に定義するため、各班がこの現象についての視点を限定し、研究を進めていった。 
この言葉を定性的・定量的に定義するため、計第 6 回の授業の中では、 

1 時間目 ： 現象理解・視点の決定 
2 時間目 ： 視点を定量的に考察するための実験計画を立案 
3 時間目 ： データ解析の方法の教授と得るべきデータの変数の決定 
4 時間目 ： 実験計画の考察・議論 
5 時間目 ： 得た実験データの解析 
6 時間目 ： 各班の実験データから、『ぬれたタオルが乾く』という現象を定性的・定量的に定義させた。  

 
12/15 プレゼンテーションの方法について熊谷西高校 講師を招き講演と講評を頂く。 

 
12/23 SSH 東京都内指定校合同発表会（会場 東京工業大学）でポスター発表 
      12 校が参加しポスター発表 10 枚、口頭発表 1 件。生徒 51 名・教員 9 名参加 

 

SS数理演習『ぬれたタオルがなぜ乾くのか？』指導案 抜粋 

 

実施日  ： H25年 2月 16日 

実施クラス： 1年蘭・梅組 

担当教諭 ： 織田真奈美（蘭組担任）、棚橋信夫、岩川暢澄、高橋龍之介 

学習項目 ： 研究における実験構築とデータ解析 

到達目標 ： 「ぬれたタオルが乾く」という現象を定性的・定量的に定義するため、 

       得られたデータを整理し、そこから現象の考察を行う。 

 

＜ 生徒観 ＞ 

この授業は、本校 1 年生の理数クラス 2 クラス（1 年蘭組・梅組）の合同で行われ、このテーマにつ

いてクラスの垣根を越えた 12班に分かれて研究を行った。 



 

＜ 文京学院大学女子高等学校の『SS数理演習』とは？＞ 

SS数理演習の授業では、自然科学研究における 

Ⅰ 実験構築   

Ⅱ 定量的データ解析 

の手法の習得を目指し、授業を進めてきた。そこで、今年度は『ぬれたタオルはなぜ乾くのか？』と

いう、サイエンスの用語としては、やや抽象的なテーマから、授業を進めていった。そこでは、この

テーマを定性的・定量的に定義するため、各班がこの現象について視点を限定し、研究を進めていっ

た。 

この言葉を定性的・定量的に定義するため、計 6回の授業では下記の授業を展開した。 

1時間目 ： 現象理解・視点の決定 

    「ぬれたタオルが乾く」現象を多面的に議論し合い、各班がこの現象を 

定量的に考察するために重要と考える視点を決定した。 

2時間目 ： 視点を定量的に考察するための実験計画を立案 

    取るべきデータ（例：水の蒸発量 [g] ）を決定し、各班が欲しいデータ 

を得るための実験計画を立案した。加えて、実験に必要な道具（例：人 

工気象機 など）の吟味を行った。 

3時間目 ： データ解析の方法の教授と得るべきデータの変数の決定 

       予備実験として、両クラスの教室に、水 100gの入ったコップを 4種類 

を設置し、3日間同じ時間帯の容器内の質量を観察した。このデータか 

ら『蒸発』の現象を考察するためのグラフ化の手法を議論した。その際、 

取るべきデータを追うために必要な変数（例：時間）の重要性を学んだ。 

4時間目 ： 実験計画の考察・議論 

    各班が考えた実験計画を授業内で共有・議論を行った。その際、自班の 

実験計画について再度考察した。 

5時間目 ： 得た実験データの解析 

       得たデータを定量的に解析するために、グラフの作成を行った。方眼用 

紙に軸を設定し、軸のスケールを決定し、手書きグラフを作成した。そ 

の後、Excel を使用し、データの入力・グラフ化の手法を学んだ。得た 

データから現象を主張するために、1つのデータからも複数のグラフを 

作成し、データの吟味を行った。 

6時間目 ： 各班の実験データから、『ぬれたタオルが乾く』という現象を 

定性的・定量的に定義 ← 本時 

＜ 本時の目標 ＞ 

 本時は、これまでの授業のまとめの作業である。本時では、以下の大きく 2 つ到達目標を設定し

た。 

 ① 班で複数の実験データを整理し、現象を考察できる 

 ② 班で考察した内容を他者に伝え、その内容を主体的に議論し合うことができる 

  

① 班で複数の実験データを整理し、現象を考察できる について 

これまでの授業では、各班が『ぬれたタオルが乾く』という現象を様々な視点で実験を構築し、実

験・解析・考察を進めてきた。本時は、各班から出た 12の視点をさらに 

1、ぬれた 

2、タオル 

3、乾く 

の大きく 3 つの視点に分類し、自班の視点以外の他の 1～2 班の発表を聴講し、複数の実験データを取

得する。そこから『ぬれたタオルが乾く』という現象を定性的定量的に定義するために、ワークシー

ト（別紙参照）をもとに実験データの整理・考察を行う。その際、実験データの正当性・再現性につ

いても吟味する。 

 

② 班で考察した内容を他者に伝え、その内容を主体的に議論し合うことができる   

について 



各班が考察した内容を全体で共有し、それについての議論を行う。各班は、発表班の考察内容との

共通点・差異等を、発表を通し見つけ、整理し意見交換をする。 

発表班は、『自班の考えをきちんと他者に伝えることができたか』、聴講班は、『発表班の主張を

裏付ける実験データの正当性を吟味できたか』等のフィードバックを行う。 

これらの目標に加え、本時やこれまでの授業を通して、ごく日常的な『ぬれたタオルが乾く』とい

う現象でも、視点の違い・組み合わせによって、多面的な現象として理解できることを実感し、今後

の学習・研究活動につなげていきたい。 

各班の視点の分類 

視点 班 テーマ 

ぬれた 

 

 

 

 

8 液体による蒸発量の違い 

9 ミネラル分による蒸発の変化 

10 硬度が違う液体で水の蒸発量は違うか 

11 様々な液体による蒸発量の違い 

12 溶液の種類による蒸発の違い 

タオル 

 

 

1 布の繊維による蒸発量の違い 

6 布の表面積による蒸発量の違い 

7 布の色による蒸発量の違い 

乾く 

 

 

 

2 風の速さの違いによる水の蒸発量 

3 季節と蒸発 

4 蒸発と気圧の関係 

5 水の水蒸気層の消滅と生成 

＜使用教材＞ 

・高校教師のための「課題研究指導サポートブック」野曽原 友行編  

千 葉 大 学 先 端 科 学 セ ン タ ー  2013 年 3 月 26 日 刊 
・理科課題研究ガイドブック 小泉治彦著  

千 葉 大 学 先 端 科 学 セ ン タ ー  2010 年 3 月 19 日 刊  
・マッキンゼー流図解の技術  ジーン ゼラズニー著 2004年 8月 20日刊 

・論理的思考に基づいた科学的表現力に関する研究  

~TIMSS 及び PISA 調査の分析を中心に~ ／ 東洋館出版社 



＜ 本時の授業展開 ＞ 

時間 内容 備考 

導入 

3分 

 

 

 

 

これまでの授業の復習と本時の目的 

 『ぬれたタオルがなぜ乾くのか？』というテーマで各班が様

々な視点から実験構築・定量的データ解析を行った。 

 本時では、計12班の視点を大きく3つの視点（ぬれた・タオ

ル・乾く）に分け、自班の視点以外の他班の視点を取得し、こ

の現象を定性的・定量的に定義する。 

3つに分けた視点の

ブースを設置し、そ

れを本時の座席配置

とする。 

 

 

展開 

8分 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

① 他班の視点の発表 

自班の視点以外の他班の視点の発表を班員で分担し聴講する。 

・ 発表時間は、質疑応答を含め3分×2 
・ 各発表ブースには、その班のプレゼンテー 

ションシートのコピーを設置。 

・ 聴講者はプレゼンテーションシートに発表 

内容のメモを取り、自班に持ち帰る。 

 

② 班員との他班の視点の共有と現象定義 

 班員が聴講した他班の複数の視点の実験データを自班に持ち帰

る。そこで、自班の視点に他班の視点を加え、『ぬれたタオルが

乾く』という現象をワークシートをもとに定義する。 

＜定義の手法＞ 

Ⅰ 『ぬれたタオルが乾く』ために必ず必要な条件を見つける。 

Ⅱ 視点を限定した場合、その条件下における 

  現象の時間発展的考察を行う。 

例）ぬれたタオルが最速で乾くためには。 

③ 発表・議論 

 各班が、3つ以上の視点から定義した現象を全体で共有し、その

内容について議論を行う。 

・ 発表班は3~4班。 

・ 聴講班は、発表班の内容をワークシートに 

メモを取りながら聞き、自班の考察内容との 

共通点・差異点を見つける。 

・ 聴講班は、発表班の内容と自班の考察との 

差異点を見つけた場合は、それを裏付ける実 

験データを見つけ、指摘する。 

 

各班の班員は、自分

の視点以外の現象の

考察につながる視点

を持つ班のブースの

発表を聴講。 

 

 

全班は、蒸発現象の

時間発展を追ってい

た。そのため、『時

間』という共通の変

数から、現象の定性

的・定量的説明を考

察する。 

 

 

『タオルが乾く』と

いうごく日常的な現

象でも、視点の違い

によって、様々な定

義が存在することを

実感する。 

 

4分 

 

 

 

まとめ 

授業全体の講評を科学教育センター（棚橋信夫）からいただき

、生徒は、発表・議論の際のフィードバックをプレゼンテーシ

ョンシートに記入する。 

 

 

 

 

 

※ 
「SS 国際情報」 
「情報 A」に「理科・数学・英語・家庭」等を統合・付加し、情報リテラシーを高め、英語による情報収集・発表法等

を習得し、PC を用いた科学的シミュレーション力や国際コミュニケーション力を養成する。 

 
6/23 里山の科学 工学院大学 若松昭秀先生 里山科学実地研修   



目的 八王子にある工学院大学に隣接する里山のフィールドワーク 
内容 里山に入り、里山の特徴を理解し、観察や里山とともに生活する人々と交流する。 
参加人数 高 1 理数クラス 54 名 

 里山に入り、里山の特徴を理解するとともに、稀少植物のタマノカンアオイの観察し、更に現地農家の協力を得

て、里山で生活する人たちの生の声を聞いた。 

 

6/26・30 科学英語のプレゼンテーション指導 

目的 SS 国際情報の授業の中で、プレゼンテーションを中心に科学英語に取り組み、２年次の「SS コミュニケーショ

ン」の授業に繋げる。 

内容 外国人講師と情報担当者のＴＴにより科学英語について指導し、英語論文やプレゼンテーションについて学ぶ 

参加人数 高 1 理数クラス 54 名 

元筑波大学講師のステファナ先生の指導のもと、科学英語についての授業を行った。６月～１月で計 17 回の授

業を予定しており、今後は日本語でまとめた既習の報告内容の英語によるプレゼンテーションを準備する。現状

では生徒の英語力が不十分であり、今後は英語の授業担当者と連携し、授業を展開する。夏休みの特別指導とし

て、8/20・21 に高等部理数クラス英語担当の北野啓子先生より、科学英語の読本を使った読解と発表の指導を行

った。 
 
6/26～2/12（計２３回）国際論文講座 

目的 SS 国際情報の授業の中で、プレゼンテーションを中心に科学英語に取り組み、２年次 

   「SS コミュニケーション」の授業に繋がる講座。 

参加人数 １年生理数クラス 54 名 

内容 外国人講師と情報担当者のＴＴにより科学英語について指導し、英語論文やプレゼンテー 

   ションについて学ぶ講座。元筑波大学講師の樋口ステファナ先生の指導のもと、科学英語についての授業を行っ

た。現在まで計１３回の授業を実施し、既習の報告内容の英語によるプレゼンテーションを準備している。この試

みにより、高校入学時には英語に関する苦手意識を持っていた生徒も、理系として実用性のある英語力の必要性を

理解し、テーマとなる研究分野に合致する言語への関心も日に日に高まり、年明けには英語プレゼンテーションを

実際に体験できる予定である。この背景には英語科との連携も重要な条件で、すでに夏季休業中と 9 月の特別授業

で理系のための英語論文対策授業を展開しており、その推進役である高等部理数クラス英語担当の北野啓子先生指

導のもと、現在でも科学英語の読本を使った読解と発表の指導を行っている。各グループで取り組んだ研究テーマ

を英語パワーポイントに製作。この授業は次年度の SS コミュニケーションへと接続されていく予定。 

 

2/26 特別講座「お米の実験：ポン菓子製作体験」 日本初のポン菓子機製造販売を手掛けた吉村利子氏の御子息で、現在

も自宅でポン菓子が作れる「卓上ポン菓子機」などの開発に取り組む吉村文明氏によるポン菓子の科学原理やその応用

性などを実演・講義していただく。 

 

「グローバル環境科学」  
動植物の生命活動や社会活動に大きく影響する地球環境について、世界遺産の小笠原という隔離された環境を題材とし

て、フィールドワークを中心に科学的理解を深める。 

 
5/21 金環日食 大観察会 
目的 金環日食を機会に全校生徒対象で参加者を募り観察会を実施。 
内容 協力業者より太陽観察用の日食グラスの寄付を受けて、金環日食の観察とその原理を 
   解説する観察会を開催した。 
参加人数 760 名  

観察用の日食グラスの寄付をうけ、観察上の注意や日食現象についてのプリント 
を配布して生徒に呼びかけ、日食の観察をした。また、木漏れ陽が日食の太陽の形に 
なっていることを観察するもでき、学校全体で感動を共有した。 



 
7/7 小笠原事前学習①（放課後学習会）                        
目的 小笠原研修に備えた事前学習会 
内容 視聴覚資料を用いた小笠原諸島の紹介 
参加人数 26 名 

小笠原諸島を紹介するビデオと資料を用いて、その地形的な特徴や小笠原の生物学的特徴を解説 
した。また世界遺産に登録されるまでの歴史や背景を学習した。 

 
7/14 小笠原事前学習② 首都大学東京 可知直樹先生 グローバル環境科学「小笠原自然体験」 特別講義 
目的 小笠原研修に備えた事前学習会 
内容 小笠原諸島の概要と現地入りの際の注意事項など 
参加人数 26 名 

小笠原研究では第一人者である可知先生の講義で小笠原諸島の特徴を理解するとともに、現地の特徴や自然観察

の注意事項などの予備知識から現地研修調査の主題と研究内容の整理をした。 
小笠原研修旅行 8/20~24 研修後講座 

目的 動植物の生命活動や社会活動に大きく影響する地球環境について、世界遺産の小笠原という隔離された環境

を題材として、フィールドワークを中心にグローバルな視点で環境問題を学習することを目的とした自由選択科

目。 
内容 自由選択科目「グローバル環境科学」では、夏季休業中に行う小笠原諸島・父島での実地研修（７月２４日～２

９日）を中心に世界遺産でもある小笠原の自然について学習した。事後学習課題は、小笠原研修旅行後の８月下旬

の一週間（８/２０～２４）に設定し、グループ学習を中心としたテーマ研究を行い、研究グループごとの研修成

果公開用のポスター作りに取り組みました。その成果であるポスターは９月２９日・３０日開催の文女祭（学園

祭）で公開した。また、１２/２３ SSH 東京都内指定校合同発表会にも参加した。 

 
「SS クラブ」 
個に応じた学力の養成を行いつつ生徒の自主的な学びの場を提供し、専門家の支援による活動を行う。理系分野への進

学を目指す生徒の育成を目的として、個々の興味に応じて生徒自らが開拓した独創的な研究テーマに対する実践的な探

求能力を育成する課外プログラム。 

 

１）プレ・リサーチプログラム・SS クラブﾞ（科学部） 
6/23・24 ブタ・サメの比較解剖 
参加人数 高 2 理数クラス他 25 名 
講師：川崎堅三先生・樋口桂先生・TA 1 名 
哺乳類と軟骨魚類の解剖学実習を通して、脊椎動物の基本的な臓器配置などを学習する。今後の学習に登場する様々な

臓器とそのつながりを自分の手で剖出しながら調査する。8 月には生徒自身が他校の生徒に教える TA として参加するこ

とで、ラーニングバイティーチングによる教育効果を狙う。 

 
9/21・22 ピドスコープによる足形の研究開始 ２年希望者４名 

→扁平足の発症傾向の分析のためデーター採集を始める。 
ピドスコープは足裏をスキャンし、接地面積の測定や重心の位置、指の角度など簡単に画像データを得ることがで

き、足の親指の角度なども簡便に測定が可能な装置である。プレ実験の結果、左の親指の外反母趾の傾向が顕著に表

れていることが判明。今後どの年令で発症し、サッカー部や新体操部・バレー部など激しいスポーツとの相関性を調

査研究する予定。 

 
・放課後不定期 蝶の研究 希望参加生徒６名 
→日常的に観察 蝶のさなぎの研究・・・継続的に観察を続けている。 

 
・毎週放課後 化学実験連続講座 参加生徒 1 年  ５～６名 
→興味を持った生徒が集まり継続的に実験に取り組む 
テーマ  :チョークを用いた化学反応とは何かを問う実験／エコカイロやエタノール、コールドスプレーを用いた反 

応熱の実験／酸化還元反応を利用した振ると色の変わる水の実験／ノーベル化学賞・医学生理学賞に関する説明／酢

酸ナトリウム三水和物を用いた定量実験／金属単体の粉末、塩素酸カリウムを用いた花火の作成実験／金属単体と酸

の反応／電流値の測定を利用した弱酸・強酸の分類等   

  
 ・テーマ「重曹は何の洗浄・掃除に適しているか」１年 ２名 

 
・１１/３科学未来館 見学 高１・２・３年 希望者９名 引率教員３人 

 
 ・透明標本作りに取りかかり始める 
 →生徒から透明標本を作りたいという声が上がり、魚類の他ブタの胎児や大型標本作りを計画中 



 
２）スーパーレクチャー 
6/2 海外協力大学の招聘講師による特別講義 
参加人数 高 1・2・3 希望者、卒業生、SSH 連携校生徒など 62 名 
 講師：メルボルン大学クレメント先生（法医学）  
法医学の世界的権威であるクレメント先生の先端研究に触れる。英語の講演のため（講演内容は同時通訳）、内容理解

を促すための医学用語などは事前に資料を配布した。英語のリスニング能力が不足している生徒が多いものの、興味の

視野が広がった。 

 
３）SS クラブ・チャレンジプログラム 
・第 8 回全国物理コンテスト 物理チャレンジ 2012 
参加人数  高２ 3 名、高３ １名 計 4 名 
音速の測定実験。合計 1084 通提出、理論問題コンテスト 1116 名参加、理論問題参加３名。実験方法については他校

の例と比較し、独創性が乏しかった。高校 2 年生は未学習範囲で基礎事項を学ぶのに精一杯であった。 

 
・8/5・6 鶴岡 慶応大学主催第 2 回バイオサミット 

参加人数 高 2 理数クラス ５名参加 
昨年のサイエンスエッジのテーマを深めた内容で参加した。評価委員より実験回数の不足や再現性などが不足してい

る点を指摘され、実験データの扱いの難しさを痛感した。受賞生徒の素晴らしい発表に刺激を受けた。 

 
・8/8・9 横浜バシフィコ 文部科学省主催 SSH 生徒研究発表会 
 参加人数 生徒ポスター発表 高 2  １名、高１ 理数クラス 49 名 

4 日間にわたる解剖実験参加者の中から、特に解剖分野に強い興味関心を持つ生徒による、サメの解剖実習を行う。

このことからテーマを深めた一人の生徒を本校のポスターセッションの代表と決めた。興味・意欲とも大きく変容し

た生徒で、プレゼンテーションの方法についても好評で他校の生徒や教員からも注目を浴びていた。 
一般参加した１年理数クラスの生徒達は、他校のポスター発表、代表校による口頭発表などを見学した。全国から集

まった SSH 校の発表に圧倒されながらも、熱心に聞き入っていた。自分たちが今後こうした発表をする、という実

感を持てない生徒も多いが、大きな刺激を受けたことで今後の活動に繋がることが期待できた。 

 
・10/27『集まれ理系女子』会場 福山大学 主催 ノートルダム清心学園 
 参加 SSH 校２２校、５１ブース、大学院生１４ブース開設 
 参加人数 高２  ２名、引率教員２名 計 4 名 

SS クラブでまとめた内容を、全国から集まった理系女子のプレゼンテーションをする。多くの女子生徒が一堂に会し

充実した体験であった。 
発表テーマ「脊椎動物における腕神経叢の比較解剖学的研究」2 年 
発表テーマ「身近な洗浄効果の研究」           2 年 

 
・第８回 工学院大学主催デジタルアートコンテスト 2012 426 件の応募作品の中から優秀賞 小川里沙さんが受賞 
 
・1/27「集まれ 科学好き発表会／科学チャレンジコンテスト」参加 
 主催岡山県・科学 Try アングル岡山 
 全国から参加 32 グループ参加し発表。発表テーマ「身近な洗浄効果の研究」高 2 2 名参加 
 ルミテスターを使った洗浄効果の分析 

 
「ＳＳＨプレリサーチ講座 」 
10/６・７ ＰＣＲ法を用いたＤＮＡ解析実験 
目的 本講座はバイオサイエンスの最先端分野であるＤＮＡ解析実験を自ら体験し、今後の先端科学の研究経験を積む

ことを目的とする  

参加人数 １年生理数クラス 54 名＋２年生理数クラス２名 
内容 本校の締結する工学院大学との理科教育協定のもと、過去 4 年間継続して研究中である 
   「ミステリークレイフィッシュの学ぶ生物学」をテーマに先端科学分野のＤＮＡ解析実験を実施した。本研究の

初年度より指導いただいている工学院大学・工学部応用化学科・杉山健二郎先生指導のもと、今年度は校内飼育

のミステリークレイフィッシュと国内の他者により飼育されたミステリークレイフィッシュ（形態変化として体

色がブルーのものをサンプルとして使用）とのＤＮＡ比較を行った。 

 
12/26・27 高校と大学研究室との連携により、先端技術の成果を生かした多様な演習を設定し、 
 科学に対する動機づけと継続的な探究活動の研究開発を行う。 
 ・東邦大学  理学部 化学科 2 年 9 名参加 
 ・宇都宮大学 農学部  1・2 年  24 名参加  

 



12/23 お茶の水女子大学『科学への誘いセミナー』1 年 8 名参加 

   
※その他の特別講座 
11/26 東京理科大学 清水克彦先生 特別講座 
目 的  モ ン テ ィ ・ ホ ー ル 問 題 （ Monty Hall problem ） を 考 え さ せ る 数 学 の 特 別 講 座 【 授 業 時 間 内 】 

トランプを利用して実際に行ってみる。3 人程度で計 18 班をつくり、20 回ずつあたりはずれを記録し、各班の結

果をグラフ電卓を利用してヒストグラムや箱ひげ図に表したり、データの読み取り方を説明していただいた。 

先進校訪問報告書 2012年6月27日 

英語科 北野啓子 

ノートルダム清心学園清心女子高等学校 第 4回ＳＳＨ科学英語研究会 参加報告 

 

【日 時】2012年 6月 24 日 

【場 所】ノートルダム清心学園清心女子高等学校（岡山県倉敷市） 

     倉敷郊外にあるカトリック女子中学校・高等学校 小学校から女子大学まである学園の一     

部高校は 1学年約 150 名（5クラス：内１クラスを生命科学コースとして募集） 

4 年制大学進学率 82％（国公立大・医歯薬系へ毎年 10 数名進学するほか、併設大学へ 2 割程  

度進学） 

【参加者】学外 57名（内県外 41 名）北海道から鹿児島まで国公私立 34校の教員（大半が中高） 

【研究会概要】 

１）ＳＳＨ事業概要説明（ＳＳＨ主任：秋山繁治先生） 

  2006年に指定され、6年経過。 

  研究テーマ １）女性の科学技術分野での活躍を支援できる教育課程、教育内容の開発 

        ２）「生命」を科学的に捉える視点の育成 

        ３）女性の積極的に学ぶ姿勢とリーダーシップを育てる教材と指導法の開発 

        ４）国際的な科学技術系人材の育成をめざした教育内容の開発 

        ５）大学や教育機関と連携した教育体制の構築 

        ６）研究成果の地域への普及による科学技術分野での女子生徒のキャリア形成支援 

    

 生命科学コース（１クラス募集） 共通 文理コース（４クラス） 

 

１

年

次 

 

 

 

●生命科学基礎 

○生命科学実習 

●自然探究Ⅰ：森林研修4泊5日 

●実践英語 

 

●自然探究Ａ： 

ボルネオ8泊9日 
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年
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●生命 

●自然探究Ⅱ：座間味島3泊4日 

●生命科学課題研究４チーム  

               

  

●実践英語（３年次まで） 

 

 

●発展科目 

○北海道研修旅行3泊4日 

●数理科学課題研究 

●物質科学課題研究 

 

 

 

 

                                    ※●は学校設定科目 

・2011 年岡山県の中高生対象科学コンクールで最優秀賞受賞（市街地近郊の水田に棲むカメの研

究）。 

2012 年日本生態学会大会・高校生ポスター発表で最優秀賞（デンジソウの生態）。優良賞（オオイ

タサンショウウオの産卵行動）。 



・ＳＳＨ運営指導委員会として多数の大学から指導を受けている（京都大学・岡山大学・福山大学・

東京大学・鳥取大学・大阪府立大学・お茶の水大学・川崎医科大学・愛知大学）。 

 

２）英語教育 

中学入学時に２コース設定 教科書はいずれも PROGRESS IN ENGLISH 21 

ＮＥＬＰ（Native English Language Program）：英語の下地のある生徒対象（学年の枠を超えた授

業）目標：中学卒業時英検２級以上 

授業：Native speakersによる授業は中１では全８時間、中２～３では４時間、高校では３時間。 

ＳＥＬＰ（Seishin English Language Program）：初めて英語を学ぶ生徒対象（大多数） 

目標：中学卒業時、英検淳２級以上 

授業：日本人教師による授業 中１で６時間、中２～３で７時間 ＋オーラルコミュニケーション２

時間 

３）参観授業 ①②とも指導の中心は専任の Native speaker teachers。 ①は日本人教師とのＴＴも

行う。 

①生命科学コース２年生「実践英語」科学英語：ディベートを取り入れた授業 

22名が 3チームに分かれ、共通のテーマでディベートを行う。 

【テーマ】Japan should return to an opt-in organ donation policy. 

（日本は積極的に臓器移植に同意した者からのみ、臓器提供を認める制度に戻るべきである） 

【授業の様子】3 グループに若干の差はあったが、相手の話をメモをとりながら聞き、立論・反駁をこ

なしていた。 

②ＮＥＬＰ1年生 7名 

【テーマ】We should eradicate invasive red-eared slider turtles from Japan. 

（外来種であるアカミミガメは日本から根絶させるべきである） 

【授業の様子】同じテーマで 4 週目（7 時間目）の授業。立論・反駁など、決まった英文を言えるよう

に訓練しつつ、生徒自らが新しい立証・反駁材料を見つけ、新たに加えてくるとのこと。ＮＥＬＰは

全員、英検 2 級以上であるが、帰国生ではなく、努力による英語力とのことで、指導者の力量が伺え

る内容だった。 

４）研究協議より：科学英語（実践英語）について 

ＳＳＨ発足時は多読による速読力の向上を中心としていたが、プレゼンテーション力を育てる試みに

苦労した結果、現在は、多読と並行して高 1 の夏からディベートを取り入れている。ディベートによ

り、3つの力～①英語運用力 ②コミュニケーション力 ③論理力～を育成することを狙っている。 

科学的内容を扱う前に、より身近な話題で中学 1 年生からディベートを初め、計画的に科学英語へ導

いていく指導案が立てられている。 

専任の Native speakerがこの授業の中心を担い、しっかりした教材を開発し、繰り返し指導して、基

本文を暗記して自分の言葉として言えるところまで到達している。また生徒たちも、自ら、立論・反

駁の資料を求め、教わっていない論を展開するところまで、主体性が育っている。ディベートを行う

に当り、中３時、他教科で母語によるディベートを導入し、教科間連携を行っている。まずは社会科

でＮＩＥにより導入、協議していく中で、他教科でも必要性を感じ、広がった。また、高１からのデ

ィベート指導を補強する目的で、現代文・世界史・生命科学基礎の 3科目で以下の活動を行ってい

る：①意見文を書く ②日本語ディベート ③日本語のプレゼンテーション ④レポート ⑤研修先

での英語体験。 

【本校がＳＳＨ指定を受けたことを十分に生かすための方策】 

今回の研修参加を通して、ＳＳＨとしての在り方、科学英語・英語教育のあり方について多くの示唆

を得た。 

・ＳＳＨとしての成否は運営体制が大きな鍵を握っている。理数科のみならず、英語科を中心とした

全教科により取り組みが必要である。科学分野で活躍する女子を輩出する目標を共有し、科学におけ

る力を支えるものを、全教科が担っていることを自覚する機会を設けたい。 

・いずれの教科においても、教員の指導力向上と、教育目標における発想の転換が求められる。つま

り、より発信型の学力を伸ばすことについて、合意形成と、研修が必要である。 

・上記発想に基づいて、英語の授業でも発信力を鍛える。基本的な語彙・文法の定着は必須である

が、徐々に手持ちの英語で言いたいことを何とか言おうとする構えを育てる。input の量を増やし、

output に自信が持てる活動を工夫したい。 



・英語科については、科学英語を指導できる Native speaker が必要である。母国で理科分野の指導経

験のある教員、または理科分野について研究を惜しまない姿勢のある教員が必要。 

・今後、ＳＳＨに関連して、科学英語を必要とする場面が直ちに訪れることを踏まえ、英語科でシラ

バスを検討する。 

・論文の要約 ・ポスター発表 ・海外の高校との交流（レポートの交換・Skypeなどによる討論） 

・海外（タイ）からの留学生受け入れ ・海外の科学研修（応募と現地での活動・討論） 

・上記について、理科科とＴＴによる指導体制を組む。               以上 

 

 

タイ連携締結校訪問報告書 補足:今回の訪問は次年度にSSH事業として計画されるので掲載 

2013年 1月 11日 

副校長・科学教育センター長 雨宮正典 

教頭 北野啓子 

タイ訪問報告書 

 

タイ教育省およびプリンセス・チュラボーン・サイエンス・ハイスクール・ペッチャブリー（以下

CSHSP）の招待に応じ、雨宮副校長とともにバンコクおよびペッチャブリーを訪問しました。以下にご

報告いたします。 

Ⅰ．日程 

 12月 23日 出国→15:45バンコク到着 （7時間） 

夕食会（非公式） 

    24日 日本大使館訪問 一等書記官 俵幸嗣氏・松本幸子氏と面会 

       タマサート大学訪問 隼教授 Dr. Decha Sungkawan と面会 

       昼食(Dr.Decha主催) 

       王宮見学 

       ペッチャブリーへ移動（車で約 2時間半） 

       歓迎夕食会 

    25日 CSHSP訪問 

       【午前】学校紹介・校内見学・授業見学 

        昼食会 

       【午後】生徒のプレゼン 3件・学生寮見学 

        夕食会（非公式） 

    26 日 協力大学訪問【午前】Silapakorn 大学  【午後】King Mongkut’s 大学（バンコク

近       郊）ホテルで夕食 

    27日 4:40amチェックアウト→5:30空港着 8:00出発→15：40成田着（5時間半） 

 

Ⅱ．宿泊先と交通 

 協定により、文京学院は往復の航空運賃のみ負担し、タイ国内の交通・宿泊・食事に関わる一切の

調整と費用はタイ教育省のお世話になった。 

 【宿泊先】バンコク（23 日・26日）Tai-Pan Hotel, Bangkok 

            ペッチャブリー（24日・25 日）Tara Mantra Hotel, Cha-am 

  【交通】Tara Mantra Hotelのワゴン車をチャーターしてあり、全日程、同じ運転手が同行した。 

Ⅲ．訪問先と面会者 

【タイ国内同行者】 

 Ms. Potchanee Chanpanus  教育省官僚。7 月に来校したメンバー。Counseling and Guidance 

Specialist 

Ministry of Education, Office of the Basic Education Commission  

                         Bureau of Academic Affairs and Educational Standards 

 Dr. Kosol Petchsuwan      CSHSプロジェクトの総責任者。 

Advisor,Steering Committee, Princess Chulabhorn Science High 

Schools 

  Dr. Thongchai Chewprecha  Kosol氏とともに PCCプロジェクトの総責任者。  



Advisor, Steering Committee, Princess Chulabhorn Science High 

Schools 

前任 Member of IPST Governing Board 

IPST=The Institute for the Promotion of Teaching Science and 

Technology（教育省傘下ではあるが、内閣から任命され、教育省からは独

立した組織）・マヒドン高校校長 

 Mr. Pichai Vongsri           マヒドン高校の日本語講師。40 数年前に東北大学に留学、卒業後、

タイの情報系の会社で働いていた。Dr. Kosol の個人的な友人。彼

の依頼を受け、この＠プロジェクトに協力している。日本からの

訪問に同行するのは今回が 2度目。 

  Ms. Narintorn Seechak       CSHSP 副校長。33 歳。もとはタイ語教師。タイでは副校長への昇任

試験の年齢制限を 35 歳から 30 歳に引き下げた。教員として 5 年働

けば、受験資格ができる。「自分のしたい教育に携わりたい、PCC

の教育活動に関わりたい」という思いから受験したとのこと。もう

一人の副校長（男性）も 33 歳。姉に日本語を教わっていたことも

ある。英語もゆっくりなら理解し、少しなら話せる。 

 Ms. Sureeporn Boranmoon   CSHSP 英語教師。29 歳。日本との交流に関して英語の窓口。流暢とは

言えないが、普通にコミュニケーションできる。英語科は 6名。 

【訪問先と面会者】 

１）２４日 日本大使館 

俵 幸嗣氏          在タイ日本国大使館 一等書記官。 

               CSHS-Chonburi（市川学園の交流校）を訪問している。 

松本幸子氏          在タイ日本国大使館勤務。 

 ２）24日 Thammasat University 

  Dr. Decha Sungkawan       タマサート大学 政治学部長 準教授。 

 (Dean, Faculty of Social Administration)  

 Ms.Rungnapa Thepparp      タマサート大学講師 (Lecturer, College of Interdisciplinary 

Studies) 

                           4月から日本に留学する予定。本校生徒のタイ訪問前にお手伝いいただ              

ける。 

 ３）25日 Princess Chulabhorn Science High School Phetchaburi 

  Ms. Kunpima Chuamchit    CSHSP校長。7月に来校。 

 Mr. Yodphet Ngamkong     CSHSP副校長。33歳。専門は物理。 

 Ms. Kanita Sukjarern       CSHSP 理科教諭。今回の訪問のコーディネーターとして事前連絡相

手。 

 Mr. Sastra Promarak        CSHSP理科主任。 

 Ms. Saijai Prasertsuk        CSHSP 数学科主任。 

 Mr. Sarawut Tonyim        CSHSP情報科主任。 

 Mr. Pornpraison Konmee     CSHSP学生寮主任。 

 学校紹介のプレゼンは CSHS ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 2 名、通訳 1 名、CSHSP 教職員 9 名、文京学院 2 名の 14 名が

参加。試験中にも関わらず、校内案内や授業見学などに多くの先生が関わっていた。 

４）26 日 Silapakorn University, Phetchaburi IT Campus 

CSHSP の協力提携大学。全３キャンパスあるうちの１つ。人文・芸術系優位な大学。今回訪問したキャ

ンパスには、理系は「動物学」のみ。さらに南のキャンパスに理系学部が集中している。バンコクの

王宮前にもう 1 つのキャンパスあり。プレゼンの PPT はタイ語・仏暦表示だった。農業系らしく家畜

の骨格標本や蘭の栽培ポットが見られた。学生は制服あり。 

  Dr. Bhutharit Vittayaphattananurak Raksaairi  動物学・農業工学部助教授  

行政部副部長(Vice Dean of Administrative 

Affairs) 

 Dr. Narin Preyavichyapugdee   動物学・農業工学部講師  

 他 2名 

５）26 日 King Mongkut’s University of Technology Thonburi 



   CSHSP の協力提携大学。学生数 2 万人の「小さい」理系大学。9 名で出迎え、英語による PPT で

充実した内容の学校紹介。テンポが速く、熱っぽい教授陣。予定時間を越えて、学内を案内し

ていただく。 

   3 月第 2 週～4 月第 1 週にかけて、国内の高校生向けサイエンス・キャンプを企画しているの

で、参加しないかと誘っていただいた。今年度はすでに選考が始まっているため、来年度の参

加を検討したいと回答する。 

   本校生徒が参加した場合、CSHSP の生徒と組ませたり、基本的に個人のプロジェクトに対して個

別に指導をしていく形なので、「言葉は心配ない」と言ってくださるが、英語ができることは

前提の話である。 

   1月 10日メールをいただき、選考の日程をお知らせいただいた。 

   申し込み：8月～10 月 審査の上、面接：1月上旬とのこと。 

 Dr. Worawarong Rakreungdet   Deputy Director, Leaning Institute, Physics Department 

                                  中心的に学内案内。 

 Dr. Tula Jutarosaga             Assistant Dean for International Affairs  

                                 同様。上記の応募はこの方にメールすること。 

 Mrs. Navanit Madan            International Affairs Coordinator 

 Dr. Usa Humphries             数学科準教授。自然災害の予知に数学を活用する授業を見学させ

ていただく。他 6名。 

Ⅳ．文京学院の紹介と挨拶 

 24 日歓迎夕食会では雨宮先生が英語で挨拶、CSHSP およびその協力提携大学 2 校での学校紹介は北

野から以下について PPTを用いて説明した。内容はタイ教育省来日時と同様。 

 １）文京学院の沿革と教育目標、学校の概要 

 ２）文京学院のＳＳＨ及びコアＳＳＨとしての科学教育の概要 

 CSHSP では日本語で行い、Pichai 氏にタイ語に通訳していただいた。２つの大学では英語で行っ

た。 

Ⅴ．訪問で学んだこと 

１）チュラボーン高校設立の経緯 

・約 20 年前に科学教育の振興を図ってマヒドン高校というサイエンス高校を設立した。定員 240

人に 2 万人を超える応募があり、その希望を拾い上げ、タイ全土で科学教育の発展を図るた

め、12 年前に 12 の地域に一校ずつ設立されたのがチュラボーン・サイエンス高校である。マヒ

ドンには全国から生徒が応募できるのに対して、チュラボーンは当該地域からの応募に限られ

る。全寮制で通常の学校の 10倍の予算をつけている。 

チュラボーン王女は現国王の第 4女でその名前を冠している。 

  ・タイでは高校までの教育は無償だが、マヒドン・チュラボーンでは寮費・食費も無償。 

・チュラボーン高校は 12校いずれも同じデザインで建てられている。 

・１クラス 24 人。１学年５クラス、7 年生～12 年生までの 6 学年。全校生徒 720 名はどこでも同

じ。 

・ チュラボーン高校の教育については、アドバイザーである Dr. Kosol, Dr. Thongchai が主導

権を握っており、学校はその指導下にある。教育内容や今回の訪問のアレンジについてまで、

具体的に直接、教員を指導している。 

２）チュラボーン高校ペッチャブリー 

  ・土壌に塩分が多く含まれ、国内でも貧しかった地域。王家の土地を使い、校地は広大。近くに

は Cha-am というビーチリゾートがあるが、まだ海外観光客は少ない地域。校地は街からは遠く

離れ、公共交通機関は無い。 

  ・24 人のクラス中、平均すると女子 19 人・男子 5 人の割合で、CSHSP では女子が多い。マヒドン

は男子学生のほうが多い。 

  ・教員は 53名。スタッフ 11 名。 

  ・タイの学校カレンダーは、前期：5 月中旬～９月末、後期：10 月下旬～2 月末である。3 月から

5 月中旬まで、生徒は休暇であるが、教員は 3 月中、次年度の準備をするため勤務している。12

月の正月休みは短く、12月 29日～1月 2日の 5日間である。 

  ・寮は複数ある。第 1 学生寮は 30 人ほどのベッドがずらりと並ぶ大部屋体制。10 時消灯、5 時半

起床。文京生が訪問する際、この寮での寝泊りは可能かと聞かれる。新しい寮は 4 人部屋など



の仕様もある。教員が交替で寝泊りするが、基本的には生徒リーダーが下級生の世話をし、規

律を守る。 

３）CSHSPの教育 

  ・生徒のプレゼンテーションは高校生らしい内容であるが、堂々と流暢な英語で行っていた。国

内の Young Scientist Competition で優勝したり、ファイナルまで進んだりしている。またテ

レビ局の取材を受けて、実験がテレビ放映されたこともある（17m の高さから物を落下させたと

き、壊れないようにする方法として、パラシュートを用いた装置を考案したもの）。 

  ・訪問時のプレゼン 4件の内容 

  ・ゴムバンドの力で物を切る実験（バルサ材・パパイヤなど） 

  ・ローズアップルという地元産の果物の保存法としてレモンバジルの種の抽出液を用いた実験。 

  ・CSHSP 校内の埃は近隣の工場の排煙によるものではという仮説に基づき、埃を分析した研究。 

  ・天然ゴムのアレルギーを引き起こすタンパク質を減らすために、パパイヤ果汁やパイナップル

の果皮から抽出した酵素が効果を持つかどうかの研究。 

・授業見学 

  ・電池を作る実験 

・中 1の力学の授業：紙で作った異なる立体の上に物を積み、重さに耐える力を確認する実験 

  ・情報の授業：2 つの教室に分かれた生徒が、Skype でコミュニケーションを取っていた。もう十

分使いこなしている。 

・英語力 

   プレゼンをしたり、ミニ博物館や学生寮を案内してくれた生徒の英語力は、台本を暗記して話

す以上のものである。質問にも何とか答えられる。ただ、発音が聞き取りにくいことがあり、

これが本校生徒が交流するときの難点にはなるだろう。 

・掲示教育 

  ・プレゼンのポスターが廊下に多数掲示されており、その多くに受賞したシールがついている。 

  ・地元産の生物標本が並んだミニ博物館（教室半分の広さ）、貝のみを集めた博物館（教室 1.5

倍ほど）があり、よく管理されている。地質や鉱物についての資料が廊下に展示されている。 

  ・コンピューター室の外には、Skype などについての掲示があり、現在学んでいる内容が日常的に

目に触れるように工夫している。 

・文京学院との交流に対する意気込み 

  ・協定書と 7月来日時の写真数点が、正面玄関すぐの階段脇にガラスパネルで掲示してある。 

  ・文京学院の紹介が写真入りで大きく掲示してある（一部の写真は本校でないものもあった

が）。 

  ・日本人形や本校のキティーファイルが、人のよく通る廊下のガラス戸棚に展示されている。今

回お土産にした和紙の扇子（御者車）も直ちにそのケースに入っていた。 

  ・廊下には生徒が小さい紙に歓迎のメッセージを書いたもの（日本語もある）を貼り付けた掲示

がされ、学生寮にも日本語で歓迎メッセージがあり、温かい気持ちが伝わってきた。 

  ・訪問時の昼食は食堂の調理であるが、本格的タイ料理のフルコース。花とメロンやパパイヤな

どを花の形に彫刻した装飾がなされ、賓客としてもてなされた。 

４）タイと日本との関係 

    ・以前から日本に留学する学生は多く、有名な大学で教授になっている人の半数ほどは日本への

留学経験があるのではないかという話もあった。しかし、現在では日本語教師を探すのが難し

く、高校で日本語を教えていたところも、教師不足から中止したところもある。逆に中国政府

は 1 年間に 1200 人という大量の中国語ボランティアを送り込んでおり、日本語から中国語に

乗り換える高校も出ている。 

５）タイの国民性 

・タイ語での挨拶は男女問わず、胸の前で合掌し、相手の目をきちんと見て「サワディカー（男

性はサワディクラップ）」と言う。 

・控えめで、立ち入った質問をしたり、自分ことを進んで話したりしない人が多いようである。 

・全員ではないかもしれないが、目が合うと親しみをこめて、にっこりしてくれる人が男女問わ

ず多く、大変感じが良い。日本では少ないことに改めて気づく。 

・南国なので、女性がよく働いて、“ぐーたらしている”男性を支える伝統があり、女性の社会

進出は日本より進んでいるそうである（松本幸子氏談）。 

・国王や王族に対する敬愛の精神が徹底している。 



街中に現国王の大きな写真が飾ってある。また王族の写真も室内に飾ってあることが多い。国

王は 12 月 5 日に 85 歳の誕生日を迎え、国中がお祭りであった。今は病身だが、以前は常に国

中を視察し、生活に困っている地域を豊かにする対策を考えて実行してくれたそうで、民衆の

ことを考えてしてくれたさまざまなエピソードを滞在中いくつも聞いた。学校図書館にも国王

の人生を描いた飛び出す絵本が数冊あった。  

６）その他タイについて 

・タイと日本との共通点 

米を主食とする。仏教が主要な宗教。一度も植民地になっていないアジアで唯二つの国。 

象徴的皇室を敬う。母国語の文字を堅持している。室内では靴を脱ぐ。控えめであることを美

徳とする。 

・気候：11 月～1 月は乾季で気温も低め。日中は 30 度近くある日もあったが、多少汗ばむ程度。

明け方は 10 度台まで下がることもあり、タイ人にとっては「寒い」そうである。日本の 10 月

ごろの感じ。訪問するにはこの季節が最も楽である。 

Ⅵ．今後の交流計画 

以下について、CSHS ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰや CSHSP の先生方と暫定的に決定した。校長が病院の予約が入ってお

り、不在であったが、先方としては、ほぼこの通り実現可能と考えている様子であった。 

１）現高校 1年生（10年生）のメールによる交流 

PCCP は 2 月が期末試験であるため、1 月中に第 1 回目を行いたい。Dr. Kosol は前日の夕食会で、メー

ル交換の内容は科学的な情報交換に限りたい旨の発言をしていた。協議の場ではその話は出なかった

が、生徒の英語力のレベルを考えると、より日常的な話題から入るほうが、英語を使うことに慣れる

機会に出来ると考えられるので、今後、英語科教諭 Ms. Sureeporn と相談の上、Dr. Kosol の理解を求

める必要がある。 

Ms. Sureepornと北野とのやりとりについては、必ず Dr.Kosolに CCをつけるよう依頼されている。 

２）Skypeによる交流 

CSHSP は学校交流のコーディネーターに指名されている Ms.Kanita が担当。文京学院は椎名先生になる

か。本校としては「米」などの同じテーマで交流できれば有り難いと伝え、合意を得ている。具体的

なテーマは、理科の教員同士で直接相談するのが良いということになった。 

先方の希望は、2012 年度中または 2013 年度に高２で行いたい。また、2013 年度の高１生について

は、2014年度高２になったときに、より発展的な活動ができることが望ましいとのことである。 

３）文京学院の教員の CSHSP訪問 

2013年夏に文京学院の教員 1～3名を PCCPに派遣して欲しいという要請があった。 

期間は 7月～8月中の 10日程度。教科は、数学科、理科（生物または物理）、情報科を希望。 

日本の教員がどのような教え方をしているのかを、通訳を介してで良いので、CSHSP の教員に学ばせた

いという意図があるようだ。訪問が実現すれば、上記 Skype交流のテーマを話し合うことができる。 

４）文京学院の現高校 1年生数名の CSHSP訪問 

【暫定案】2014 年 1 月初旬 3 日～7 日に、文京学院から数名の生徒が訪問し、5 日に両校のみの

Science Fair（研究発表会）を行う。 

当初 CSHSP は、2013 年 6 月に行われるタイ国内の Science Fair（CSHS12 校が参加してトーナメント方

式で競うもの）に、文京学院の参加を期待していたが、授業があることを説明して、結果的に上記の

案に落ち着いた。本来は 2 月の学年末に校内発表会を行っており、そこへの参加を期待されたが、2 年

次期末試験と重なるため、CSHSP 側が学年末発表会を 1 月に繰り上げる形となった。CSHSP は今回 12

月の訪問でプレゼンしているように、6 月に発表したものを再度プレゼンする選択肢もあると思われ

る。生徒の宿泊は学生寮、または学生寮とホームステイの組み合わせも可能とのこと。 

５）CSHSP生徒の文京学院訪問 

【暫定案】2014 年 4 月 15 日～24 日 生徒最大 12 名、教員 2 名で文京学院を訪問する。生徒は４つの

プロジェクトの発表と文化紹介を行う。新年度早々ではあるが、高２または高 3 による受け入れは可

能と考えている。学園本部の学生会館を予約し、ホームステイも視野に入れて準備する。 

６）King Mongkut’s University ot Technology Thonburi の高校生対象サイエンス・キャンプへの派

遣を検討 

※ 今後、タイからの訪問を受ける際に考えるべきこと 

・タイの地方都市であるペッチャブリーから大都会の東京への旅であること、また英語が必ずしも流

暢でなく、旅行業者の添乗がない場合は、成田への出迎えから見送りまで、丁寧なエスコートが必要

である。特に、生徒のホームステイ中、引率の教員が困ることのないよう、注意したい。 



・場合によっては、タイ語の通訳を用意する。 

・学校を挙げての受け入れとなるよう、理数クラス以外にも、タイや CSHSP との交流について周知

し、興味関心を喚起し、歓迎ムードを高める必要がある。 

以上 

ホームページ及びツイッター 

ホームページによる告知 

http://www.hs.u-bunkyo.ac.jp/SSH/index.html 
 

ツイッターによる情報発信 

https://twitter.com/SSHnobuo/ 
3/8現在 ４２５ツイート、２６５フォロー、１０９フォロワー 

 

 

運営指導委員会 

 平成 24年度文京学院大学女子高等学校 SSH・コア SSH 事業 

運営指導委員会(敬称略) 

〈運営指導委員名簿〉 

村上好成（委員長）：信州大学全学教育機構長（総括・高大接続評価担当） 

矢ヶ崎隆義：工学院大学理科教育センター長（研究連携推進・コア教員研修支援担当） 

梅原 久：豊島区立中学校教育研究会理科部長・西巣鴨中学校副校長（教育委員会連携・コア教員研

修評価担当） 

茂原信生：京都大学霊長類研究所元所長・名誉教授（研究連携推進・実施体制評価担当） 

川崎堅三：鶴見大学元国際交流委員長・名誉教授（国際交流推進担当） 

山口善子：川口市教育委員・元科学技術振興機構（コア高校間連携評価担当） 

河本敏浩：社団法人全国学力研究会理事長（学力伸長評価担当） 

樋口 桂：文京学院大学准教授（SSH推進委員会指導顧問・運営指導委員会世話人） 

実施日 

第１回 平成 24年 6月 16 日(土) 学校長挨拶、学校概要説明、事業計画説明、平成 24年度内容説明 

第２回  平成 24年９月８日(土)  平成 24年度 前期事業報告、質疑応答 

第３回  平成 24年 12 月８日(土)  平成 25年度 事業計画案説明、質疑応答 

第４回  平成 25年 2月 16日(土)  平成 24年度 後期事業報告および各運営指導委員より評価 

 

第 4回 各指導委員会報告より抜粋 「平成 24年度 SSH活動に対する意見」 

第４回運営指導委員会 議事録（平成 25年 2月 16日） 

 

河本 私は学力伸長評価を担当させていただいています。この観点から言うと、この 1年は出発点で

すので、何がどのように伸長したかということは、まだ推し測れないと思います。ただ、試みとして

は、見させていただいたものについてはいずれも非常に興味深いし、素晴らしいです。なおかつ、意

欲的に取り組んでいる姿もありますので、報告書では是非アンケートを継続し、学習時間や学習内容

など、そういったものを来年以降追跡して欲しいと思います。これが始まる前の人達との比較するの

はなかなかできないとしても。例えば、数学や化学や生物や物理との連携がそれぞれ横断的にあった

時に、それが本当に正しいことかどうかはさておいても、あるいは 3年生になった時に問題集に向か

って意欲的に物理の問題に取り組む時間が増えたとか。大学の入学試験の実績で何かを推し測るのは

問題があるかと思うのですが、少なくとも大学教育への適応性があり、なおかつ大学の入学準備に向

けての勉強で非常に熱がこもっていったということが、今年一年を起点にして今後展開されると素晴

らしいかなと思います。ですから、私の評価担当としては、来年・再来年のアンケートや数値などを

喚起して、この 1年間の意欲的な取り組みがどういう形で学習へ継続していったのか、おそらく官の

世界でも注目されているところだと思います。ぜひ来年以降は学力伸長について見ていきたいと思い

ます。 

 



茂原 工学院大学とかいろいろな所の協力を得て、そういう研究みたいなもの、生徒の活動が推進さ

れているというのはよくわかりました。それで特に 12月の東京工業大学の発表会でここの生徒さん

がたくさん発表していたというのが非常に印象的でした。結構積極的にやっていたのが今日の発表

でもかなり見られたので良かった。 

すぐに専門家を呼ばずに生徒の間でまず考えさせるというのは、ずっと保ったままやっていただ

きたい。今のところまだ 1年目ですので、自分自身でテーマを考えるというのは難しいし、いろん

な生徒に聞くと、先生から言われたと言ってはいたが、研究の期間も短いし、3年目になると受験と

かあって大変だと思うが、できるだけ自分達で考える、日常的なつまらない事でも自分達で考えて

やってみるのが重要だと思っています。全体的にはよくやっていると思います。そして先輩が後輩

の面倒を見ているなというのがわかります。システムとして他の大学と協力とかの利用ができるよ

うになると非常によいと思います。 

 

矢ケ崎 1年間いろいろと一緒に事業に参加させていただきました。私も一緒に行動しますと、定点観

察ができないわけではないというところで、生徒さん自身がどんどん変わっていった。特に興味が

ものすごく進化していく。例えば、今回もあったが、何かしら発表しているところで質問をする。

質問をしていく中で、もちろん顔がわかっているからかもしれないが、自分の意見を言う。壁にぶ

ち当たっているところを話して、だけどこれはこうじゃないかということを言いながら、逆に質問

者から聞き出そうとする姿勢が随所に見られるというのを感じました。これは本学から参加した他

の先生や大学院生の意見にもあります。 

先ほどの話にあった、御校の活動がかなり社会的に認知されてきているということをつくづく感

じました。実は 11月に京都で関西地区の中・高・大・院連携の大学側の方の交流会があり、その中

で本学の自分達がやっている活動を報告しました。そこでこの学校の名前は出さずにＢ高校とした

が、同志社・立命・龍谷・京都高専から具体的な名前を示されまして、どうなんですかという質問

がありました。これをご報告したいと思いますがそのくらい知られている。これは東京工業大学で

やられるという情報が先に流れていたのかもしれませんね。そのあたりは私にはわかりませんが、

本学の研究教育主幹が東京工業大学に伺ったときにも生徒がリストの右半分の研究報告をしてい

て、その半分の報告がまた今度進化していたという報告をさっき聞きましたが、かなり具体的な成

果が出ていると感じております。そこでお願いですが、文部科学省と日本工学教育協会からこうい

う支援活動、我々が自主的にしている活動の報告をせよという話があります。今度はＢ高校ではな

く報告をさせていただきたいと思っております。それに際しましては開示できるデータがあれば是

非開示してほしいと思っています。これが研究推進の方です。 

もうひとつ、コアの教員研修支援担当の方は申し訳ありません。我々もここまで集客できないと

は予想外でした。ちなみに私の方でやっているＳＳＴについては 1年間で 1200名の受講生がおりま

して、受講生を断っている状態です。それから今年の 4月に「脱ゆとり教育をやめた高校生」が入

学になりますね。それで、その受け入れ側の高等学校、特に私学が多いようだが、高校の先生方に

過度な期待があって、「要求される教育が受けられない人間は去れ。」とまで言われているという

ところで、本学にもＳＳＴで高等学校の先生方の補習教育を始めるということを出しているので、

そこにも 100名単位の先生方が来ておられるのです。従って、ニーズはあるはずです。何かもう少

し考えていかなければと、私自身反省していいます。ちなみに私どもの方では新宿区と提携を結ん

で、新宿区の先生方を受け入れることが決まったので、場合によってはそこの部分を一緒にやって

は？と思いますが、ご相談させてください。ちょっと協力が足らずすみません。 

 

山口 私もコアＳＳＨの方の高校間の連携担当ということですが、今までＳＰＰで文京さんが繋がっ

ていた高校とはたぶん連携が可能だろうと思っていて、いくつか入ってきている状態ですよね。そ

れ以外のところとの連携は文京側の責任でもないし、大学には研修の意義があるという気持ちがた

ぶんあると思います。以前も夏季休業中とか冬季休業中の長期休業中に大学でやる研修に行くのは

一応研修として認めようと、それは今もそんなに大きく変わってはいないと思います。幸いなこと

に工学院大学さんのおっしゃってくださったように、大学でやることにマッチングするとか、何か

そういうことをしないと高校の先生同士、あとは都生研に協力をしていただくとかが 1つの方法か

なと思います。近隣、埼玉も南の方ならここへ来るのは楽ですから。こういうのにもっと積極的に

先生方に研修してもらうようにならないと、先生方のスキルアップにもつながらないと思います。 

高校というか公立の教員は、どちらかというと私学の先生よりはあまり積極的に研修に行こうと

いう人が少ないと思います。一生懸命やる先生もいますが、今、川口市で市立高校が３つあります



が、その一つの学校がやはり地域と連携を取ろうと「出前に行きますよ。」といってもなかなか開

けない。科学館で今年度２回位サイエンスフェアみたいなものをやって、来た小学生・保護者相手

にやったから、来年はもっと積極的にＳＰＰに応募しようと部活動でしていますが、あとは地域で

児童館に行って交渉する。それだと児童館に来る子供たちに宣伝してもらえるのでやる場も与えて

もらえる。子供たち、ここの生徒もそうだがジュニアの時と比べると、発表することそのものも、

とても要領よくなっているし、反応に対しても良くなっている。やはり、場を与えてあげないと上

達してこないというは誰しも思うことなので、正攻法で教育委員会から下へ流してもらうのはなか

なか厳しいかもしれないという気がします。そうなると同じレベル、教員同士で口コミでもなんで

もとやっていく方向性の方がいいと思います。 

ただ、生徒はとてもよくなりましたね。先日熊谷西高校でも同じような発表があって行って来ま

したが、やはり男子の方がどちらかというと引いているのです。女子の方がしゃべるのも出てくる

のです。それぞれの学校が学校全体でやっていこうということは充分感じられたし、そういう発表

会を持つということは生徒にとってはすごく大きな力になってくると思いました。SSHだけやってい

るところじゃなく、SPPやっているところとか科学部活動に応募しているところを対象に連携するの

もいいかなと思います。 

  

樋口 SSHでやっている学校にも、コアなのでそういうところにも案内を出したのですが、なかなか来

ないですね。 

 

山口 他校はスタンスが違います。先生方から好評を得ていますが、文京の場合は、生徒の力で課題

を見つけ、それをどうするか考えていくという側面が強くあるが、よそは口ではそう言っても、や

っている内容を考えると、ある部分について専門の先生からの指導をという方が SSHの学校では多

いので。そういう意味ではまだしばらくは来ないかもしれませんね。 

 

矢ケ崎 本学は SSH５校と交流があり、その中の一つとして文京さんをすごく大事にしたいし、一緒に

行動したい。というのは、他の SSHの学校は作文に近いのです。ところが文京さんは、あるものをま

とめて文章にするという姿勢なので、文京の内容が別の SSH採択校に流れても焦るだけ、あるいはず

いぶん先に行っているなというイメージがあります。これは SPPの方もそういう傾向がありますね。

私は、文京さんはこのままどんどん前に進んでいいと思います。本来の SSHの姿だと。 

 

山口 なかなかこういう風にはできない、という思いが強いのだと思いますよ。 

 

梅原 私は肩書きのところで豊島区立中学校教育研究会というのが正式ですが、どこにでもある区中

研というところが各学校の先生方にお話しをしていますが、豊島区は 8校しかなくて、文京区もど

んどん減っていてという現状がありますので。8月 21日・22日に行われた東京都の教員研修という

都の教育委員会の研修の中に指定として入ってしまうと堂々と出張ができるので、こういう形式を

多く取っていくのが教育委員会を動かすには一番いいのかなと思います。実は小学校の理科教員の

実力不足というのは非常に現場で問題になっていて、需要は必ずあるのです。ただ、大よそ今頃の

２月・３月位で来年度の教育委員会の行事が決まっていくので、夏休みなどに何日に研修会をやる

というのが決まる。豊島区の場合はその研修の内容を検討するのは指導主事なのです。結局困って

相談してくればいいが、相談する前に決まってから下ろしてくるから、「それでは人が集められな

いよ。」という、裏話があります。4月当初時点あたりで小学校の先生方に夏休みの研修に「うちの

を入れませんか？」という形で持っていくと、3日間午前中、3つ連続の研修が入る可能性が充分あ

ると思います。 

もう一つは、都中理が全中理大会の 10年に一度の大会が来年度に東京であるので、都中理の会長

さんたちに声をかけてみるのも一つの方法だと思います。また、どなたかということはお知らせし

ますので。今中学校で盛んに言われているのが、高校も同じだと思うが、学習指導要領の中でとに

かく言語活動というのが取り上げられていて、ここでも先ほどのようにきちんと言葉で発表する。

言葉を組み立てるというのは正に論理性がなければ組み立てられないということで、理数の論理を

組み立てるということを発表のために言語を組み立てていくのは、共通項がたくさんあると思いま

す。現場でも理科にかかわらず、全ての教科にそういう言語活動を入れようと、研究をしている段

階なので、あれだけの発表が高校１年生でできるということは、今の中３が卒業して１年後にあの

子たちができるのかなというそういう感想を素直に持ちました。ですからやはり、探究して実験し



て考察というのが、今の中学生は非常に苦手です。どうやって考えて、どうやってまとめるのかと

いうのがすごく下手なので、そこを何とか伸ばして中学校と結び付けて、理数プラス言語活動とい

うのが取り上げられるとすごくありがたいと思います。 

 

川崎 私は国際交流推進担当ということで仰せつかっていますが、履歴にあるように元は鶴見大学歯

学部で国際交流委員を長くやっておりまして、歯学部で 9カ国 10校と国際交流をやっていたが、そ

の始まりは 1986 年ごろだが最初は中国と始まってまずはスタッフの交流ということでした。特に最

近は学生間の交流ということで夏休み、春休みに 10人位募集して、また先方からもロンドンやメル

ボルン大学とかから 5～6人以上はどちらも課題を持ってそれぞれ発表するという毎年の交流をして

いる。こちらは特に心強いのは、国際派の佐藤校長先生がいらして、タイの学校との交流が進みつ

つあるという段階で、その前段として今日午前中にスカイプを活用した報告会をやったのだと思

う。確かにスカイプは便利で無料ですから、生で顔を見ながら話をするということを試みられたと

いうことは、非常にいいことだと思う。今日のプレゼンポスターが 10枚ありましたので、是非それ

を英語にして、タイへ流して行きながら、交流が深まればいいなと思いました。もうお互いタイと

は理数の生徒はメールアドレスを教えて、自分の課題はこんなことを研究しているとかを実際は英

語で書いてあって、これを拡大してスカイプに持っていければ、身近なところでも即やれるのでは

と思うので、是非早いうちに実現すれば大きく拡大するとそんな印象を持ちました。12月ころ、女

子学生の間で外反母趾が非常に話題になっているという話でしたが、高校間の連絡をやっているの

でここは女子校だが、熊谷西みたいな男子が多いところとうまくコミュニケーションを取りながら

いいデータができてくるのではないかと思っています。 

 

村上 総括及び高大接続評価ということで、今日の発表時の女子高生の笑顔にびっくりしました。と

ても楽しそうにやっていて。実はうちの大学の 1年生の 4月、5月の表情に近いのです。変な意味で

接続しているのだと。だからこの高校生の笑顔が 4月位までは 1年生にあると。ところが今の 1月

位に表情を見ると暗いのです。覇気がないのです。高校生の表情を見て、やはりがんばる気持ちを

本来みんな大学に入るときには持っているのだということを再確認させてもらいました。その今日

の女子高生のがんばりを見て、先ほど山口先生が言った、「女子はがんばる」、大学でもそうなの

です。残念ながら男子学生の方が 6～7割を占めているが、覇気がないというか。女子高生の明るさ

を見てやはり女性は強いなと思いました。 

  先ほど梅原先生から言語力がないとどの分野に行くにも大学生はうまくいかないということでし

たが、我々1年生の教育を担当しているグループで専門的に調べたら、初年次教育というらしいで

す。初年次教育とは今まで 1年生の教育だと思っておりましたがそれは違うと。初年次教育学会と

いうのがあって、それは高校生から大学生になるための移行のトレーニングだと。科目を教えるの

ではなく、言語力をつけないとだめだということで、15週にわたっていろんなテーマを与えて、き

っちりレポートを書かせて、添削をみっちりやるという、何回も何回も繰り返していくとその能力

が上がっていくということがありました。それを学部の先生に話してもわかってくれないのです。

初年次教育とは 1年生の全ての教育だと思い込んでいて、違うと言ってもわからない。1年生の現状

を話しても全く違うというような感じで受け止められていて。しかし、ここの先生方の話を聞い

て、専門家の皆さんがおっしゃることが、普段我々が議論していることとだいたい同じだというこ

とで、すごく今感激していたのです。言語力を高めるための取り組みを来年度に行うというのは間

違いではないと思いました。悲しい現実ではあるが。 

 コアの方の先生の教育、先生のトレーニングがうまくいかないと。実は私も普段から感じている

ことで、長野県の高校長の先生方と話しても、理数をきっちり教えてくれる小学校の先生、中学校

の先生がいなくなってきている。だからうちは教育学部で小・中・高の先生を育てているわけだ

が、高校のレベルの理科をきっちり教える先生を理学部・工学部・農学部でしっかり育てていかな

いといけないということに文部科学省もやっと気付いたということです。今の小学校の先生はゆと

り教育で育って、きっちり理科全科目（物理・生物・化学・地学）をやってきたという状況でな

く、何か 1科目だけをやってきたという弊害が出てきているのかなと。それがあわてて今の高校 1

年生くらいからゆとり教育で大学が大混乱している。教わってないことがたくさんあることが大問

題になっている。高校の段階から理科・数学をきっちりやってもらえる取り組みは大変ありがたい

です。 

 

※ 



信州大学全学教育機構長 村上好成 （総括・高大接続評価担当） 

 

１．盛りだくさんの実施計画を拝見した時は、本当にこれだけの企画が実施できるか疑問であった

が、ほぼ順調に実施された。先生方のご努力に敬服しております。 

２．自校内だけではなく国内の大学の研究室とも協同して実験・実習を実施されたので生徒の理系的

視野は広がっていると考えられます。 

３．国内のみならず海外の高校とも連携して、実習等を推進されている。これはグローバル化人材を

育てる事が喫緊の課題である日本にとって素晴しい取り組みであると考えます。 

４．課題研究のポスター発表、口頭発表を拝見したが、これには驚きました。これらはずばり学会発

表と同一形式です。大学においては学生を研究中間報告会などで鍛えて 4 年生修了時や大学院生

になって学会発表できる能力に高めるよう努力しています。もしそれら学生が SSH を経験してき

てくれていれば、研究能力や発表能力をもっと高めることができるに違いないと感じました。 

５．SSH 開発課題である「科学への好奇心を喚起し、科学探求に必要な学力の形成、および国際社会で

活躍できる科学者を目指す生徒の育成」が着実に実行されているものと評価しています。 

 

※ 

工学院大学 科学教育センターセンター長矢ケ崎隆義 （研究連携推進・コア教員研修支援担当） 

 

文京学院大学女子高等学校は、文部科学省・スーパーサイエンスハイスクール（SSH）の募集に対

し、先進的な理数教育の実践と国際性を育む取組みを高大接続教育の構築の中で具現化するプログラ

ムを提案、同省より平成 24 年度 SSH に採択された。加えて、新しい科学教育ネットワークの構築を目

指すプログラムが同年度コア SSH にも採択された。後者は、東京都の女子高等学校では初めての快挙

であり、SSH とコア SSH の同時採択は同校の事業展開に際して力強いドライビングホースとなっている

ようである。また、同校が展開する各事業は極めてよく工夫されており、生徒が自然体で楽しみつつ

確実な教育効果を獲得していることは頼もしい限りである。 

（研究連携） 

 文京学院大学女子高等学校は、入学時より理数系科目を好む生徒を増やすべく科学への好奇心を喚

起する諸事業を積極的かつ系統的に展開している。例えば、“学際科学”にて身の回りの自然事象を

学習課題として設定した上で、この課題にある背景を徹底的に分析・整理することを指導、さらに少

人数の班にて発問･調査･分析させることを経てプレゼンテーションを実行、これを受ける形で教科を

横断する視点で知識を統合することを習慣付ける事を通して、事象の再評価を自然体でこなすプログ

ラムを無理なく誘導している。加えて、その延長に SS 数理演習などを置き、生徒の本来有する興味を

具体的な知識として確実なもの育成している。この場面では、高大連携等をベースにした研究連携の

場面に生徒を当事者として参画させることを通して、社会教育面及び科学教育面における多くの学習

効果を獲得していることから、この経験が生徒の将来を展望するキャリア形成に役立つことは自明で

ある。 

 この様なプログラムを経験した生徒諸君の実力を、本年度の“SSH 研究成果報告会”などのプレゼン

テーションで垣間見ることが出来た。発表者等は、自らの研究背景をよく理解した上で研究目的を設

定し実験を遂行しているためか、緊張の面持ちではあるものの実に楽しげかつ自信に満ちていた。ま

た質問に対して常に積極的であり、答えに窮する場面であっても考えに考えて答えを出そうとする姿

勢は賞賛に値する。議論の中で浮上した疑問点（新たな課題）について、まず本人が自己の考えを述

べた上で意見を求めて来た時、興味の深化と学習効果の獲得を実感、頼もしく感じた。 

 因みに、上述の報告会には高大連携にて関わった複数の大学院生を伴い参加した。大学院生達は、

高校生の研究に対する姿勢と成果に大いに驚いたようであり、彼らにとっても学習効果となったこと

は間違いない。 

（コア教員研修）  

 文京学院大学女子高等学校は、自校を理数振興の中核拠点と位置付け、小学校から大学までを垂直･

水平に結びつける新しい科学教育ネットワークを形成し、地域と学齢を越えた教育連携・生徒と教員

研修システムを構築することを目指し、次の事業を立ち上げ大学及び企業等の連携を具現化しつつ力

強く展開した。 



１．小･中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京 STT（サイエンス・

ティーチャー・トレーニング）』 

２．理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学と理科を横断する科学教育プログラム『科学知

の技法』の開発と運営 

３．地域向け情報・成果発信の場としての『SS ラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の拡充と

小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

これらの事業の展開に伴い、事業に参加した生徒諸君及びその恩恵を受けた地域住民、さらには小

学校から高等学校の教員にもたらされた各種効果は大きいものと考え得る。事業が終結する年度末の

精査が待たれる。他方、唯一、事業展開が予定通り出来なかった領域がある。上述の①に含まれる

“文京 STT”である。これは教育現場で理数教育を担当しておられる先生方の指導力のさらなる向上を

目指す研修プログラムであり開講したものの、実際に受講した先生の数は少ない状況が続き休講する

に至った。その後の調査でも潜在ニーズは極めて高いことから、講座設置曜日・時間帯の工夫や教育

委員会との調整を進め、現場の先生方が受講しやすい条件を整備することが不可欠と考えられる。 

 

私が担当する“研究連携”と“コア教員研修”に絞って所見を記したが、その中で同校に在籍する生

徒の学習効果を確保すると共に多くの実績を獲得していることについて、運営委員会の委員の一人と

してまた支援大学の教員の一人として大きな喜びを感じている。これらの事業の展開を支えている教

職員の皆様の努力に対して敬意を表したい。 

※ 

茂原信生：京都大学霊長類研究所元所長・名誉教授 （研究連携推進・実施体制評価担当） 

 

1）研究連携推進について 

 科学への好奇心を呼び起こすために､高等学校は何をするか､何が出来るか､大学や中学校などの他の

組織との連携を通してそれらに取り組む文京学院大学女子高等学校の取り組みは非常にアクティブで

ある。大学など多数の研究機関との連携を可能にしている広い情報収集力は高く評価される。高校・

大学の連携は、科学というものに対する基礎的な素養を養うのに適している。工学院大学をはじめと

して多数の大学との連携をはかり、実際の研究に従事する研究者と交流する機会を作っている点が特

筆される。数理演習などを含んでいるのは非常に先進的である。それらの結果は、例えばＳＳＨの東

京都内指定校合同発表会で、文京学園大学女子高校から多数の発表がなされたことで具体的な成果と

して現れている。個々の発表力は高校生として一定のレベルに達しており、かなり高度の研究内容を

含む研究も見られる。 

2）実施体制について 

 学校長をはじめとする学校全体での取り組み、とくに、理系の教科のみならず他教科の教員の協力

もありＳＳＨが充実したものになる可能性を含んでいる。国際コミュニケーション力の育成には欠く

ことが出来ないものである。ＳＳクラブを創設して活発に活動する基点としているのはユニークであ

る。初年度であり参加者の数に不満は残るが､アクティブな生徒が取り組むという利点もある。学内も

含めて、何回かの研究発表会をもち､すべての参加者がプレゼンテーションの機会を持てるように企画

していることは重要で、この経験は非常に大きい。同じ高校生との共同発表・コンテストなどの機会

も刺激になろう。 

 運営委員会では、受験生の実際に詳しい方々、高校を目指す中学生の指導に当たっている先生、理

系の大学教育の実践をされている方々を運営委員に加えており、現在の学生の抱える問題などについ

て指導助言を行えるのは非常に有効であり、十分評価される。 

 

課題 

 より多くの生徒が参加するよう望まれる。また、コアＳＳＨの大きな目標の一つである地域の小・

中学校との連携は実際には非常に難しいようである。研修を通しての連携をいっそう強くしたい意識

はあっても、対応側の時間的な制約によって実現が難しいようだ。どのように教育研修プログラムを

有効にしていくかが重要な課題の一つである。 

 ＳＳＨに取り組む学生に、努力のきっかけを与える将来の方向に関する情報を多く提供できるよう

にする必要がある。また、進学した卒業生の話を談話会形式で聞くなどの機会をもつのは興味を持た

せるために有効であろう。また、授業や講演などでは、担当者と生徒とのディスカッションの時間を

多くとることが必要である。多人数の講演形式ではなかなか質問をしにくい。時間がかかるが何とか

それを打ち破る工夫を期待する。 



 生徒の研究対象が十分こなれていない場合がある。最終的には、どのようなテーマであれ、自分自

身で考えたことを実施出来るようにすることは必要であろう。それにほとんどの時間を費やしてもよ

い。卒業と同時に科学のことはきれいに忘れてしまうようなことにならないためにも、自らで問題を

見つける力を養うことが必要であろう。 

※ 

川口市教育委員・元科学技術振興機構 山口善子 （コア高校間連携評価担当） 

 

１．理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学と理科を横断する科学教育プログラム『科学知

の技法』の開発と運営 

２．小・中・高校の理数計教員二対する指導力工場に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴ（サイエン

ス・ティーチャー・トレーニング）』の開発と運営 

３．地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の拡充

と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

 

上記の 3目標にそれぞれ適切なプログラムが時期を考慮して企画されたことは充分評価できる。 

ＳＳＨ採択以前から続いていた企画については、参加校に充分その意義が理解され互いに成果をあげ

られている。更なる拡大発展も見られ今後がより期待される。 

しかし、2 のように文京ＳＴＴについては企画も目的・内容は現在現場で必要とされ、単独ではなかな

か研修できない企画であるにもかかわらず、参加ということでは成果が上がってこなかった。これは

必要ないということより、参加しにくいということではなかろうか。時期・時間、参加形態等の検討

が必要と考える。学校現場で周知され、認知されるには時間（年数も）がかかることは否めないが、

行政や教員研究会組織の力を借りることが必要ではないかと考える。そのためにも早い時期にお知ら

せをしないとせっかくの企画がもったいない。 

教員間の口コミは有効な手段だがそれでも、時期と周知時間は充分とる必要がある。 

 

『ＳＳラボ』は今後学習指導要領にも取り上げられている発表力を育てる意味からも今後に期待す

る。文京の成果発信だけでなく他校（小中も含め）互いに発表しあう場を作ることは有意義なことと

考える。これも地元の小中学校と協力し、小中の児童生徒の発表も考えては如何でしょうか。大げさ

に考えると協力が得難いでしょうから、授業の延長を考えてもらうとありがたいですね。また、地域

の理科センター、児童館等に協力をお願いするとも必要と考える。高校へきてもらうことはステップ 2

（2 段階目）と考える。地元の会館で開催し、文京にある設備の認知を図り、次は来て実験・体験をす

る。という流れも考えてはどうだろう。早めの企画、行動が必要なことは言うまでもない。 

 

※ 

社団法人全国学力研究会理事長 河本敏浩 （学力伸長評価担当） 

 
SHH、平成 24 年度の試み 

文京学院大学（以下、文京学院）の SHH 初年度の試みは、いずれも興味深いものばかりであっ

た。そもそも文京学院は、大学進学率は極めて高いものの、先鋭的な進学校ではなく、比較的穏やか

な校風を持つ女子校であったが、SHH の試みはそういった学校の雰囲気に、風穴を開ける機能を果た

しつつあると言える。それは、参加生徒たちが単に科学実験をして型通りの報告するのでなく、SHH
に参加している生徒のほぼ全員にプレゼンテーションの機会があり、否応もなく、深い関わりを持た

ざるを得ない環境が用意されている点に負っていると考えることができる。 

 初年度は科学実験の遂行とそれに関するプレゼンテーションという流れで試みが為されたが、１年

生諸君が奮闘する姿は、座学とは異なる、新たな価値観に基づいた学習に対する生徒各位の強い意欲

を感じ取ることができた。その点で初年度の試みとしては成功を得たと言ってよいと思われる。 

 

次年度平成 25 年度の取り組みに望むこと 

文京学院はそもそも国際化教育に力を入れる、比較的文系選択者に偏りのあ 



る高校だった。ここに SHH の試みが加わることで、よりよい「化学反応」が生ずることが予想される

が、その実践として平成 25 年度から、科学実験の成果を基軸に、英語を介し、タイとの高校と交流す

ることが決まっている。評議員としては、この点にも大きな期待を寄せたい。 

 科学的成果を単に科学的知見の枠内でとらえるのではなく、「普遍言語」としてコミュニケーショ

ンの題材とする試みが、科学に対する高校生の意欲をどのように変化せしめるか、その点には極めて

強い関心を以て見つめて行きたいと思う。 

 

学力向上に向けて 

 前述のように文京学院は、先鋭的な受験勉強を経て大学進学へ向かう者が大半を占める訳ではな

い。そもそも現行の「座学ができればよし」という受験勉強に適合する高校生は、激しい中学入試、

高校入試を経た者に有利である。逆に、そういった体験を持たない者たちに対して、科学教育がどう

ように成り立つかはこれまで検証されたことはない。そして座学での好成績が大学教育の前提となる

ならば、学校教育における実験や観察、あるいはそれに類する実践教育に意義は極めて薄らいでしま

う。 

 文京学院の試みは、座学の好成績を必ずしも前提としない理系学部志望者が、実験、発表、異文化

交流、そして高大連携プログラムを介することで、どれだけ生徒が変貌するかを問うものであると考

えることができる。あるいは、大学教育を見据えた高校教育のあり方を構築するものと言ってもよい

かもしれない。  

 以上と平成 24 年度の試みの成功を踏まえ、評議員としては、大学教育への適性の高まり、大学進学

を視野に入れた学習意欲の高まりの有無を検証したい。SHH 導入前後の民間模擬試験における偏差値の

変化も傍証として検討の対象としたい。ただし偏差値や入学大学で成果を測るという単線的な思考を

排し、あくまでも大学教育に対する適性を最優先にすることを追記しておきたい。 

 平成 25年度の文京学院大学女子高等学校の SHHの試みを、以上の点から注視していきたいと思う。 

 

※ 

川崎堅三：鶴見大学元国際交流委員長・名誉教授（国際交流推進担当） 

 

国際性を育むため高等学校の通常の英語授業に加えて（文京学院大学女子高等学校）学校独自のオリ

ジナルカリキュラムによる「SS 国際情報」授業が実施されており、それらの詳細は SSH 科学通信

Vol.1,2 や SSH・コア SSH 研究成果報告会資料等に記載されている。その中でも公開資料の国際化を

目指し英語論文指導においては英語論文作成能力の向上、論文発表準備のための内容で、年間特別授

業が約 30 回外国人特別講師により実施された。また海外協力大学の招聘講師メルボルン大学の

J.Clement 教授による特別講義も実施されリスニング能力の向上にも力を向けた。平成 25 年 2 月 16 

日には SSH 成果報告会公開授業 SS 国際情報研究が Skype を用いて遠隔地との情報交換をスムーズに

進めると共に、英語を用いた科学研究の国際発表を体験することを目標として自主制作によるプレゼ

ンテーション資料で、英語によるプレゼンテーションが実施され、素晴らしい成果が得られ、生徒に

自信がついたものと思う。Skype による遠隔地相互のプレゼンテーション実施に当たって国際交流の

朗報として文京学院大学女子高校とタイ国・チュラボーン・サイエンス・ハイスクールプッチャベリ

校との間で連携協定書の調印の締結が平成 24 年 7 月 6 日になされたことが挙げられる。本締結の意

義深い点は世界でも目覚しい発展を遂げつつあるアジア地域のタイ教育省の支援下にある高校とネッ

トワークが出来たことにある。本女子高校国際交流に向け、今後大いに期待される。2 月に行われた

SS 国際情報研究授業の設定条件は海外とのビデオ会議形式での交流を前提に行われており、次年度タ

イとの Skype による交流を始める企画が進められている。時差は約 2 時間で、東京 11 時の場合バン



コクは 9 時である。早い時期に双方担当者を決め、予定・資料条件の検討・周知を行う必要がある。

Skype による授業は海外生徒の参加も可能であり、本校の教育国際化に新たな戦略として期待される。

同時にメールを使う交流も始まる予定であり、事前に双方の生徒のメールアドレスの交換等も行うこ

とにより、生徒の個々のレベルで異なった文化の生徒の交流や情報交換を通して、積極的に新しい視

点で取り組む姿勢を持たせるような学校としての支援体勢を整えることも必要である。国際化の進展

に伴い、国際的に通用するレベルが求められるとき、国際交流を積極的に推進しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 関係資料－１ 

PROGテスト実施分析表・・・リテラシーテストを試験受験 

対象 1年理数クラス 51名、全国の大学生 8600名ほどと比較。課題発見力が大学生比べると高い。 
PROG とは、専攻・専門に関わらず、大卒者として社会で求められる汎用的な能力・態度・志向－ジェネリックスキルを育成するためのプログラムで

す。PROG では、ジェネリックスキルを客観的に測定する「PROG テスト」 
http://www.kawai-juku.ac.jp/education-research/prog-outline/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 関係資料－２ 

学際科学 6/9｢卵の科学｣アンケートより、感想のみ抜粋 

 

・理科も深くかかわっていた。 

・火の温度や時間などが関係していることを改めて感じた。 

・調理も実験の要素がある。 

・あたりまえだった味や味付けなどは、科学の力によって生み出されると理解し、親近感 がわ

いた。 

・SSH に関係があることが分かった。 

・家庭科も科学に関係しているんだなと思った。 

・ゆで卵だけでも、様々な現象が起こるということを意識するようになった。 

・簡単にできる調理実習もあるんだなと思いました。 

・“料理”というだけのイメージがあったが、科学的に考えると、味や形も変わって、おもしろ

いイメージになった。 

・今まで何も考えずに卵をゆでていたし、家で温泉卵を作ったことがなかったので、勉強になっ

た。 

・理科とかかわりがあると思った。 

・時間を変えただけで硬さや味が全然違って、それぞれにちょうどいい調理時間があることがわ

かった。 

・日常生活にも科学が使われているのだと思った。 

・食べ物でも実験すればいろいろ分ることがわかった。 

・理科とも関係が深いことを知りました。調理実習には化学は関係ないと思っていたけど、 関係

があることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 関係資料－３ 

■学校設定科目 4科目共通の因子分析 

【SSH全体の取り組みについての分析】 

 

本校 SSH実施初年次の到達目標 

・生徒の興味を喚起し、理系志望の生徒層の拡充を目的として、実生活に還元できる科学的 

リテラシーを高める全教科横断型カリキュラムの開発 

 

・科学の探求活動に必要な基本学力・技法の定着カリキュラムと、先端科学講座による研究力育成 

プログラムの開発 

 

本校 SSHにおける実施初年次の目標としては、①科学に関する興味関心を喚起、②強く理系志望する

生徒層の拡充、③実生活に還元できる科学リテラシーを向上、④教科横断的視点の醸成、⑤科学の探

求活動に必要な基本学力・技法の定着、の５項目である。そこで、本年度末に本年度 SSHカリキュラ

ムに主体的に参加した理数クラス１年生５１名に対して、実施した自己評価アンケートを行った。そ

の結果を用いて、以上の５項目に関する評価を行った。 

①科学に関する興味関心を喚起 

この目標に対する本カリキュラム開発の評価として、この１年の SSHの取り組みを通して、中学生の

時よりも、もっと理科・数学が好きになったと思うかどうかを５段階評価（５：強く思う、３：普

通、１：あまり思わない、０全く思わない）問うた結果は、以下の図のとおりであった。 
 A好感因子：紫 

 B課題発見力因子：茶色 

 Cスキルアップ因子：青 

 D発表コミ力因子：灰色 

 

理科では、「より好きになった（段階５〜４）」と答えた生徒の割合は 88.2％に及び、数学では、

「より好きになった」と答えた生徒は理科よりも少ないものの 63％の生徒が数学への学習の取り組み

に肯定的な印象をもつことができた。SSHに主体的に参加した生徒は理数クラスであり本来、理数教科

に感心を持っていたとも考えられるが、遊学卒業時点の自分よりも高校１年間の SSHカリキュラムが

としてこのように、本 SSHカリキュラムによって、多数の生徒が理科・数学を学習することへの興味

関心を喚起するのに有効な内容であったと評価することができた。 
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②強く理系志望する生徒層の拡充について 

 

理系の大学への進学目的意識が向上した。また、将来の分野を志望する上でも自分の学びの延長にあ

るキャリアへの意識がはっきりしてきた 

 

学校設定科目に共通する要素 

【研究者介入の効果】  【協調学習の効果】 【他教科介入の効果】【プレゼンや発表会参加の効果】 

 A好感因子：紫 

 B課題発見力因子：茶色 

 Cスキルアップ因子：青 

 D発表コミ力因子：灰色 

 

【学際・数理・情報・グローバル】 

 好感因子（紫）            学際性因子（赤）       協調因子（ピンク） 

 スキルアップ因子（青）    仮説検証因子（黄色）     発表力因子（灰色） 

 課題発見力因子（茶色）    国際性因子（水色）      数理力因子（オレンジ） 
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学際科学	

 ０．研究とは？	

?	
?	

１．現象に出会う・興味をもつ	

２．現象を評価する	

３．調べる手立てを考える（仮説をたてる）	

４．実験・検証する	

５．結果を分析・考察する	

６．結論をまとめる	

まず、１と２について実践しよう！	



 １．現象に出会う	

（　h"p://news.xinhuanet.com/photo/2009-‐01/05/content_10605807.htm　）	

早朝６時４０分ごろ、７トンのアヒルの卵を満載した湖北省の
トラックが高速道路で 他の車を避けようとして横転し、１０万
個以上の卵が８メートルにわたって散乱した。 さらに付近の村
民１００名以上が落ちた卵を奪い合い、現場は一時騒然となっ
た。 「今年の年越しは卵を買わなくていい。」と村人はおしゃ
べりをしながら卵を拾っていた。 現場の整理にあたった交通警
察は、「人が多すぎる上に村人たちが全然言うことを聞かない。 
高速道路上はとても危険なので、交通と人民の安全の確保を最
優先にするしかない。」と述べた。 

こ、こ、こんな事件がっ！	



 ２、現象を評価する	

Q1.　なぜ卵は割れたのか？�

各自思いついたことを	
付箋紙に書き、	
グループごと発表しようっ♪	

各班の発表にコメントを	
残そう！	
アイディアをみんなで共有	
すれば、現象に対する視野	
がうんと広がるねっ!!	

生徒の考え （まとめ） 

写真をよ～く見てみると…	

事故があっても積荷の中に
「割れない卵」があります	

コメント記入中	

コメントは班ごとに回収し、みんなで共有	

発表中	

各自の考えを議論	

自分が言いたいことを伝えるのは	
　　　　難しいなぁ。次は頑張ろう!!　	  
	生徒の声	

 ２、現象を評価する	

Q1.　なぜ卵は割れたのか？�

各自思いついたことを	
付箋紙に書き、	
グループごと発表しようっ♪	

各班の発表にコメントを	
残そう！	
アイディアをみんなで共有	
すれば、現象に対する視野	
がうんと広がるねっ!!	

生徒の考え （まとめ） 

写真をよ～く見てみると…	

事故があっても積荷の中に
「割れない卵」があります	

コメント記入中	

コメントは班ごとに回収し、みんなで共有	

発表中	

各自の考えを議論	

自分が言いたいことを伝えるのは	
　　　　難しいなぁ。次は頑張ろう!!　	  
	生徒の声	

 ２、現象を評価する	

Q1.　なぜ卵は割れたのか？�

各自思いついたことを	
付箋紙に書き、	
グループごと発表しようっ♪	

各班の発表にコメントを	
残そう！	
アイディアをみんなで共有	
すれば、現象に対する視野	
がうんと広がるねっ!!	

生徒の考え （まとめ） 

写真をよ～く見てみると…	

事故があっても積荷の中に
「割れない卵」があります	

コメント記入中	

コメントは班ごとに回収し、みんなで共有	

発表中	

各自の考えを議論	

自分が言いたいことを伝えるのは	
　　　　難しいなぁ。次は頑張ろう!!　	  
	生徒の声	

 ２、現象を評価する	

Q1.　なぜ卵は割れたのか？�

各自思いついたことを	
付箋紙に書き、	
グループごと発表しようっ♪	

各班の発表にコメントを	
残そう！	
アイディアをみんなで共有	
すれば、現象に対する視野	
がうんと広がるねっ!!	

生徒の考え （まとめ） 

写真をよ～く見てみると…	

事故があっても積荷の中に
「割れない卵」があります	

コメント記入中	

コメントは班ごとに回収し、みんなで共有	

発表中	

各自の考えを議論	

自分が言いたいことを伝えるのは	
　　　　難しいなぁ。次は頑張ろう!!　	  
	生徒の声	

 ２、現象を評価する	

Q1.　なぜ卵は割れたのか？�

各自思いついたことを	
付箋紙に書き、	
グループごと発表しようっ♪	

各班の発表にコメントを	
残そう！	
アイディアをみんなで共有	
すれば、現象に対する視野	
がうんと広がるねっ!!	

コメント記入中	

コメントは班ごとに回収し、みんなで共有	

発表中	

各自の考えを議論	
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生徒の考え （まとめ） 

写真をよ～く見てみると…	

事故があっても積荷の中に
「割れない卵」があります	

自分が言いたいことを伝えるのは	
　　　　難しいなぁ。次は頑張ろう!!　	  
	生徒の声	



Q2.　なぜ卵は割れなかったのか？�

Q1 の方法に加え、	
実際に卵を落として	
原因を考えてみようっ♪	

より深く現象を理解するために、
視点を変えてみましょっ!!	

出ましたっ!! 文京名物、	
「はひふへほシート」!!!!	
研究は常にアイディア勝負っ!!	
その時その時に浮かんだ	
アイディアは、今後の研究の	

方向性につながるの♪	
“自分の考え ＋ 他者の考え”	
で、より深い研究を行いましょっ！	
	
	

生徒の考え （まとめ） 

みんな真剣っ！	

与えられた卵は１つ！	
さて、どのように落とそうか??	

ちょっと緊張っ！	

はひふへほシート	
　　　　　活用中!!	

Q2.　なぜ卵は割れなかったのか？�

Q1 の方法に加え、	
実際に卵を落として	
原因を考えてみようっ♪	

より深く現象を理解するために、
視点を変えてみましょっ!!	

出ましたっ!! 文京名物、	
「はひふへほシート」!!!!	
研究は常にアイディア勝負っ!!	
その時その時に浮かんだ	
アイディアは、今後の研究の	

方向性につながるの♪	
“自分の考え ＋ 他者の考え”	
で、より深い研究を行いましょっ！	
	
	

みんな真剣っ！	

与えられた卵は１つ！	
さて、どのように落とそうか??	
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・ 研究とは身近な題材に興味を持つことから始まり、それについて視点を広げ、 
　様々なアプローチを展開すること。（つまり、恋愛に似ている！） 
・ 卵が積んであるトラックの横転事故を題材に、予備実験を交え、 
　「卵が割れた理由」・「卵が割れなかった理由」を考察し、仲間と共有！ 

ハッとわかったこと・興味を持ったこと	  
・落ちる高さによって割れたり割れなかったり？　・卵に空洞があったら割れた。�
・卵にかかる力ってどのくらい？  　・卵は丸いため力が一点にかかった！�

ひらめいたアイデア	  
・卵の周りに何か衝撃を吸収できるもの巻く　・重さ、高さによって割れ方は違う？�
・卵を縦向きに落とす  　・風船の中に卵を入れて浮かす！�

	  ふと思った疑問・調べたら面白いな	

 ・衝撃のかかり方が見れるカメラで、卵の落下の様子を撮影してみたい！　�
  ・卵を色々な条件で落とすとどうなるか？・卵の中身を抜いて殻と膜だけで実験したい！�

へーっと納得してしまったこと・感心したこと	  
・落ちた角度によって衝撃が違う　・重力や圧力がかかったから卵が割れた！�
・卵を置いていた位置によって地面までの距離が違うため割れる卵、割れない卵があった	

ほんとかな？と疑いを持ったこと	  
・  卵が落ちる向きって本当に関係があるのか？・力の受け方によって、割れ方は違うのか�
・  柔らかいものに卵をくるんで落とすと本当に割れないのか？�

           　　　　　　　などなど…	

みんなの 「はひふへほシート」!!!!	

 授業のまとめ 	

・ 研究とは身近な題材に興味を持つことから始まり、それについて視点を広げ、 
　様々なアプローチを展開すること。（つまり、恋愛に似ている！） 
・ 卵が積んであるトラックの横転事故を題材に、予備実験を交え、 
　「卵が割れた理由」・「卵が割れなかった理由」を考察し、仲間と共有！ 
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   文京学院大学女子高等学校　全日課程　普通科　教育課程　単位数 【平成24年度一貫部入学生】 平成24年6月16日　教務部

　  [一貫部文理クラス]   　[一貫部特進クラス]   　[一貫部理数クラス]
教科 科目名 1年 教科 科目名 1年 教科 科目名 1年 2年

国語総合 5 国語総合 5 国 国語総合 4
国 現代文 3 3 国 現代文 3 3 現代文演習 2
語 古典 3 3 古典 3 4 語 国語演習 3 3

国語演習 3 語 国語演習 4 2 地理 世界史Ａ 2
地 世界史Ａ 2 漢文演習 2 歴史 日本史Ａ 2
理 世界史Ｂ 4 4 地 世界史Ａ 2 公民 現代社会 3
歴 日本史Ａ 2 理 世界史Ｂ 5 5 数学Ⅰ 4
史 日本史Ｂ 4 4 歴 日本史Ａ 2 数 数学Ⅱ 5

地理Ａ 2 史 日本史Ｂ 5 5 数学Ⅲ 5
公 政治・経済 3 公 倫理 2 数学Ａ 2
民 現代社会 3 民 政治・経済 2 学 数学Ｂ 2

数学Ⅰ 4 数学Ⅰ 3 数学Ⅰ演習 3
数 数学Ⅱ 4 数 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ演習 3

数学Ａ 2 数学Ａ 2 物理基礎 3
学 数学Ｂ 3 学 数学Ｂ 2 理 化学基礎 2

数学演習 4 数学演習 2 生物基礎 2
化学基礎 2 化学基礎 2 科 地学基礎 3

理 生物基礎 2 理 生物基礎 2 物理 4
地学基礎 2 科 地学基礎 2 化学 4

科 化学 4 理科演習 2 生物 4
生物 4 保 体育 2 2 3 物理演習 3

保健 体育 2 2 3 体 保健 1 1 化学演習 3
体育 保健 1 1 芸 音楽Ⅰ 1 1 生物演習 3

選択体育 2 術 美術Ⅰ 1 1 保 体育 2 2 3
音楽Ⅰ 1 2 書道Ⅰ 1 1 体 保健 1 1

芸 美術Ⅰ 1 2 英語Ⅰ 5 芸 音楽Ⅰ 1 1
書道Ⅰ 1 2 英 英語Ⅱ 5 術 美術Ⅰ 1 1

術 選択音楽Ⅱ 3 ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5 書道Ⅰ 1 1
選択美術Ⅱ 3 選択ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 2 英 英語Ⅰ 5
選択書道Ⅱ 3 語 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 語 英語Ⅱ 5
英語Ⅰ 4 英語演習 2 3 ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5

英 英語Ⅱ 4 家庭 家庭基礎 2 家庭 家庭基礎 2
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5 情報 SS国際情報 2 情報 SS国際情報 2

語 ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 2 学際科学 1
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 SS数理演習 1
選択ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 1 1 1 SSﾌﾟﾚｶﾚｯｼﾞⅠ 1
英語演習 2 2 1 1 1 SSﾌﾟﾚｶﾚｯｼﾞⅡ 1

家 家庭総合 2 2 34 34 34 SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1
庭 選択家庭総合 2 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1]
情 SS国際情報 2 ＬＨＲ 1 1 1
報 情報演習 2 ・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。 1 1 0

情報Ｃ 2 ・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。 34 34 34
学校
設定
科目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1] ・3年次「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」は、それぞれ2年次の同名の科目の ・教育課程は事情により変更することがあります。

ＬＨＲ 1 1 1 　履修が必要です。 ・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

総合的な学習の時間 1 1 1 ・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。 ・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。

34 34 34 ・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。

・教育課程は事情により変更することがあります。 ・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。

・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。

・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。

・選択芸術「Ⅱ」は、2年次に同名の芸術「Ⅰ」の履修が必要です。

・3年次「数学Ｂ」「数学演習」は、2年次「数学Ⅱ」の履修が必要です。

・3年次「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」は、それぞれ2年次の同名の科目の履修が必要です。

・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。

・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

総合的な学習の時間

2年　 3年 ２年 3年　 3年　

学校
設定
科目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1]

学校
設定
科目

ＬＨＲ
総合的な学習の時間

・教育課程は事情により変更することがあります。



            文京学院大学女子高等学校　全日課程　普通科　教育課程　単位数 【平成24年度高等部入学生】 平成24年6月16日　教務部

　  [高等部英語クラス] 　  [高等部文理クラス]   　[高等部特進クラス]   　[高等部理数クラス]
教科 科目名 1年 2年 3年 教科 科目名 1年 教科 科目名 1年 教科 科目名 1年 2年

国語総合 5 国語総合 5 国語総合 5 国 国語総合 4
国 現代文 4 3 国 現代文 3 3 国 現代文 3 3 現代文演習 2
語 古典 3 3 語 古典 3 3 古典 3 4 語 国語演習 3 3

国語演習 2 国語演習 3 語 国語演習 4 2 地理 世界史Ａ 2
地 世界史Ａ 2 地 世界史Ａ 2 漢文演習 2 歴史 地理Ａ 2
理 世界史Ｂ 4 4 理 世界史Ｂ 4 4 地 世界史Ａ 2 公民 現代社会 3
歴 日本史Ａ 2 歴 日本史Ａ 2 理 世界史Ｂ 5 5 数学Ⅰ 4
史 日本史Ｂ 4 4 史 日本史Ｂ 4 4 歴 地理Ａ 2 数 数学Ⅱ 5
公民 現代社会 3 地理Ａ 2 史 日本史Ｂ 5 5 数学Ⅲ 5
数学 数学Ⅰ 3 公 政治・経済 3 公 倫理 2 数学Ａ 2
理 化学基礎 2 民 現代社会 3 民 政治・経済 2 学 数学Ｂ 2
科 生物基礎 2 数学Ⅰ 4 数学Ⅰ 3 数学Ⅰ演習 3

地学基礎 2 数 数学Ⅱ 4 数 数学Ⅱ 4 数学Ⅱ演習 3
保健 体育 2 2 3 数学Ａ 2 数学Ａ 2 物理基礎 3
体育 保健 1 1 学 数学Ｂ 3 学 数学Ｂ 2 理 化学基礎 2
芸 音楽Ⅰ 1 1 数学演習 4 数学演習 2 生物基礎 2
術 美術Ⅰ 1 1 化学基礎 2 化学基礎 2 科 地学基礎 3

書道Ⅰ 1 1 理 生物基礎 2 理 生物基礎 2 物理 4
英語Ⅰ 5 地学基礎 2 科 地学基礎 2 化学 4

英 英語Ⅱ 5 科 化学 4 理科演習 2 生物 4
ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5 生物 4 保 体育 2 2 3 物理演習 3
ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 3 3 保健 体育 2 2 3 体 保健 1 1 化学演習 3

語 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 体育 保健 1 1 芸 音楽Ⅰ 1 1 生物演習 3
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 3 3 選択体育 2 術 美術Ⅰ 1 1 保 体育 2 2 3
英語演習 2 2 音楽Ⅰ 1 2 書道Ⅰ 1 1 体 保健 1 1

家庭 家庭総合 2 2 芸 美術Ⅰ 1 2 英語Ⅰ 5 芸 音楽Ⅰ 1 1
情報 SS国際情報 2 書道Ⅰ 1 2 英 英語Ⅱ 5 術 美術Ⅰ 1 1
学校
設定
科目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1] 術 選択音楽Ⅱ 3 ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5 書道Ⅰ 1 1

ＬＨＲ 1 1 1 選択美術Ⅱ 3 選択ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 2 英 英語Ⅰ 5
総合的な学習の時間 1 1 1 選択書道Ⅱ 3 語 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 語 英語Ⅱ 5

34 34 34 英語Ⅰ 4 英語演習 2 3 ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5
・教育課程は事情により変更することがあります。 英 英語Ⅱ 4 家庭 家庭基礎 2 家庭 家庭基礎 2
・点線の組み合わせは、選択科目を表します。 ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 5 情報 SS国際情報 2 情報 SS国際情報 2
・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。 語 ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 2 2 学際科学 1
・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。 ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 SS数理演習 1
・3年次「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」は、それぞれ 選択ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 1 1 1 SSﾌﾟﾚｶﾚｯｼﾞⅠ 1
　 2年次の同名の科目の履修が必要です。 英語演習 2 2 1 1 1 SSﾌﾟﾚｶﾚｯｼﾞⅡ 1
・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。 家 家庭総合 2 2 34 34 34 SSｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1

庭 選択家庭総合 2 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1]
情 SS国際情報 2 ＬＨＲ 1 1 1
報 情報演習 2 ・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。 1 1 0

情報Ｃ 2 ・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。 34 34 34
学校
設定
科目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1] ・3年次「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」は、それぞれ2年次の同名 ・教育課程は事情により変更することがあります。

ＬＨＲ 1 1 1 　 の科目の履修が必要です。 ・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

総合的な学習の時間 1 1 1 ・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。 ・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。

34 34 34 ・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。

・教育課程は事情により変更することがあります。 ・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。

・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

・選択科目の成立には10名以上の履修希望者が必要です。

・芸術「Ⅰ」の科目は2･3年次で同じ科目を履修します。

・選択芸術「Ⅱ」は、2年次に同名の芸術「Ⅰ」の履修が必要です。

・3年次「数学Ｂ」「数学演習」は、2年次「数学Ⅱ」の履修が必要です。

・3年次「日本史Ｂ」「世界史Ｂ」は、それぞれ2年次の同名の科目の履修が必要です。

・「ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学」は自由選択科目です。

・点線の組み合わせは、選択科目を表します。

総合的な学習の時間

2年　 3年 ２年 3年　 3年　

学校
設定
科目

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ環境科学 [1]

学校
設定
科目

ＬＨＲ
総合的な学習の時間

・教育課程は事情により変更することがあります。





別紙様式１－２ 

文京学院大学女子高等学校 ２４～２５ 

 

平成２４年度コアＳＳＨ実施報告（【地域の中核拠点形成】） 

 

 ① 研究テーマ  

理数振興の中核拠点として、小学校から大学までを垂直・水平に結びつける新しい科学教育のネッ

トワークを形成し、地域と学齢を超えた教育連携・生徒＆教員研修システムを構築する。～ＳＳＨ

で開発する数学-理科横断型教材・高大接続教材の普及をめざして～ 

 ② 研究開発の概要  

本コアＳＳＨの主な柱を以下の３つに設定する。 

（Ａ) 先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学

と理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴ（サイ

エンス・ティーチャー・トレーニング）コース』の開発と運営 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の

拡充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

 ③ 平成２４年度実施規模  

学校全体と理数クラス。その他、埼玉県立熊谷西校等学校、埼玉県立川越女子高等学校、市川学園

中学校・高等学校、東京都立小石川中等教育学校、などＳＳＨ指定校。都立豊島・墨田川など首都

圏公立高校、および近隣私立高校など。文京区・豊島区公立中学校・小学校、文京区教育センター

とも連携し多くの参加者を募る。 

 ④ 研究開発内容  

○具体的な研究事項・活動内容 

 （Ａ) 先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学

と理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

近隣に在所する中～高校の理系意識の高い生徒と、研鑽を積みたい若手理数系教員がともに必要と

する先端的な発想で編集された以下２つの教材を開発・実践し、高大接続教材として普及させる。 

 

Ⅰ．「脊椎動物の解剖実習とMRI画像解析を通した理科・数学の統合教材の実践」 

Ⅱ．「数学と理科を有機的に結ぶ『科学知の技法』の教材化と、地域への普及還元 

 （ＳＳＨを基盤とした高大接続教材）」 

 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴ（サイ

エンス・ティーチャー・トレーニング）コース』の開発と運営   

 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の

拡充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

参加者アンケート分析によると、スーパーレクチャ①では法医学の講演を英語でしたが、「科学英

語を勉強することは、自分の将来の仕事の可能性を広げてくれると思いますか?」では78％が思うに

マークをしていた。英語による興味のある分野の講演等の機会が多いほどこのような思いになると



思われる。8/28ノロウィールスにかかりやすいかどうかのDNA分析の実験アンケートでは、各自自身

口内細胞から遺伝子分析をした内容だったので、アンケートにもそのことが色濃く出ていた。「科

学技術の進歩は、通常社会に利益をもたらす」に対して72.0％がそうだと思うにマークをしていた

。この遺伝子分析が社会に果たす役割を理解していると思われた。  

 

○実施上の課題と今後の取組 

（Ａ) 先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学

と理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営について今年度実施の科学教

育プログラム『科学知の技法』は過去４年間継続してきた完成されたプログラムである。今後、広

報戦略を見直し、解剖分野に興味のある生徒や教員に広く募集をかけていきたい。解剖実習のテキ

ストと必要な資料や解説から、解剖実習の標本の入手方法までパッケージ化し、より解剖実習がし

やすく、また、さらに補足的に疑問点や生物に関する知識を入手することができるネツトワーク作

りをしていきたい。 

 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴ（サイ

エンス・ティーチャー・トレーニング）コース』の開発と運営 

年間計画を立て、実施してみたものの、理科を専科としない小学校の先生方に集まって頂くことが

難しいことがわかった。多忙である点や出張扱いにするためには管理職の許可が必要であったりと

、なかなか定期的にご参加頂くのが厳しいことがわかった。従って、次年度については文京区の教

育センターと協力しいくつかの企画を実施することにした。 

 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の

拡充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

 年当初計画していた、電子顕微鏡の調整に手間取り、開始日が遅くなってしまったが、今年度につ

いては早々に開始していきたい。また、同様に、文京区教育センターの「科学講座」を一部本校で

も担当させて頂き、地域に根ざした科学教育を推進していきたい。また、文京区教育センターのネ

ットワークと本校の持つネツトワークを融合することにより、文京区内の小学校から大学までのネ

ットワークを広げることができ、指導者の交流のみ成らず受講者についてもより選択の幅が広がり

に参加しやすい土壌作りを目指したい。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙様式２－２ 

文京学院大学女子高等学校 ２４～２５ 

 

平成２４年度コアＳＳＨの成果と課題（【地域の中核拠点】） 

 ① 研究開発の成果  

（Ａ) 先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学

と理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

 １）「脊椎動物の解剖実習とＭＲＩ画像解析を通した理科・数学の統合教材の実践」：近隣に在

所する中～高校の理系意識の高い生徒と、研鑽を積みたい若手理数系教員がともに学ぶ研修会を企

画した。医療画像（MRI）を題材とした生物学的解析講座や科学的解析に必要な数学講座を中心に

展開し、科学知の習得に向けた“理数プログラム＆教材”を開発し実践した。特に、若手教員でも

経験したことがないミクロからマクロレベルの生命科学を軸に、先端遺伝子研究が社会に与える影

響をロールプレイする内容や、先端工業などキャリア教育的な内容をいれた講座を実施し好評を得

た。 

 ２）「数学と理科を有機的に結ぶ『科学知の技法』の教材化と、地域への普及還元（ＳＳＨを基

盤とした高大接続教材）」：１）の内容や、本校ＳＳＨの学校設定科目『ＳＳ数理演習』などの内

容を基に、各講座の教材を生徒の反応を加味して普及型教材にする再構築作業に取り掛かった。本

年度は動物解剖マニュアルのデジタル教本の原版を作成し、熊谷西高校や東京都教員研修会で試用

した。 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴコース』

の開発と運営 

 理科が不得意な小学校教員を対象として、教科書の学習内容に添う『やっておきたい理科実験』

を実施した。個々の教員の能力や必要性に応じて研修できるマンツーマンの教員研修となった。ま

た、中学・高校の若手教員向けには（A）と連動した実験・演習講座を実施し、生徒の学びの様子

を間近で見ながら、自らも先端的な科学教育を研修する講座として好評だった。その他、東京都教

員研修会への講座協力により本校で開発したプログラムの普及を進めた。また、『やってはいけな

い理科実験』教材の映像教材の制作に取り掛かった。 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の   

拡充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

 １）地域向け『SS ラボ（実験教室）』の実施：本校にある走査電顕などが整備された実験室を『SS

ラボ』として発展させ、８月・１１月・２月の３期で本校 SSH 生徒をチューターとする『親子で学

ぶ SS ラボ』を実施した。８月と２月には延べ〇〇組の参加があったが、１１月は参加者が集まら

ず流会となった。 

 ２）教員が自分の手で教材開発する素地基盤を形成できるコンサルテーション：東久留米市立中

学校教育研究会や豊島区立中学校教育研究会が主催する理科教員研修会に関する相談を受け、研究

授業のコメンテーターの派遣や講演講師のアレンジ・紹介などを行った。豊島区内の中学・高等学

校への出張講座や新宿区教員研修会での講師を派遣した。米沢市教育委員会の依頼で米沢市小学校

養護教諭１５名の本校での出張研修を受け入れた。 

 ３）小～大学を結ぶネットワーク形成：地域の小～大学教員向けに Web やソーシャル・ネットワ

ーク・サービスを活用した情報発信システムとして、本校からツイッターで科学教育に関する情報

を即時的に発信する体制を作った。また、科学教育における有用なサイトへのリンクを張る等、積

極的に告知をした。 

 ② 研究開発の課題   

すること） 

（Ａ) 先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学

と理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

１）「脊椎動物の解剖実習とＭＲＩ画像解析を通した理科・数学の統合教材の実践」 



本項目は、本年度は比較的着実に前進することができたので、次年度の開発課題としては、次の

４項目①動物の解剖講座、②遺伝子解析と遺伝カウンセリング講座、③医療画像解析講座、④医

療統計講座、を中心とした講座の実施と関連する教材の開発である。次年度では、さらに SSH 校

だけでなく一般高校や大学初年次にも導入可能な高大接続教材として普及させる計画である。 

２）「数学と理科を有機的に結ぶ『科学知の技法』の教材化と、地域への普及還元（ＳＳＨを基盤

とした高大接続教材）」 

次年度は、今年度の教材作成作業を継続しつつ、本年度 SSH 本体の学校設定科目で展開した「卵が

割れるとはどういう現象か？」「濡れたタオルが乾くまで起こっていることは何か？」を教材化の

テーマに選定し、内容を抜粋した教材作成を準備中である。特に、卵が割れる因子分析から派生さ

せたエッグドロップについては、大きな器具や実験装置も必要なく、いずれの教育現場でも教材と

して受け入れやすいものとして、近隣 SSH 校からも問い合わせがきていることから速やかな普及教

材化が急務であると考えている。また、理系大学における学びの重要性に関して各分野の高大接続

的要素を抽出する目的で、理系大学の教員や学生にアンケート調査を行なっている。現段階では、

まだサンプル数が少ないが、次年度、このアンケート結果から「大学までにやっておきたい内容」

を選定し、教材効果を検証していく予定である。 

 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴコース』

の開発と運営 

本年度の小学校教員の研修講座では、予想以上に参加者が集まらず、当初の計画通りに講座が展開

できなかった。その問題点として以下の３点があげられる。 

①教育委員会を通し告知・募集をしたが、現場教員まで講座の意図が十分に浸透できなかった。 

②研修の開催日時設定が小学校教員の多忙さや、行事との兼ね合いで参加しにくかった。 

③大学主催の研修会が乱立する中で、高校主催の研修会に対して期待度が薄かった。 

これらの反省を受けて、特に文京区については、文京区内の小中学校教員研修を行っている文京区

教育センターと次年度に向けて連携協力を協議し、共同講座のために打ち合わせなどを行なってい

る。また、本校への来校による研修だけではなく、積極的に現場を訪問し、教える側の立場に立っ

た指導法の改善策等ディスカッションや演示実験の指導をもとに広めていきたい。また、本年度製

作を開始した『やってはいけない理科実験』映像教材をもとに教員研修を実施する。あえて間違っ

た実験方法を行い失敗することで、失敗の理由や危険性を理解し、安全に実験を行う方法を習得さ

せる。今後、教育現場で試用してもらい、教材としての効果を検証していきたい。 

 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の   

拡充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

１）地域向け『SS ラボ（実験教室）』の実施：次年度も本年度と同様に実験教室を実施する。本年

度は地域の小～高校に広く告知をしたが、参加者が伸び悩んでいる問題があり、SSH の普及という

目標のために対策が急務である。 

２）教員が自分の手で教材開発する素地基盤を形成できるコンサルテーション：次年度も本年度と

同様に地域を中心とした教育委員会等の要求に応じてコンサルテーションを行う。また、本校コア

SSH の１年間の活動を基盤として、着実に近隣に広がりを見せており、一例として、次年度に、SSH

に関して本校校長と目黒区教育長とのミーティングがもたれる予定である。 

３）小～大学を結ぶネットワーク形成：次年度も本年度と同様に科学教育情報を Web 等で発信する。

また、地域の小～大学教員向けに即時的な疑問解決システムを構築することについては、本年度は

協力を依頼する連携大学等への働きかけが十分ではなく実現には至っていないため、次年度に企画

を再整備し、連携大学との打ち合わせを重ねて前進させる計画である。 

 



1 章 研究開発の内容 

■コア SSH 

（Ａ）先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学と

理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

 

科学知の技法  

１．脊椎動物のからだ講座 

8/6・7 コア SSH 医療用ブタ・サメの解剖実習 文京学院大学保健医療技術学部 樋口桂先生 

目的 固定済み「サメ・カエル・ブタ」の標本を肉眼解剖学的手法で系統的に解剖して、比較解剖学

的に臓器の配置やつながりを確認しながら形態から見た脊椎動物の系統進化を探る。ミクロからマ

クロまで幅広く生物学的な研究手法を学ぶ。摘出した標本は持ち帰って教材として活用可能とした。 

参加人数 他校生徒９名 他校教員１名 本校 TA として高２生徒 １６名参加 

内容 ブタの系統解剖を中心に実施：体表観察、剥皮、筋・末梢神経・末梢血管の観察・頸部内臓の

観察、：胸部内臓・腹部内臓の観察、脳の摘出と観察、（サメの観察）     

他校生は初めてであったが、本校のＴＡ生徒は 3 回目の解剖で、慣れもありスムーズに解剖実習が

できているようであった。実際指導というところまで全員が学習し得ているとは言いがたいものの、

手際よく解剖に取り組んでいた。  

 

２．遺伝子解析講座 

8/28 遺伝子解析実験法講座｢ノロウイルス感染症に関わる血液型抗原分泌性の遺伝子解析｣ 

目的 遺伝子解析の方法を学ぶ  東邦大学 理学部 佐藤浩之先生   

参加人数  生徒 高２17 名 他校生徒 1１名 他校教員 ３名 

内容 参加者自身の口腔粘膜の上皮細胞から遺伝子を抽出し、ノロウイルスに感染しやすい体質かを

左右する遺伝子（FUT2）を解析する一連の実験方法を学ぶ。また、日米両国で遺伝カウンセラーと

して認定され、医療機関等で幅広く活躍する女性研究者を招いて、ロールプレイ方式で遺伝カウン

セリングを体験する。究極の個人情報である遺伝子とその形質を知ることに対する様々な側面・問

題点について理解を深めることを目的とする。ノロウイルスにかかりやすいかどうか参加者の遺伝

子診断の手法を学んだ。 

  

8/29 「遺伝カウンセリング体験講座」 

目的 究極の個人情報；遺伝形質を理解する ～遺伝カウンセリング・ロールプレイ～ 

木場公園クリニック 田村智英子先生 

参加人数  高２ ８名 他校生徒 ８名 他校教員 ４名 

内容 2 日間にわたり遺伝子研究先端の内容に触れた。１日目の遺伝子診断については、事前に保護

者の同意を得て実施した。2 日目の遺伝子カウンセリングは、①患者、②患者の母親、③遺伝カウ

ンセラーなどと、役割分担を決めて話合いをした上で、それぞれの役になり演じながら進めた。難

しいロールプレイで、かなり重い内容でもあった。妊娠した女性の血液検査から胎児の先天的な異

常がわかるようになり、2 つの大学病院がその診断を開始したというニュースも流れ、生徒にとっ

て大変有意義な議論となった。 

 

 

 

 

 



募集要項見本 

平成２４年８月１日 
地域のSSH高等学校・教員各位 
   高校生・保護者各位 

文部科学省SSH指定 文京学院大学女子高等学校 
科学教育センター  

連携 文京区・豊島区教育委員会 
 

コアSSH・文京 夏季特別講座〜科学知の技法〜 

 

ミクロからマクロまで幅広く生物学的な研究手法を学ぶことができる、実験講座を企画しました。ぜひご参加ください。 

 

日

 

程

  

I.比較解剖で理解する脊椎動物のからだ講座 

① ８月６日（月）９：３０～１７：００ ①②連続受講   

② ８月７日（火）９：３０～１７：００  

II.遺伝子解析講座 

① ８月２８日（火）１０：００～１７：００  

② ８月２９日（水）１０：００～１５：００  

会場：文京学院大学女子高等学校 生物室・BALＳtudio（JR山手線：駒込駅・巣鴨駅ともに徒歩４分） 

   113-8667 東京都文京区本駒込６－１８－３ 

参加費  ： コアSSHの支援によりSSH校は補助が出ます。事前に連絡のこと。交通費は各自負担 

対 象 ： 地域の高校生および先生方（生徒と教員が共に学ぶ研修会です）※応募者多数の場合、抽選。 

申込締切り：Iの解剖講座は、８月４日(土) IIの遺伝子解析講座は、８月２7日（金） 

 

指導： 

■比較解剖で理解する脊椎動物のからだ講座 

 樋口 桂（文京学院大学・保健医療技術学部・准教授・医学博士・科学教育センター専門委員長） 

 川崎堅三（鶴見大学・歯学部・名誉教授、文京学院大学・講師・歯学博士） 

 棚橋信雄（文京学院大学女子中学校高等学校 科学教育センター） 

 

■遺伝子解析講座 

 佐藤浩之（東邦大学理学部・准教授・医学博士） 

 田村智英子（木場公園クリニック・元お茶の水女子大学准教授・米国認定遺伝カウンセラー） 

⚠申し込みに際しての注意事項 

I解剖で使用するブタ・サメ標本（各５０ｃｍ程）は、薄いホルマリン・アルコールで固定・殺菌処理された解

剖実習専用のきわめて衛生的な標本です。血管系に色素樹脂が注入されており、解剖中に出血はありません。

ただし、ホルマリンなどの化学物質過敏症の方や解剖観察自体が苦手な方は、受講をご遠慮ください。 

II 遺伝子解析講座は参加者自身の口腔粘膜の上皮細胞から遺伝子を抽出して解析します。口腔粘膜の採取時に

からだを傷つけることはありません。ただし、遺伝子の解析によって自分の遺伝特性（個人情報）を知ること

になる場合があります。参加に際しては必ず保護者の同意を得てください。 
 
 

コアSSH・文京 「科学知の技法」 

内容紹介 

I.脊椎動物のからだ講座 

固定済み「サメ・カエル・ブタ」の標本を肉眼解剖学的手法で系統的に解剖して、比較解剖学的に臓器の配置やつ

ながりを確認しながら形態から見た脊椎動物の系統進化を探ります。摘出した標本は持ち帰って教材としてご活用

いただけます。 

夏季：ブタの系統解剖を中心に実施 

 ８月６日：体表観察、剥皮、筋・末梢神経・末梢血管の観察・頸部内臓の観察  

 ８月７日：胸部内臓・腹部内臓の観察、脳の摘出と観察、（サメの観察）    



 ＊２月にも続編を予定しています。とくに脊椎動物の比較解剖学（サメ・カエル）を中心として実施予定です。 

 

II.遺伝子解析講座 

参加者自身の口腔粘膜の上皮細胞から遺伝子を抽出し、ノロウィルスに感染しやすい体質かを左右する遺伝子

（FUT2）を解析する一連の実験方法を学びます。また、日米両国で遺伝カウンセラーとして認定され、医療機関等

で幅広く活躍する女性研究者を招いて、ロールプレイ方式で遺伝カウンセリングを体験します。究極の個人情報で

ある遺伝子とその形質を知ることに対する様々な側面・問題点について理解を深めます。 

 

  ８月28日：遺伝子解析実験法講座（東邦大学理学部：佐藤先生）  

       参加者のノロウイルスにかかりやすいかどうかの遺伝子診断の手法！ 

  ８月29日：遺伝カウンセリング体験講座（木場公園クリニック：田村先生） 

       究極の個人情報；遺伝形質を理解する～遺伝カウンセリング・ロールプレイ～ 

 

※ 

 

（Ａ）先進的な理数系モデル教材を題材とした、理系志望意識の高い生徒と若手教員のための数学と

理科を横断する科学教育プログラム『科学知の技法』の開発と運営 

 

科学知の技法 

10/14 中学生対象スーパーサイエンス・ラボ  近隣中学生・保護者３５名  

仮説・検証型科学教育の延長にあるキャリア紹介講座 対 象 中学校２年生・３年生、中学校教員  

 

第１部 特別講義 「お医者さんはどうやって病気を診断しているの？」 

 ～科学的な仮説・検証に基づく医療～  

 講師：三宅修司先生 みやけ医院院長・東京医科歯科大学医学部 元教授・保健管理センター長  

  現役の医師による特別講義で、医師が日常的に行う診察にも、科学的な観察力、科学的なデー

タ収集、そして、“仮説と検証”の科学的な思考プロセスが必要であり、医師が患者さんから

科学的に必要な手がかりをどのように得て評価し、診断して治療方針を決めるのか、また、科

学的な思考プロセスに基づいた診察の手法をわかりやすく解説した。  

 

第２部 実験教室 「自分の心臓の音と動きをしらべてみよう！」 

 講師：女子栄養大学 教授・医学博士 生理学研究所 特任教授渋谷まさと先生  

  実際に自分の心音を確かめ、心音など、人体から発せられる信号を分析することで心臓のはた

らきを考えさせる企画、聴診 器で自分の体の音を聞き、心電計で自分の心臓の動きを調べる

実験を実施し参加生徒の興味関心を引いた。  

 

11/15 『お口の健康科学講座』 16：00～18：00  

口腔内の健康科学講演と実験：ロッテ中央研究所基礎研究部口腔科学研究室長 佐伯洋二先生 

参加者生徒１９名 養護教員１６名 他校教員２名 

咀嚼力と健康の関係を考えるをテーマにガムを使った咀嚼力検査（参加者全員） 

実験１.唾液検査でわかるお口の健康自分の唾液緩衝性の実験を通じて虫歯のリスクをチェック 

実験２.口腔内の細菌を観察．お口の健康標本展示解説：鶴見大学歯学部名誉教授 川崎堅三先生 

 

■先端科学連続講座 MRI・CT 講座（参加者：本校延べ６２名、他校生徒延べ６４名、他校教員延べ

14 名） 

①12/ 8：MRI・CT 解析の数学・物理学的背景（島根大学 御園真史先生・東芝メディカル協力） 



②12/16：MRI・CT 解析の実践（文京学院大学・鶴見大学（株）LEXI 協力） 

③ 1/26：MRI・CT 解析結果の応用 立体プリンターの打ち出し作業を見学と研究現場を訪問 

④2/2・3 連続講座：動物解剖学実習指導法講座（生徒と教員のための講座）文京学院大学・鶴見大学 

→過去 4 年間実施してきたプログラムで、今回は最後にまとめの解剖を設定した。熱心に解剖する生

徒が多くプログラムとしての完成度は最も高いものになっている。一昨年の SPP ではプラン B で JST

からこの講座の記録ビデオが全国に配布された。 

 

2/8「生物統計に基づく実験の組み立てとデータの解析」参加者：本校４０名、他校 3 名、教員 5 名  

（生徒と先生がともに学ぶ講座・ｴｰｻﾞｲ・ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄｸﾘｴｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑｽﾞ 10 名協力） 

「医薬品開発における統計の役割」 

→数学的統計分析と「治験」の二つの視点から組み立てられたプログラム 

 

（Ｂ）小・中・高校の理数系教員に対する指導力向上に有効な研修プログラム『文京ＳＴＴ（サイエ

ンス・ティーチャー・トレーニング）コース』の開発と運営 

 

8/31 小学校教員向け 文京 STT 研修会 指導：工学院大学 若松昭秀先生 

  豊島区内の小学校教諭 1 名参加  2 時 45 分開始 4 時 30 終了 

  90 分のマンツーマン実験講義で得るものが大きかったとの感想をいただく。 

 

募集要項見本 平成２４年８月２０日 

 
地域の小学校の先生方各位 

文部科学省 SSH 指定 文京学院大学女子高等学校 
科学教育センター 

連携 文京区・豊島区教育委員会 

科学教育センター 雨宮正典 

小学校教員指導力向上研修プログラム 

『文京ＳＴＴ（サイエンス・ティーチャー・トレーニング）コース』のご案内 

 

本校は、平成 24 年度スーパーサイエンスハイスクール（SSH）に文部科学省から指定されました。ま

た同時に、コア SSH（地域の中核的拠点形成）にも採択されました。このコア SSH の取り組みの一環

として、小学校・中学校の先生のための定期研修（文京 STT）コースを実施いたします。 

また、SSH の採択に合わせて本校にある電子顕微鏡（工学院大学の

ご支援により設置しました８万倍の電子顕微鏡です）研究室を「SS

ラボ」として、地域の先生方にも授業の資料作成などにご活用い

ただけるように準備しています。 

 地域の先生方におかれましては、日頃の授業力向上のため、ぜ

ひ「文京 STT」をご活用いただきたいと思います。文京学院大学女

子高等学校は、地域における科学教育の中核拠点校として先生方

のお越しをお待ちいたしております。 

 

文京ＳＴＴ（サイエンス・ティーチャー・トレーニング）の目的・概要 

【小学校教員研修】 

おもに理科が専門でない小学校教員向けの講座です。日頃の理科授業における指導力アップを目的と

して、各単元に出てくる実験などを事前に準備・経験できる研修講座です。 

平素の授業進度で、およそ 1～2 か月後にひかえる単元の予習ができるように講座内容が組まれていま

す。理科指導のポイントや実験・観察の方法など、「やっておきたい実験」を実際に体験しながら指

導担当者からマンツーマンに近い指導を受けることができます。安全かつ効果的な実験指導のための

 



授業準備としてこの講座をご活用いただけますので、若手の先生や理科が苦手な先生でもお気軽にご

参加ください。詳しい内容は後ほど年間予定表をお伝えいたします。 
 
対 象：地域の小学校教員（定員：各回 5 名程度） 
日 時：基本的には、８月～3 月の金曜日の午後 14：45～16：15（90 分） 

  
場 所：文京学院大学女子高等学校 理科室（化学室・生物室・物理数学室・中学理科室） 
   JR 山手線駒込駅・巣鴨駅ともに下車４分 
講 師：工学院大学理科教育センター講師陣・本校科学教育センター委員等 
受講料：実験材料費を含め無料（コア SSH の経費支援による） 

 

文京 STT の特色 

理科大好き児童を増やすために！ 

 理科は実験が基本です。先生ご自身が実験・実習を体験することにポイントを置きます。 

 研修される先生ご自身が楽しんで実験していただけるよう配慮しています。先生ご自身が理科の

楽しさを感じながら教鞭をとることは、理科好きの児童・生徒を増やすことにつながります。 

  安全かつ教育効果の高い実験を！ 

 小学校の新学習指導要領に添う『やっておきたい理科実験』のほかに、『やってはいけない理科

実験』教材も提供します。あえて間違った実験方法を行い失敗することで、失敗の理由や危険性

を理解し、安全に実験を行う方法を習得することが目的です。 
 受講される小学校の先生方に理科実習力のさらなるスキルアップを目指します。習得いただいた技

術等を授業に生かしていただき、児童に理科の楽しさをさらにお伝えいただき、理科好き児童を一
人でも増やすことを目的に講座を開きます。そのために実践的な教育効果を狙います。 

 参加される先生方には参加に当たって自ら理科授業での実践的な課題を見出して頂き、この課題の
解決方法を講師や大学教授や本校中学・高校教員と共に、学びあいながら、自らの理科教育に対す
る理解を深め、実習実験技術のスキルアップをはかります。 

 また、講座に参加いただくことにより理科教育ネットワークを小学校の先生方と結び、広がりを持
った関係性を築きたいと考えます。是非先生方のご参加をお待ち申し上げます。 

 
■第一回テーマ 

 講座『電気の基本で、押さえておくと効果的な実験実習』 
 
小学校の理科のご指導に向けて、特に『電気の基本』をテーマに、 
指導上の留意点やご指導に当たっての有効な工夫など、実験をしな 
がら学ぶことができます。特に専科が理科以外の先生を対象に開講 
いたします。マンツーマン方式で様々な疑問にお答えいたします。 
たとえば 
例）エナメル線とリード線の違いは何？ 
例）乾電池はすべて１．５ボルトなの？ 
例）マンガン乾電池とアルカリ電池の違いは何？ 
例）太陽光発電があちこちにあるのに、なぜ太陽電池だけで動く車が街の中を走ってないの？等 
 
 事前に電気の分野をご指導するにあたり、このようなことが知りたい等、疑問点をお伝えいただく
ことによって講座内容を柔軟に変更してまいります。どんどんお寄せください。 
 今後メールシステムを整え、講座に参加いたたただなくてもお答えするシステムを構築予定です。 
   
■日程 第一回 ① ８月３１日（金）午後 14：45～16：15（90 分）  
          
■受講５名程度募集 ※応募者多数の場合、抽選となります。 
 
■会場：文京学院大学女子高等学校  本部棟 物理室（JR 山手線：駒込駅・巣鴨駅ともに徒歩４分）                           
 
■指導        
若松昭秀（特別講師 工学院大学 理科教育センター 講師）  
樋口 桂（文京学院大学・保健医療技術学部・准教授・医学博士・科学教育センター専門委員長） 
棚橋信雄（文京学院大学女子中学校高等学校 科学教育センター）その他、本学理科教員他 
  

                                           ☆ 



8/20・21 東京都の認定研修 医療用ブタ解剖実験(支援は東京都から) 

参加人数 公立中学・高校理科教諭 20 名 

コア SSH には位置づけられていない企画であるが、東京都の研修講義として認定された。多くの生

物専科の教員の強い関心と解剖に関する研修の必要性を感じた。 

目的 科学教育ネットワークづくりと解剖学における深い学びを目的とする 

内容 体表観察、剥皮、筋・末梢神経・末梢血管の観察・頸部内臓の観察、胸部内臓・腹部内臓の観

察、脳の摘出と観察。 

 

９/２１第２回 午後 14：45～16：15（90 分）  工学院大学 理科教育センター 講師田中 豊先生 

 講座『月のかたちとその変化・太陽、押さえておくと効果的な指導法と実習』  

 小学校の理科のご指導に向けて、特に『月・地球・太陽の関係』をテーマに、指導上の留意点やご

指導に当たっての有効な工夫など、質疑応答をしながら学ぶことを企画、しかしながら参加希望者

はいなかった。  

 

10/26 新宿区教育委員会講演会 講師 樋口 桂 対象 区内小学校教員 30 名参加 

 演題「からだのしくみとふしぎ」 

 

11/15 第３回『お口の健康科学講座』 上記内容について 

 米沢市の教育委員会からの依頼で市内 13 校ある全小学校の養護教員 1６名が参加し、咀嚼力と健

康についての重要性につい て、あるいは自分の口内の細菌を顕微鏡で見たり、咀嚼力を見るガム

を用いて調べるなど参加した養護教員から充実していたとの感想を多く頂いた。 

 

11/7 豊島区研修会 講師コーディネイト科学教育センター 樋口 桂 対象 豊島区理科研

究部会教員２０名弱  

  講師「iＰＳ細胞について」東京慈恵会医科大学 医学部教授 岡野ジェイムス洋尚先生 

11/28 都立豊島高等学校 高校生対象 40 名 文化講座 講師 樋口 桂 

  演題「人体の不思議と健康」講演後、高校生徒とディスカッションし、さらに理解を深めた。 

12/8 豊島区立明豊中学校 全生徒対象３６６名 一部保護者 講師 樋口 桂 

  出張講義「知ってなっとく身体の不思議」 

 

 

（Ｃ）地域向け情報・成果発信の場としての『ＳＳラボ』の設置と開放により、科学好き生徒層の拡

充と小学校～大学の境を越えたネットワークづくり 

6/26・27 工学院大学の企画に参加 東松島出張理科教室  2 年理数クラス 47 名参加 

工学院大学の社会貢献の企画として、今年度初めて参加。被災地での理科実験教室のため、参加する

小学生や保護者への気配りを忘れず丁寧に対応することが求められた。また、被災地で献花・黙祷し、

改めて被害の大きさや被災地への支援の必要性を感じた。 

8/25・26 わくわくサイエンス祭り 工学院大学 八王子キャンパスで実施。 

参加人数 高 1 理数クラス 54 名。2 日間参加。来場者数２日間で約 9000 名、80 以上のブースが

あり、そのうち 1 ブースを本校生徒が担当した。１年生ゆえの経験不足と初めての科学企

画の運営であることから当初は円滑に進行できなかったが、２日間の経験により、その運

営能力も高まった。一人一人の理解と協力、そして準備の大切さを痛感できる良い経験に

なった。 

8/25  文京アカデミアこども実験教室(文京区から依頼・支援は文京区から)万華鏡の製作 



参加人数 TA 高 2  理数クラス 小学生低学年とその保護者 32 組参加。 

身近にある紙筒やプラスチックボール・洗濯糊等危険のない材料を使い、科学の不思議さ

を小学生に体験してもらうことを目的とした。昨年より依頼された地域貢献として参加し

ているものであるが、応募倍率は 2 倍以上であった。地域との連携の必要性を再認識した。

指導生徒にとっても、ラーニングバィテイーチングの教育効果は大きい。 

8/25 親子実験スーパーサイエンスラボ① TA 高 2 13 名 参加児童 15 名 

・光るスライム作り： 

事前に予備実験をしたもののスライムが堅くなったり、予測できない事態がおきたりと、臨

機応変に対応する力が要求された。 

8/26 親子実験スーパーサイエンスラボ②③ TA 高２理数クラス 18 名 参加児童 23 名 

・錯視の不思議： 

錯視の現象説明から、3Ｄ映画まで、なぜ錯視が起こるかを解説し、錯視を利用したペーパー

クラフト作りに参加者の保護者や子供達や保護者に体験してもらう。マンツーマンのペーパ

ークラフト指導を担当した生徒達は、小学校低学年児童や保護者に作業のポイントや科学の

楽しさをわかりやすく説明するコミュニケーションの難しさに苦労していた。 

・ダイラタンシーを探る：片栗粉 20 キロあまりを買い求め、小学生にダイラタンシー効果を体験。 

・イチゴの解剖学教室：イチゴの果実を解剖して肉眼や顕微鏡で観察し、実のつくりを調べる。 

 

9/29･30 学園祭におけるポスター発表 理数クラスの部屋を設置し、演示実験やポスター発表をす

る。前期までの活動であるエッグドロップコンテスト・小笠原自然教室・サメの解剖を解説                 

錯覚アートの展示と説明。エイムズの部屋の設置等。来校者は２日間で７００名余り。 

 

11/17・18 諏訪理科実験教室 工学院大学企画に参加 長野県諏訪市教育委員会 

会場 諏訪市中学校 

参加人数 高 1 理数クラス 54 名。2 日間参加。来場者数２日間で約 1800 名、１6 ブースがあり、

そのうち 1 ブースを本校生徒が担当した。１年生も対応になれ、ポスターも小学生用に分

かり易く準備し円滑な運営ができた。そのプレゼン能力も高まった。一人一人の理解と協

力、そして準備の大切さを痛感できる良い経験になった。 

 

11/17・18 コア・SSH 「親子で体験！スーパー サイエンスラボラトリー」  

   体験して楽しい科学の芽が育つ実験教室を企画し小学生の参加を募集 

     「味覚の不思議体験」、「光とレンズの仕組み」、「体の骨を組み立てよう」 

 

2/9：親子で学ぶ SS ラボ（小〜中学生向け） 

 「電子顕微鏡でみるミクロの世界（鶴見大学 井上孝二先生・工学院大協力）」参加者：親子 15

名参加 

 

■その他 

8/26～8/28 文京ジュニア SSH in 妙高高原 の活動報告 

目的 体験学習を通して自然に親しみ、自然に感動する心、大切に思う心などの感性を養うとともに、

健康増進や体力向上を目的とする。 

内容 国立妙高青少年自然の家の施設を利用し、妙高高原での自然体験やフィールドワークを通し

て、地球環境についての科学的理解を深める。 



参加人数 中１：２名、中２：５名、中３：14 名の 21 名 

充実した指導スタッフと、多彩なプログラムを持った施設で、源流探検や登山での自然観察、キャ

ンプ場でテント・シュラフの宿泊やナイトハイク、学習発表会など、素晴らしい体験ができた。 

 

「先進校への視察」 

・ノートルダム清心高校（岡山県）の視察   英語科教員 ２名 （6/24） 

・奈良女子大附属の視察   理科 1 名・数学２名参加 （11/23・24） 

・東海大附属高輪台高校・中学校 SSH 発表会 理科 1 名参加（10/17） 

・市川学園高等学校 スカイプを使った海外交流研究授業見学 英語科 1 名、情報・理科科 1 名参

加（11/30） 

・金光学園中学高等学校 英語を活かせる科学系人材の育成を目指して 英語科 1 名参加(3/9) 

 

「他校からの視察受け入れ」 

・広島・安田学園(6/22)2 名、島根・私立開星中学高等学校 1 名（10/13） 

・島根・私立開星中学高等学校 1 名（10/13） 

・米沢市小学校の市内全 13 校から養護教諭 15 名来校（11/15 の講座に参加） 

・千葉・私立市川学園 市川中学高等学校 SSH 担当者１名(11/26) 

   

 ｢研究会の参加｣ 

 第 36 回日本科学教育学会(会場 東京理科大学)参加 (8/27・29) 

 目的 幅広く科学教育の現状を学ぶため参加 参加人数 本校数学科教員 1 名参加 

 第 5 回初年次教育学会(会場 文京学院大学)参加 ((9/5・6) 

 目的 高大接続の問題他を学ぶため参加 参加人数 本校理科教員 1 名参加 

 

・原子力発電所事故の影響に関する国際会議（日本学術会議主催） 

 「原子力発電所事故の教訓・過酷事故発生時の世界の科学アカデミーの役割」本校理科 1 名参加

（10/10） 

・豊島区教育研究会 中学理科部会 研究授業及び講演会 順天堂大学医学部岡野ジェームス先生

「ｉＰＳ細胞について」本校理科 1 名参加（11/7） 

・板橋区教育委員会主催 :板橋区立加賀中学校 研究主題「学びを深める思考力・判断力・表現力の

育成」板橋区中学校長参加 ほか 60 名ほどの参加。元文部科学省初等中等教育館視察官宮崎活志

先生講師 本校教員 1 名参加（2/5） 

 

「国際交流」 

タイ国・チュラボーン・サイエンス・ハイスクール（CSHS）との連携協定（7/6）CSHS の校長４名を

含むタイ教育省関係者 10 名が来校し、協定書に調印した。１２/２３～２７日より２名の教員がタイ

のプッチャベリ校高校を訪問。 

今後の計画【予定】 

１）現高校 1 年生（10 年生）のメールによる交流 

２）Skype による交流 

 具体的なテーマは、理科の教員同士で直接相談するのが良いということになった。 

 2012 年度中または 2013 年度に高２で行いたい。 

３）文京学院の教員の CSHSP 訪問 

 2013 年夏に文京学院の教員 1～3 名を PCCP に派遣して欲しいという要請があった。 



 期間は 7 月～8 月中の 10 日程度。教科は、数学科、理科（生物または物理）、 

 情報科を希望。日本の教員がどのような教え方をしているのかを CSHSP の教員に 

 学ばせたいとのこと。 

４）文京学院の現高校 1 年生数名の CSHSP 訪問 

 2014 年 1 月初旬 3 日～7 日に、文京学院から数名の生徒が訪問し、5 日に両校のみ Science Fair

（研究発表会）を行う。 

５）CSHSP 生徒の文京学院訪問【暫定案】2014 年 4 月 15 日～24 日 生徒最大 12 名、教員 2 名で文

京学院を訪問する。生徒は４つの 

 プロジェクトの発表と文化紹介を行う。   

６）King Mongkut’s University ot Technology Thonburi の高校生対象サイエンス・キャンプへの

派遣を検討。 

CSHS：タイ王妃により創立、タイ全土に 12 校ある科学教育に特化した学校。本校とパートナーシップ

を結んだ高校は、バンコクにほど近いプッチャベリ校。 

※ 

 

「⑧コア SSH 関係資料」アンケート集計等 

■11/15 『お口の健康科学講座』 参加者アンケートより 

・初めての実験を、とても興味深くさせていただいた。唾液のはたらきとして、消化だけでなく、虫

歯予防に役立っていることが分かってとても楽しかった。 

・めずらしい講義や実験をすることが出来ると思い、参加させていただきました。咀しゃくの大切さ

を感じました。現代はやわらかい食事となりかむ力や回数が減ったと聞いていましたが、実際に卑弥

呼の食事を知りおどろきました。これからも歯について学びたいと思いました。ありがとうございま

した。久しぶりの染色作業。忘れているものですね。 

・実験久しぶりで楽しかったです。 

・自分の口の中の細菌を見ることができてよかった。 

・実際に目の前で実験して、咀嚼力をガムで見たり口腔内のｐH 度を見たので話だけで理解するので

はなく自分の口腔内の状態を理解できてよかったと思います。細菌を見る実験については少し時間的

に難しかった。 

・今日は改めて、歯の健康について学習できました。ガムは虫歯になると言われていたころ職につい

たので、昔の指導を思い出しました。科学的に目に見える指導は説得力があり、おもしろいと思いま

す。実験の様子を伝えられるよう、まとめてみたいと思います。ありがとうございました。久しぶり

にわくわくしました。 

・科学的に口腔内の健康について知ることができ、大変興味深く楽しく参加することができました。

日ごろ、児童に歯の健康について指導する時に、このような科学的な視点からとらえた指導ができる

と、児童にとっても、おどろきとともに体の不思議を知り、健康への意識向上につながっていくと思

いました。ありがとうございました。 

・とても楽しくお話を聞くことができました。咀嚼力検査については、小学生も興味をもって出来る

ことだと思うので、是非使用してみたいと思いました。 

・自分の口の中がどうなっているか、実験を通してわかることで、より歯に対して興味関心が生まれ、

自分の生活に生かしていけるなと思いました。とても楽しく体験させていただき、ありがとうござい

ました。 

・実験があると参加した感があり、より興味深く学ぶことができると感じた。歯の健康というと、む

し歯予防が代表となりがちだが、多面的に口の健康という視点でせまるのが良いと感じた。 

・実験は久しぶりでしたが、ミュータンス菌など見ることが出来、大変勉強になりました。お世話に

なり、ありがとうございました。 



・久しぶりに実験をさせて頂いて、わくわくしました。結果がうまくでなかった時のサンプルがあり

よかったと思います。お忙しい中、遅くまでありがとうございました。 

・だ液の実験について、自分の状態が分かる、という点で子どもたちにも実験させてみたいようなも

のでした。虫歯菌等については、標本のように染色したり、実際に見たりすることは大変難しいもの

だということを実感しました。ありがとうございました。 

・子ども達に指導していることを実際に体験でき大変有意義でした。だ液の緩衝能は子ども達にもや

らせてみたいです。 

・虫歯を防ぐための働きが口の中に備わっていること、唾液の働きが重要であることを知ることで、

日頃の食生活を含めて口腔ケアについて考えることができるので、大変有効だと思いました。普段で

きない実験をすることができて参考になりました。子ども達にも”かむ”実験をさせたいと思います。

・だ液検査、咀しゃく力測定、及び口腔内の細菌観察は、初めてさせて頂き、たいへん参考になりま

した。 

・初めて体験した実験でした。細菌を見るのは難しかったのですが、噛む力・緩衝力などがわかって

安心しました。内容が盛りだくさんだったのですが、自分にとっては時間に余裕のある時でしたので

大変有意義でした。ありがとうございました。 

・実験は楽しかったです。しかし、予定時間より 1 時間オーバーしたので、内容はもりだくさんすぎ

たのかと思います。ありがとうございました。 

 

■2/8「生物統計に基づく実験の組み立てとデータの解析」の参加者感想 

・とてもユニークで面白い企画だったと思います。もっと多くの学校で取り組めるようになればよい

と思いました。また、ダミーデータで構わないので、薬の効果があるなしを調べる治験を体験できる

ようになればよかったと感じます。さらに、実際にどんなところが難しいのかについて、具体的に話

を聞かせてもらえると身近に感じることができると思いました。本日はありがとうございました。                    

(成城学園中・高 N 先生) 

・自分の知らなかった生物統計を知ることができてよかった。もっと広く深く時間をかけて教えても

らいたかった。 

・時間はとても短かったですがとても楽しかったです。もう少しグループで話し合いたかったです。

将来の夢が化粧品開発なのでとても役に立ちました。いろいろな統計の仕方があって面白かったです。

ありがとうございました。 

・生物統計というものを知らなかった。薬が販売されるまでにはとても時間がかかること、それには

たくさんの理由と意味があることを少し知れた気がします。 

・薬の効果を知るための方法を考えるのが本当に難しかったです。薬ができるまでの道のりは本当に

長くてとても大変だということが分かりました。それでももっと多くの新薬を開発してほしいと強く

望みます。 

・私たちが普段買って使っているものが長い時間かけて作られていて、話し合いや検証をするのがか

なり難しいということも、今日体験してみてわかりました。たくさん知らなかったことを知れてよか

ったです。 

・普段の生活の中で起こる花粉症について様々な意見が出てとても面白かったです。 

・１つの薬が売り出すまでにかかるコストはどれくらいですか？ 

 １つの薬が発案されてからどれくらいの時間で売り出されますか？ 

・統計の話がとても難しいと感じました。グループワークでの話し合いでそれぞれの良い点や欠点を

見つけて１つの結論を出す過程が面白かったです。 

・グループワークでたくさんの人の意見を聞いてなるほどと思うことや、学ぶことが多く、とても面

白い体験をすることができました。 

・楽しかったです。一万分の一ということに驚きました。 



・グループディスカッションで実際に行われていることの説明もしていただいて分かりやすかったで

す。エーザイの方がディスカッションをリードしてくれたので話やすかったです。 

・グループで話し合ってみてプランの考え方がよくわかりました。話し合うグループによって同じ花

粉症の効果を検証するプランでも、別の意見を持っていて面白いと思いました。 

・緊張緩和の薬の開発を考えていただきたいです。 

・同じ成分の飲み薬と目薬でどちらのほうが効果が早く、また長く効くかを確認。 

・ディスカッション楽しかった。すべての薬についてのディスカッションをしたかった。皆が意見を

出し合える感じにしたかった。実際の会社も見たい。 

・薬を作る際に、その効果をみるためにいろいろな調べ方があることが分かりました。目がかゆいと

いう中でも、少しかゆい、我慢できないくらいかゆいなど、人によって少しずつ違ったりしてとても

大変だと思いました。専門用語などが出てきて難しかったですが、とても面白かったです。 

・私は将来薬学に進みたいと思っているので、とてもためになりました。薬を開発するにあたって、

いろいろな検査や研究をしているのだと知り、改めて薬を作る大変さを実感しました。 

・話し合いの時間がもう少しほしかったけど、楽しかったです。また同じようなイベントがあれば参

加したいです。 

・薬を作るのに効き目など様々なことを考えなければ、使用することができるようにならないことを

知って、大変なことだなと思いました。班で話し合った時も、本格的な感じで大変さ、作ることによ

って大切なことなど、いろいろと話してわかったような感じがしました。 

・新薬が作られるまでの流れが分かってよかったです。ディスカッションでいろいろなことを考える

ことが分かりました。地域を決めたり、時間を決めたりするなど大変だなと思いました。数学も使う

ことが分かったので、頑張ろうと思いました。とても楽しかったです。ありがとうございました。 

・薬を開発するのに長くて１０年かかると知り驚きました。さらにその中でも一万から二万分の１し

か世の中に出回らないとなると、気が遠くなるなと思いました。理系は失敗が次の実験の成功とは 

言いますが、やはり薬を飲むことで人の命にかかわるので大変だなと思いました。私は今病院で出 

された尿が出やすくなる薬を飲んでいますが、抗生物質はおなかが痛くなるのでとても困っていま 

す。 

・仕事の内容を話す際に成功した例などを話してくれると理解しやすかったと思います。実際にディ

スカッションをするのは一番重要なことなどが分かったりしてよかったです。 

・薬を作るにあたって、偏りを防ぐ工夫や解析方法などたくさんのことを考えて作り上げていて、す

ごいと思いました。また、単純な考えではだめで、より深くということがものすごく重要だと思いま

した。製薬も楽しそうだなと思いました。 

・どのようにして薬を作っているのかがわかり、実際に自分たちでいろいろ考えることができてよか

ったです。 

・「プラセボ」とは何なのですか？詳しく説明願いたいです。専門的な言葉がいくつかあったような

ので、少しわかりにくかったです。実験において大切なことが分かりました。人を使っての実験では 

「思い込み」などでの効果が出てしまうなど動物実験とは違い、細かな条件を定めなければならな 

いとの事が分かりました。 

・グループでの話し合いをしてみて、人によって思ったことが違ったり、他の班の考えを聞き、一つ

の薬に対しても様々な実験を行うことができるということが分かりました。また、薬を一つ作るだ 

けで、多くの時間が必要だということも改めてよくわかりました。ありがとうございました。 

・とても簡単に説明していただいたのでとても分かりやすかったです。実際に会社で行う統計方法や、

特に注意をしていることなどをもっとたくさん聞きたかったです。 

・ディスカッションは楽しかった。偶然か偶然ではないかを見極めるのに統計学が使えることが便利

だなと思った。○か×か言えない問題だからこそ統計で、だいたい効くとかだいたい効かないとか答

えを出すんだなと思った。統計学をもっと知りたいと思った。 



・想像していたこととは内容が若干違っていましたが、勉強になりました。普段あまり気にしていな

い薬のことを考えるいい機会になりました。薬ができるまではやっぱり大変ですね。 

 今回参加した理由としては、祖父がエーザイに勤めていたことがあり、ガンを治す薬を研究してい

たことから、祖父の仕事内容が気になり参加しました。少しでもわかったのでよかったです。ありが

とうございました。 

・薬と承認されてドラッグストアに売られるまでとても長い時間がかかるのと、様々な可能性を考え

なければならないことが一つの薬を作るのにとても大変だと思ったし、面白いものだと思った。美白

になる薬や花粉症を抑える薬を作るにも、グループが違うだけで意見もだいぶ違ったので、様々な意

見が聞けてよかった。あまり薬のことを知らないので、細かいところまで聞けてよかった。 

・プレゼンはとても分かりやすくて、見やすくてためになった。薬のことをよく知らなかったので、

良い経験になった。グループディスカッションではいろいろな意見を聞けて、自分一人では思いつか

ないことも発見できてよかった。薬ができる過程にはとても複雑なテストなどがあって、何年も時間

がかかることに驚いた。 

・普段グループワークとか全然やらなくて、どうしようかと思ったけれど、なんだかんだ楽しかった

です。でも、もっと時間と話し合いの項目がほしいと思いました。自分たちが出したアイディアが商

品化されたらとてもうれしいだろうなと思った。けれど、一万個くらいから一つくらいしかできない

みたいなことを聞いて、現実って厳しいですね。ダイエットのことについてもっとやりたかったです。

いつか背が伸びる薬、目がよくなる薬を作ってください。 

・面白い内容でした。エーザイでは一年でどれくらいの薬を出していますか？ 

 

■先端科学連続講座 MRI・CT 講座と解剖実習 12/8 から 2/3 参加者感想 

・テレビや本でしか見たことなかったCTやMRIの映像と生で見ることができたのがよかった。それらを

活用し、人の体の仕組みについて自分たちで調べることができてよい経験になった。（熊谷西１年） 

・断面画像の３D化の体験は大変貴重でした。こういう授業をやると、各機関の位置、大きさ、意味が

理解できるので、本校でもできれば実施したいです。（市川学園N先生） 

・体の体積や容量がどこも想像と違ってびっくりしました。そしてなによりMRIの機能がすごいと思い

ます。２Dから３Dにかわるのは感動でした。（熊谷西２年） 

・ソフトを使いこなせなくて大変だったけど、できた時はすごく感動しました。（熊谷西２年） 

・骨格の性差について細かく聞くことができて面白かった。今まで知らなかったこと（特に頭蓋骨の

違い）を聞くことができてよかった。頭蓋腔の容量は男女ほぼ変わらないことに少し驚いた。課題発

表の後の先生のお話がとても面白かったです。（市川２年） 

・骨や心臓など知っているつもりで知らないことが多かったので、すごく楽しかったです。CT画像の

解析は思っていたより難しかったです。ですが、友達とも学び合いで結果を出すのはすごく達成感が

ありました。内臓の配置や骨格の関係などにとても興味を持ちました。診療放射線技師に興味がある

ので、すごく良い勉強になりました。（熊谷西２年） 

・MRIや人体に興味があったので、とても面白かったです。今後機会があればもっと自分で目的を持っ

て取り組みたいです。このソフトを作った人はすごいと思いました。人体についてさらに興味を持つ

ことができたので、自分でさらに調べてみたいです。（熊谷西２年） 

・関節の鳴る仕組みが詳しく知りたいと思った。性別による役割によって体には変化があることが面

白いと思った。脳はとても柔らかく、豆腐みたいなものなので、脳と膜の間には液が入っていること

が分かってよかった。（文京学院大学女子１年） 

・骨には意外な動きをすることが興味深かった。骨格は鮮明に写るのに脳や心臓は他の臓器と分けな

ければならないのは意外だった。心臓が意外に小さく、驚きだった。（市川２年） 

・頭蓋骨が意外とリアルで楽しかったです。途中で眠くて頭が回っていませんでした。（市川２年） 

・すごく面白かったです。いろいろなグループの話を聞いて、様々なところで男女の差があるのだな

と思いました。あと、小さい子供と大人についてもMRIとCTを使って比較するのも面白そうだと思いま

した。（文京学院大学女子１年） 

・科学はもっと難しいと思いましたが、１つ１つの過程を丁寧に教えてくれたのですごく楽しかった

です。また、骨の断面図から長さを測定して、体積や密度、圧力などを解明できることが感動しまし



た。（文京学院大学女子１年） 

・私の膝の関節の音が鳴る原因は骨液に気泡ができるからであることが分かった。心臓が左寄りにあ

るから、肺の大きさも右より左のほうが小さくなっていることを初めて知った。 

〈質問〉骨液を投入すれば、関節は鳴らなくなるのか？（文京学院大学女子１年） 

・今回のようなソフトを使って自分の見たい部分だけを残し、とても細かく見ていけるなんてとても

驚きました。また、他の体の仕組みも見てみたいと思いました。とても細かい作業でしたが、とても

ためになりました。（文京学院大学女子１年） 

・２Dの画像を３Dにできることに驚いた。男女の骨格の性差をもっと知りたい。（文京学院大学女子 

１年） 

・今回講座を受講して、ソフトを使い臓器や骨を見てみて、以前よりも興味を持ちました。授業の教

科書で見る２次元の図とは違い、３次元で見たものは少し違って見えました。表からの距離感だけで

なく横から見たり、上から見たりして、臓器の形を知ることができました。（文京学院大学女子１年

） 

・少しずつ消していくのって大変だなと思いました。肺に対しての心臓の大きさが意外と小さかった

のが驚きでした。（文京学院大学女子１年） 

・操作がすごく難しかったです。思い通りにいかなくて、作業が思うように進みませんでした。でも

、普段使うようなことなどない作業だったので、とても楽しかったし、またこのような機会があるな

ら、もう一度参加したいと思いました。（文京学院大学女子１年） 

・CTやMRIの写真を使ってよりよく体の中身を分かることができた。時間が足りないが、できれば他の

課題もやりたいです。残念でした。とても面白かった１日でした。（文京学院大学女子２年） 

・脳について調べたのですが、作業に時間がかかってしまいました。次は脳と頭蓋腔の間にある液に

興味を持ちましたので、調べてみたいです。（文京学院大学女子１年） 

・解析は体の内部の詳しいところがよくわかり、さらに色分けなどもできるため、とても分かりやす

く、骨や内臓が分けられるのでとても驚いた。今回の講座はとても楽しく面白かったが、とても疲れ

ました。でも、医療技術がここまで進歩しているのだなと改めて思い、驚きました。（熊谷西１年） 

・今日は時間の都合で課題４しか調べられなかったけど、時間があれば調べたい。次回も行けたら行

きたかったです。 

〈質問〉肺の左右差に影響するものは何か？（熊谷西１年） 

・人の体の仕組みについて詳しく説明していただけたので楽しかったです。初めは慣れなかったパソ

コン操作も、だんだんとできるようになりました。いい経験になりました。 

〈質問〉将来医療機器を作りたいと思っているのですが、工学系が得意でなければ無理でしょうか？ 

（熊谷西１年） 

・断面ごとに地道に編集していったものが実際に３Dになるのを見てとても感動しました。また、自分

で編集していって調べたりしているうちに、脳の構造等がよく理解できたので、今日来てよかったと

思います。モデリング作業は楽しかったので、もっといろんな操作を学んでみたかったです。（熊谷

西２年） 

・今回講座を受講して、自分たちの体の仕組みで知らなかったことが分かり、楽しかったです。いつ

も常に持っている自分の体の中身の仕組みが見られてとてもためになりました。１つ１つの仕組みに

意味があて、奥深いなと思いました。 

〈質問〉今、人間の足の小指は使われなくなり退化しているといいますが、他にもそのようなところ

はありますか？ また逆に進化しているところはありますか？（文京学院大学女子１年） 

・たくさんの科学が医療にも応用され、現場で使われていることに興味を持ったし、もっと学びたい

とも思った。 

〈質問〉その他にはどのようなものがあるのか。どんなものが医療に使われるのか。（文京学院大学

女子１年） 

・人体に興味を持つためには、この内容がとても役に立つと思います。中学でも使うことができるよ

うな要素をたくさん含んでいると感じました。模型では分からないことがたくさんあることもよくわ

かりました。特に、今回のような題材でコンピューターを活用しておられることがもっと広く知られ

るようになれば、実際の解剖をより効果的にするものだと強く思います。どうもありがとうございま

した。（成城学園 N先生 ） 

・教科書だけに頼らず「実践」という大切さを学ぶことができました。（熊谷西２年） 

・今回受講して、病院のCTやMRIの技師の人はこんなに大変な仕事をしているのかと思いました。そし

て男女は骨格に少しの違いがあるのはわかったのですが、少しの骨格の違いだけであれほど多くの体



格の差はどうして出るのだろうかと思いました。やはり筋肉量の違いが大きいのかと疑問を持ったの

で、機会があれば男女差がどこにどの程度、いつ出るのかを学びたいと思いました。 

〈質問〉男女差はいつ頃、体のどの部位に、何が理由で、どんな違いが出るのですか？何が理由とい

うのは、Y染色体だけですか？（熊谷西２年） 

・初めてこういう講座に参加し、友達と協力して話し合いながらそれぞれ仮説をたて画像を作り、結

論と仮説を見比べて違うところが分かり発表をして周りの班の発表と自分の班の結果が違ったり発表

の仕方も違ったり作る画像も立体だったり平面だったりいろいろあったりして発表の仕方も学べて自

分の体についても詳しく知れて楽しく学べてとても勉強になりました。また参加したいです。 

〈質問〉足を大きく動かす時は大腿骨から動かさなければならないですが、骨盤も関係して動くので

すか？（熊谷西２年） 

 

■教員向け解剖研修 参加者アンケート 

・哺乳類のマウス以外の解剖や固定標本の解剖は初めてなので勉強になりました。（T高校A先生） 

・PC等を活用した一斉授業（実習）の指導方法及び解剖実習の意義等について学ぶことができた。当

日中に資料をもらえるとよかった。  (S学校K先生） 

・生物体解剖の技術、知識が高まった。 （S中学校T先生） 

・ブタの頭骨から脳を取り出す実習は経験があるが「皮からはぐ」という作業は初めてでとても勉強

になった。へその裏側も自分の目で確かめることができた。（T高校S先生） 

・実際に取り扱ってみないと分からない点があり、参考になった。（H高校N先生） 

・終了時間までに一度は終了して下さい。会場がどこなのかを４月の研修案内に書いて下さい。 

（M中学校S先生） 

・実験をすることによってのみ得られる感覚をたくさん学ぶことができました。（U高校I先生） 

・民間の会社では多くの動物の解剖を行ってきましたが、ブタ胎児のホルマリン標本は初めてでした

。生徒の学力向上に向けた教材選びが今後の課題であり、本研修はその解決の第一歩になりました。 

（K高校N先生） 

・知識としてはよく知っている臓器でも、実際に五感を使って実物を勉強することはとてもよかった

。（K高校O先生） 

・いろいろ忘れていたことを思い出すことができました。モニターの画面が投射機や人の影で少し見

えにくい時がありました。（M中学校M先生） 

・解剖実習の実際について、専門性を高められた。 （K中学校S先生） 

・学んだことを取り入れ、授業を充実させたいと思いました。（O中学校S先生） 

・哺乳類の解剖について、具体的な内容が把握できた。（S高校I先生） 

・来年度も今回のような実験を中心とした研修をお願いしたい。（H高校K先生） 

・前回に続いて今回も解剖の手順を学ぶことができた。この経験をいかして授業に取り入れていきた

い。（O高校S先生） 

・脳のつくりや種による内臓のつくりの違いを直接目で見て確認することができ、良い機会となった

。（H高校H先生） 

・生物の構造が非常によくわかった。ぜひ授業で活用したい。（H高校K先生） 

・生物体の構造について理解が深まった。（S高校I先生） 

・学生の方が補助について下さり、解剖の方法など細かいところを教えて下さったのがよかったと思

います。昼休み、化学室のエアコンがききすぎて、少し寒く感じました。 （M高校M先生） 

・実験を通して、体の構造を深く学ぶことができました。 （U高校I先生） 

・解剖実習を行う際に、見るべきところ、指導の仕方が分かった。（Y高校K先生） 

・実験、実習を伴い、なおかつ現代的な内容の研修は理科教員にとっては不可欠です。今回の研修は

今までの知識や本やネットで得ていた知識と実際の生物体とを結びつける上で、とても役立つもので

す。今後もこのような機会を増やして下さい。（S中学校 K先生） 

・ブタの各臓器、神経の様子や解剖手順が理解できた。（H高校 N先生） 

・本や資料で知るだけの脊椎動物の体の内容が、解剖することによって、手をとるようにわかった。 

（K中学校 S先生） 

・２日目は技術的な面も向上し、スムーズに知識を得ることができました。 （K高校N先生） 

・内臓につながっている血管や神経系など実物を見て習得することができた。個体差があるので何度

が行わないと時間がかかってしまうことも体験でわかった。ビデオなどがあると生徒指導に役立つと

思った。（T高校S先生） 



・内臓の様子が標本によって違い、個体差を実感した。迷走神経の経路について理解が深まった。今

回のような実習を体験できて感謝している。講師の先生は素晴らしかった。（T高校O先生） 

・生物学は今回研修で使わせていただいたような多くの生物の犠牲の上に成り立っているということ

を改めて考えさせられました。（K高校O先生） 

 

 

運営指導委員会から 

 

文京学院大学女子高等学校ＳＳＨ・コアＳＳＨの取り組みについて。 

 

豊島区立中学校教育研究会理科教育研究部長   

梅 原  久       

(Ａ)の取り組みについて 

○ 先進的な内容についての講座を企画し、実践している点は評価できる。 

○ 高校生をＴＡとして参加させる考え方は非常に良い。 

○ せっかくの附属高校であり、文京学院大学の学生によるＴＡは困難か？ 

○ 日程の問題が大きい。 

※１ 現在都内各所の区市町村の小中学校では、夏休みの縮減が実施され、夏休みの最後の５～

７日を新学期にしてしまっているところが増えている。従って、公立小中学校の教員の場合、

８月２５日以降は出張できないと考えた方が良い。 

※２ 同様に、土曜日に授業を行っている区市町村も増加している。（１日/月～２日/月） 

※３ 長期休業日や週休日が減ったことに加えて、そこに命令研修が入ってくること、また、中

学校には部活動があること等で自主研修が非常に困難になっている。 
 
(Ｂ)の取り組みについて 

○ 小学校に理科を教えることに不得手な教員が多く、小学校教員への理科指導に関わる研修への

需要は高いはずで、目の付け所は良い。 

○ 東京都教職員研修センターの「各種研究団体との連携研修」の中で、東京都生物教育研究会と

連携したのは良いアイディアであった。 

○ 日程の問題は、やはりネックであったようである。（上記※１ ～※３ の理由による） 
 
(Ｃ)の取り組みについて 

○ やはり、いくつかの学校や団体を取り込んでいく工夫をしないと、なかなか広がっていかない

。文京区との連携や他校との連携は評価できる。 
 
【課題】 

○ 各区教委は、それぞれ研修計画を持っており、日程は３～４月で決定するが、内容については

６月～７月頃にずれ込むことも多い。区教委がどのような研修会を行いたいと考えているか、ニ

ーズをさぐって提案することが必要。 

○ 各区教委は、自区内での連携にこだわりがちであるので、都教委及びその認定研究団体（都小

理、都中理等）との連携ができると良いのではないか。また、区中研・区小研との連携も有効で

ある。 

○ 都研修センターの研修の中には、「理数系教員指導力向上研修」があるので、これに関わるこ

とも視野に入れてはどうか。（但、来年度分は既に決定済み）また、夏季集中講座については、

まだ間に合うので、企画を持ち込むことも可能である。 

○ 物理・化学分野の研修もあると良い。 

○ 小・中ともに学習指導要領が変わって間がないので、新学習指導要領になって新しく入ってき

たり内容が広がった部分（エネルギー・ＤＮＡ・イオン等々）を意識すると、よりニーズに応え

られる可能性が高い。 

○ 中学校は部活があるため、生徒動員への妙案はなかなか浮かばない。 
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